
Oracle® Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0

概念ガイド

Part No. 820-7370-11
2010 年 11 月、Revision A



リサイクル

してください

Copyright © 2008, 2010, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

このソフトウェアおよび関連ドキュメントの使用と開示は、ライセンス契約の制約条件に従うものとし、知的財産に関する法律により保護

されています。ライセンス契約で明示的に許諾されている場合もしくは法律によって認められている場合を除き、形式、手段に関係なく、

いかなる部分も使用、複写、複製、翻訳、放送、修正、ライセンス供与、送信、配布、発表、実行、公開または表示することはできません。

このソフトウェアのリバース・エンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイルは互換性のために法律によって規定されている場合を除

き、禁止されています。

ここに記載された情報は予告なしに変更される場合があります。また、誤りが無いことの保証はいたしかねます。誤りを見つけた場合は、

オラクル社までご連絡ください。

このソフトウェアまたは関連ドキュメントを、米国政府機関もしくは米国政府機関に代わってこのソフトウェアまたは関連ドキュメントを

ライセンスされた者に提供する場合は、次の通知が適用されます。

U.S. GOVERNMENT RIGHTS. Programs, software, databases, and related documentation and technical data delivered to U.S. Government 
customers are "commercial computer software" or "commercial technical data" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and 
agency-specific supplemental regulations. As such, the use, duplication, disclosure, modification, and adaptation shall be subject to the 
restrictions and license terms set forth in the applicable Government contract, and, to the extent applicable by the terms of the Government 
contract, the additional rights set forth in FAR 52.227-19, Commercial Computer Software License (December 2007). Oracle America, Inc., 500 
Oracle Parkway, Redwood City, CA 94065.

このソフトウェアもしくはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために開発されたものです。このソフト

ウェアもしくはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション (人的傷害を発生させる可能性があるアプリケーションを含む) への用途を目

的として開発されていません。このソフトウェアもしくはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用する際、安全に使用するため

に、適切な安全装置、バックアップ、冗長性 (redundancy)、その他の対策を講じることは使用者の責任となります。このソフトウェアもし

くはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用したことに起因して損害が発生しても、オラクル社およびその関連会社は一切の責

任を負いかねます。

Oracle と Java は Oracle Corporation およびその関連企業の登録商標です。その他の名称は、それぞれの所有者の商標または登録商標です。

AMD、Opteron、AMD ロゴ、AMD Opteron ロゴは、Advanced Micro Devices, Inc. の商標または登録商標です。Intel、Intel Xeon は、Intel 
Corporation の商標または登録商標です。すべての SPARC の商標はライセンスをもとに使用し、SPARC International, Inc. の商標または登

録商標です。UNIX は X/Open Company, Ltd. からライセンスされている登録商標です。

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関

する情報を提供することがあります。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わ

ず、いかなる保証もいたしません。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用に

よって損失、費用、あるいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。



目次

このマニュアルの使用法 ix

1. ILOM 概要 1

ILOM とは 2

ILOM の機能 2

ILOM の特長と機能 4

ILOM 3.0 の新機能 6

ILOM ユーザーアカウントの役割 7

ILOM 2.x のユーザーアカウントのサポート 7

ILOM のインタフェース 7

サーバーおよび CMM 上の ILOM 9

ILOM へのアクセスと初回のログイン 9

root ユーザーアカウントと default ユーザーアカウント 9

root ユーザーアカウント 10

default ユーザーアカウント 10

root の出荷時デフォルトパスワードの警告メッセージ 11

システムバナーメッセージ 12

2. ILOM のネットワーク設定 15

ILOM のネットワーク管理 16
iii



ILOM の接続方法 16

初期設定ワークシート 17

ネットワークポートの割り当て 18

シリアルポート出力の切り替え 19

ILOM の通信設定 20

SP 管理ポート － スパニングツリーパラメータについての推奨事項 20

IPv4 のネットワーク設定 21

IPv4 および IPv6 のデュアルスタックネットワーク設定 (ILOM 3.0.12) 21

ILOM の IPv6 拡張機能 22

ILOM の CLI および Web インタフェースでのデュアルスタックネット
ワークオプション 23

ローカル相互接続インタフェース: ホスト OS から ILOM へのローカル接続 25

ローカル相互接続インタフェースを通じたプラットフォームサーバーサポー
トと ILOM アクセス 25

ローカル相互接続インタフェースの設定オプション 26

ILOM のローカルホスト相互接続の設定 27

ローカル相互接続インタフェース用の手動ホスト OS 設定ガイドライン 30

3. ユーザーアカウント管理 35

ユーザーアカウントの管理のガイドライン 36

ユーザーアカウントの役割と権限 37

ILOM 3.0 のユーザーアカウントの役割 37

シングルサインオン 38

SSH ユーザー鍵ベース認証 38

Active Directory 39

ユーザー認証と承認 39

ユーザーの承認レベル 39

Lightweight Directory Access Protocol 40

LDAP/SSL 41

RADIUS 41
iv Oracle ILOM 3.0 概念ガイド • 2010 年 11 月



4. システム監視と警告管理 43

システム監視 44

センサー測定値 45

システムインジケータ 45

サポートされるシステムインジケータの状態 45

システムインジケータの状態の種類 46

コンポーネント管理 46

障害管理アーキテクチャー 48

サーバーまたは CMM で障害が発生したコンポーネントの交換後に行う障害
のクリア 49

ILOM イベントログ 50

イベントログのタイムスタンプと ILOM クロックの設定 50

CLI、Web、または SNMP ホストからのイベントログとタイムスタンプ
の管理 51

syslog 情報 51

システムの問題を診断するための SP データの収集 51

警告管理 52

警告ルールの設定 52

警告ルールのプロパティーの定義 53

CLI からの警告管理 55

Web インタフェースからの警告管理 56

SNMP ホストからの警告管理 57

5. ストレージの監視およびゾーンの管理 59

HDD および RAID コントローラのストレージ監視 60

HDD および RAID コントローラについて表示される CLI ストレージプロパ
ティー 60

物理および論理ドライバの RAID ステータス定義 62

CLI を使用したストレージコンポーネントの監視 63

Web インタフェースを使用したストレージコンポーネントの監視 63
目次 v



「RAID」の「Controllers」タブの詳細 64

RAID コントローラに接続されているディスクの詳細 66

RAID コントローラのボリュームの詳細 67

CMM ゾーン管理機能 68

6. 電源監視およびハードウェアインタフェースの管理 69

電力管理機能の更新の概要 70

電力監視の用語 73

リアルタイム電力監視および管理機能 75

システムの消費電力メトリック 75

ILOM 3.0 の Web インタフェースでの消費電力メトリック 76

ILOM 3.0 の CLI の消費電力メトリック 77

ILOM 3.0.4 の Web インタフェースのサーバー SP および CMM 消費電力メト
リック 78

3.0.8 でのサーバー SP 消費電力メトリックの Web 拡張 79

3.0.10 での CMM 消費電力メトリックの Web 拡張 80

サーバーの電力使用を管理するための電力ポリシーの設定 81

ILOM 3.0 の ILOM での電力ポリシー設定 82

ILOM 3.0.4 の ILOM での電力ポリシー設定 82

ILOM 3.0.8 の ILOM での電力上限ポリシー設定 83

サーバー SP および CMM の電力使用統計情報と履歴メトリック 85

電力使用統計情報と履歴のメトリックの Web インタフェース 85

ILOM 3.0.3 での電力使用統計情報と履歴 85

ILOM 3.0.4 での電力使用統計情報と履歴の Web 拡張 87

ILOM 3.0.14 での電力使用統計情報と電力履歴の Web 拡張 87

CLI での消費電力履歴メトリック 89

ILOM 3.0.4 での消費電力しきい値通知 90

ILOM 3.0.6 でのサーバー SP および CMM のコンポーネント割り当て配電 90

サーバー電力割り当てコンポーネントの監視 91
vi Oracle ILOM 3.0 概念ガイド • 2010 年 11 月



CMM の電力割り当てコンポーネントの監視 92

コンポーネントの電力割り当てに関する特別な考慮事項 94

ILOM 3.0.8 での「Power Management」-->「Distribution」タブの
「Allocation」タブへの名前変更 (サーバー SP) 95

Web でのサーバー SP 電力割り当て手順の更新 96

ILOM 3.0.10 での「Power Management」-->「Distribution」タブの
「Allocation」タブへの名前変更 (CMM) 96

ILOM 3.0.10 での CLI の電力割り当てプロパティーの変更 98

ILOM 3.0.6 でのサーバー SP に対する電力割当量 99

電力割当量を使用する理由 100

ILOM 3.0.6 のサーバー電力割当量プロパティー 100

ILOM 3.0.6 での詳細サーバー電力割当量機能 101

ILOM 3.0.8 での「Power Management」-->「Budget」タブの「Limit」タブ
への名前変更 102

電力制限設定手順の更新 104

ILOM 3.0.6 での CMM システムに対する電源の冗長性 104

ILOM 3.0.6 でのプラットフォーム固有の CMM 電力メトリック 105

7. ILOM のバックアップ操作と復元操作 107

ILOM の設定管理作業 108

バックアップ操作と復元操作 109

デフォルトにリセットする機能 110

8. ILOM ファームウェアの更新操作 111

ILOM ファームウェアの互換性と更新操作 112

サーバー SP の ILOM 3.0 ファームウェア 112

CMM の ILOM 3.0 ファームウェア 112

ILOM ファームウェアの更新 113

ファームウェアの更新プロセス 113

ILOM ファームウェアの更新 － 設定保持オプション 114

ネットワーク障害が発生した場合のファームウェア更新セッションのトラブ
ルシューティング 115
目次 vii



9. リモートホスト管理オプション 117

サーバー SP リモート管理オプション 118

リモート電源制御 118

Storage Redirection CLI 119

初回のアクセス 119

Storage Redirection CLI のアーキテクチャー 120

デフォルトのネットワーク通信ポート 121

Oracle ILOM リモートコンソール 121

ILOM リモートコンソールの国際キーボードのサポート 122

1 台構成または複数台構成のリモートホストサーバー管理ビュー 123

インストール要件 124

ネットワーク通信ポートとプロトコル 125

サインイン認証の必要性 125

CD とフロッピーディスクのリダイレクト処理のシナリオ 126

ILOM リモートコンソールコンピュータのロック 127

ILOM リモートコンソールのロックオプションを有効にする場合の特別な考
慮事項 128

ホスト制御 － x86 システムの起動デバイス 129

SPARC サーバーでの LDom 構成に関する ILOM 操作 130

10. x86 および SPARC システムのリモートホスト診断 131

診断 132

PC-Check (x86 システム) 132

NMI の生成 (x86 システム) 133

SPARC システムの診断設定 133

システムの問題を診断するための SP データの収集 135

A. 動的 DNS の設定例 137

B. 用語集 143

索引 163
viii Oracle ILOM 3.0 概念ガイド • 2010 年 11 月



このマニュアルの使用法

『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 概念ガイド』では、Oracle 
Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 をサポートする Oracle の Sun ラック搭載
型サーバーまたはサーバーモジュールに共通する Oracle ILOM 3.0 の機能について説
明しています。

ILOM で管理する Oracle Sun サーバープラットフォームに関係なく、さまざまなユー
ザーインタフェースを使用して、これらの ILOM 機能にアクセスし、ILOM タスクを
実行できます。このガイドは、技術者、システム管理者、承認サービスプロバイダ、
およびシステムハードウェアの管理経験を持つユーザーを対象にしています。

このガイドに記載されている情報を十分に理解するには、このガイドとともに、ILOM 
3.0 のそのほかのガイドを使用してください。ILOM 3.0 の各種ガイドについては、
ix ページの「関連ドキュメント」を参照してください。

ここでは、次のトピックについて説明します。

■ ix ページの「関連ドキュメント」

■ xi ページの「ドキュメント、サポート、およびトレーニング」

■ xi ページの「ドキュメントのフィードバック」

■ xi ページの「ILOM 3.0 ファームウェアのバージョン番号方式」

関連ドキュメント
次の表に、ILOM 3.0 の各種ガイドのリストを示します。これらのガイドは、次の URL 
からオンラインでアクセスまたはダウンロードができます。

http://docs.sun.com/app/docs/prod/int.lights.mgr30#hic

注 – ILOM 3.0 の各種ガイドは、これまで Sun Integrated Lights Out Manager (ILOM) 
3.0 ガイドと呼ばれていました。
ix

http://docs.sun.com/app/docs/prod/int.lights.mgr30#hic


ILOM 3.0 の各種マニュアルに加えて、関連する ILOM 補足マニュアルやプラット
フォームの管理マニュアルにも、使用しているサーバープラットフォームに固有の 
ILOM の機能やタスクが記載されています。ILOM 3.0 の各種マニュアルとともに、
使用しているサーバープラットフォームに付属している ILOM 補足マニュアルやプ
ラットフォームの管理マニュアルを使用してください。

タイトル コンテンツ パーツ番号 形式

『Oracle Integrated Lights 
Out Manager (ILOM) 3.0 概念
ガイド』

ILOM の特長と機能に関する
説明

820-7370 PDF
HTML

『Oracle Integrated Lights 
Out Manager (ILOM) 3.0 入門
ガイド』

ネットワーク接続、初回の 
ILOM へのログイン、および
ユーザーアカウントやディレ
クトリサービスの設定の説明
と手順

820-7382 PDF
HTML

『Oracle Integrated Lights 
Out Manager (ILOM) 3.0 Web 
Interface 手順ガイド』

ILOM Web インタフェースを
使用して ILOM 機能にアクセ
スするための説明と手順

820-7373 PDF
HTML

『Oracle Integrated Lights 
Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 
手順ガイド』

ILOM CLI を使用して ILOM 機
能にアクセスするための説明
と手順

820-7376 PDF
HTML

『Oracle Integrated Lights 
Out Manager (ILOM) 3.0 
管理プロトコルリファレンス
ガイド』

SNMP または IPMI 管理ホス
トを使用して ILOM 機能にア
クセスするための説明と手順

820-7379 PDF
HTML

『Oracle Integrated Lights 
Out Manager (ILOM) 3.0 
CMM 管理ガイド － Sun 
Blade 6000/Sun Blade 6048 モ
ジュラーシステム』

ILOM で CMM の機能を管理
するための説明と手順

821-3083 PDF
HTML

『Oracle Integrated Lights 
Out Manager (ILOM) 3.0 機能
更新およびリリースノート』

ILOM 3.0 の新機能に関する最
新情報と既知の問題および回
避方法 

821-0647 PDF
HTML
x Oracle ILOM 3.0 概念ガイド • 2010 年 11 月



ドキュメント、サポート、およびトレー
ニング
■ ドキュメント: http://docs.sun.com

■ サポート: http://www.sun.com/support/

■ トレーニング: http://www.sun.com/training/

ドキュメントのフィードバック
本書に関するご意見をお待ちしております。コメントは http://docs.sun.com の
「Feedback[+]」リンクをクリックしてお送りください。

ご意見をお寄せいただく際には、下記のタイトルとパーツ番号を記載してください。

『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 概念ガイド』、part number 
820-7370-11

ILOM 3.0 ファームウェアのバージョン
番号方式
ILOM 3.0 では、システムで動作している ILOM のバージョンを識別しやすいように、
バージョン番号方式を採用しています。この番号方式では、5 つのフィールドがある
文字列を使用しています。たとえば、a.b.c.d.e となります。

■ a － ILOM のメジャーバージョンを示します。

■ b － ILOM のマイナーバージョンを示します。

■ c － ILOM の更新バージョンを示します。

■ d － ILOM のマイクロバージョンを示します。マイクロバージョンは、プラット
フォームまたはプラットフォームのグループ単位で管理されます。詳細は、使用し
ているプラットフォームの製品ノートを参照してください。

■ e － ILOM のナノバージョンを示します。ナノバージョンは、マイクロバージョン
の増分反復です。
このマニュアルの使用法 xi
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http://www.sun.com/support/
http://www.sun.com/training/
http://docs.sun.com


たとえば、ILOM 3.1.2.1.a の意味は、次のとおりです。

■ ILOM 3 は、ILOM のメジャーバージョンです。

■ ILOM 3.1 は、ILOM 3 のマイナーバージョンです。

■ ILOM 3.1.2 は、ILOM 3.1 の 2 番目の更新バージョンです。

■ ILOM 3.1.2.1 は、ILOM 3.1.2 のマイクロバージョンです。

■ ILOM 3.1.2.1.a は、ILOM 3.1.2.1 のナノバージョンです。
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第 1 章

ILOM 概要

項目

説明 リンク

ILOM の機能について学習する • 2 ページの「ILOM とは」

• 2 ページの「ILOM の機能」

• 4 ページの「ILOM の特長と機能」

• 6 ページの「ILOM 3.0 の新機能」

• 7 ページの「ILOM ユーザーアカウントの役割」

• 7 ページの「ILOM のインタフェース」

• 9 ページの「サーバーおよび CMM 上の ILOM」

• 9 ページの「ILOM へのアクセスと初回のログイン」

• 9 ページの「root ユーザーアカウントと default ユー
ザーアカウント」

• 11 ページの「root の出荷時デフォルトパスワードの警
告メッセージ」

• 12 ページの「システムバナーメッセージ」

関連項目

ILOM の機能 章または節 マニュアル

• CLI • CLI の概要

• ILOM へのログインと 
ILOM からのログアウト

『Oracle Integrated Lights Out 
Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』 
(820-7376)

• Web インタ
フェース

• Web インタフェースの概要

• ILOM へのログインと 
ILOM からのログアウト

『Oracle Integrated Lights Out 
Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 
手順ガイド』(820-7373)
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ILOM とは
Oracle の Integrated Lights Out Manager (ILOM) は、Oracle Sun サーバーの管理と
監視に使用できる高度なサービスプロセッサハードウェアおよびソフトウェアを提供
します。ILOM 専用のハードウェアとソフトウェアは、x86 ベースの Sun Fire サー
バー、Sun Blade モジュラーシャーシシステム、Sun Blade サーバーモジュール、
SPARC ベースのサーバーなど、さまざまな Oracle Sun サーバープラットフォームに
プリインストールされています。ILOM は、データセンターに不可欠な管理ツールで
あり、すでにシステムにインストールされているほかのデータセンター管理ツールと
統合して使用できます。

ILOM は、多くの Oracle システムでサポートされており、ユーザーはすべての Oracle 
Sun サーバー製品ラインで単一の一貫した標準ベースのサービスプロセッサ (SP) を
使用できます。これにより、次のような利点があります。

■ オペレータ用の単一で一貫性のあるシステム管理インタフェース

■ 豊富なプロトコルと標準のサポート

■ 他社管理のサポートの拡大

■ 追加コストなしでシステム管理機能を Oracle の Sun サーバーに統合

ILOM の機能
ILOM を使用すると、オペレーティングシステムの状態とは独立にサーバーをアクティ
ブに管理および監視し、信頼性の高い Lights Out Management (LOM) システムを実
現できます。ILOM では次のことが可能です。

■ ハードウェアのエラーと障害を発生時に認識する

■ サーバーの電源状態を遠隔から制御する

■ ホストのグラフィカルコンソールおよび非グラフィカルコンソールを表示する

• SNMP および 
IPMI のホスト

• SNMP の概要

• IPMI の概要

『Oracle Integrated Lights Out 
Manager (ILOM) 3.0 管理プロトコルリ
ファレンスガイド』(820-7379)

ILOM 3.0 の各種マニュアルは、次の Web サイトで入手できます。
http://docs.sun.com/app/docs/prod/int.lights.mgr30#hic

関連項目

ILOM の機能 章または節 マニュアル
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■ システムのセンサーとインジケータの現在の状態を表示する

■ システムのハードウェア構成を判定する

■ IPMI PET、SNMP トラップ、または電子メール警告によって、システムイベント
に関して生成された警告を事前に受け取る。

ILOM サービスプロセッサ (SP) は、独自の組み込みオペレーティングシステムで動
作し、専用の Ethernet ポートを利用して、帯域外管理機能を実現します。さらに、
サーバーのホストオペレーティングシステム (Solaris、Linux、および Windows) か
ら ILOM にアクセスできます。ILOM を使用すると、キーボード、モニター、およ
びマウスをローカルで接続して使用するのと同じように、サーバーを遠隔から管理で
きます。

サーバーに電源が投入されるとすぐに、ILOM は自動的に初期化されます。完全な機
能を備えたブラウザベースの Web インタフェースと、それと同等なコマンド行インタ
フェース (command-line interface、CLI) を利用できます。さらに、業界標準の SNMP 
インタフェースと IPMI インタフェースも利用できます。

これらの管理インタフェースを、Oracle Enterprise Ops Center など、すでにサーバー
で稼動しているほかの管理ツールやプロセスに簡単に統合できます。この Solaris お
よび Linux 用の使いやすいシステム管理プラットフォームにより、ネットワーク上の
システムを効率的に管理するために必要なツールが提供されます。Oracle Enterprise 
Ops Center は、ネットワーク上の新規および既存のシステムを検出し、ファームウェ
アと BIOS 設定を更新し、すぐに使用できるディストリビューションまたは Solaris イ
メージをオペレーティング環境に提供し、更新および設定変更を管理し、起動制御、
電源状態、インジケータライトなどのサービスプロセッサの主要な要素をリモートで
管理できます。Oracle Enterprise Ops Center の詳細については、次の Web ページを
参照してください。

http://www.oracle.com/us/products/enterprise-manager/opscenter/
index.html

さらに、次の他社製管理ツールに ILOM を統合できます。

■ Oracle Hardware Management Connector 1.2 for Altiris Deployment Solution

■ BMC PATROL 6.9

■ CA Unicenter Network and Systems Management (NSM)

■ HP OpenView Operations for UNIX

■ HP OpenView Operations for Windows

■ HP Systems Insight Manager

■ IBM Director

■ IBM Tivoli Enterprise Console

■ IBM Tivoli Monitoring (ITM)

■ IBM Tivoli Netcool/OMNIbus

■ IPMItool 1.8.10.3 for Microsoft Windows 2003
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■ Microsoft Operations Manager 2005

■ Microsoft System Management

■ Microsoft Systems Center Operations Manager 2007

■ Sun Deployment Pack 1.0 for Microsoft System Center Configuration Manager 2007

■ Sun Update Catalog for Microsoft System Center Configuration Manager 2007

■ Sun IPMI System Management Driver for Server 2003 prior to R2

■ Sun ILOM Common SNMP MIBs

■ Service Processor Error Injector 1.0 

これらの他社製システム管理ツールと Oracle Sun システムのサポートについては、
次の Web ページを参照してください。

http://www.sun.com/system-management/tools.jsp

ILOM の特長と機能
ILOM は、サーバーシステムの監視と管理に役立つ機能とプロトコルの完全なセットを
備えています。

表 1-1 ILOM の特長と機能

ILOM の機能 可能な操作

専用のサービスプロセッサとリソース • システムリソースを消費することなくサーバーを管理します

• サーバーの電源が切れたときでも、スタンバイ電源を使用して
サーバーの管理を続行します

簡単な ILOM 初期設定 • BIOS インタフェース、シリアルまたは Ethernet SP ポート、あ
るいはホスト OS を介して、IP アドレスなどの SP を手動で設定
します

ファームウェア更新をダウンロード可能 • ブラウザベースの Web インタフェースを使用してファーム
ウェアの更新をダウンロードします

リモートハードウェアの監視 • システムの状態とイベントログを監視します

• 電源装置、ファン、ホストバスアダプタ (HBA)、ディスク、
CPU、メモリ、マザーボードなどの顧客交換可能ユニット 
(CRU) および現場交換可能ユニット (FRU) を監視します

• 環境 (コンポーネントの温度) を監視します

• 電圧や電力などのセンサーを監視します

• インジケータ (LED) を監視します
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ハードウェアと FRU のインベントリおよび
有無

• インストールされている CPU と FRU、およびそれらの状態を
識別します

• パーツ番号、バージョン、および製品シリアル番号を識別します

• NIC カードの MAC アドレスを識別します

リモートアクセス • シリアルポートと LAN を通じてシステムシリアルコンソールを
リダイレクトします

• リモートの x86 システムや一部の SPARC システムのキーボー
ド、ビデオ、およびマウス (KVM) にアクセスします

• リモートクライアントブラウザに OS のグラフィカルコンソー
ルをリダイレクトします

• リモートの CD/DVD/フロッピーをリモートストレージとして
システムに接続します 

システムの電源制御と監視 • システムの電源をローカルまたはリモートで投入または切断し
ます

• 緊急停止のために電源切断を強制、または正常な停止を実行し
てホストオペレーティングシステムを停止してから電源を切断
します

ユーザーアカウントの設定と管理 • ローカルユーザーアカウントを設定します

• LDAP、LDAP/SSL、RADIUS、および Active Directory を使
用してユーザーアカウントを認証します

エラーと障害の管理 • システムの BIOS、POST、およびセンサーのメッセージを監視
します

• すべての「サービス」データについて一貫した方法でイベントを
記録します

• SP ログ、syslog、およびリモートログホストに報告されるハー
ドウェアおよびシステム関連のエラーと ECC メモリエラーを
監視します

SNMP トラップ、IPMI PET、リモート 
syslog、電子メール警告などのシステム警告

• 業界標準の SNMP コマンドと IPMItool ユーティリティーを使用
してコンポーネントを監視します

表 1-1 ILOM の特長と機能 (続き)

ILOM の機能 可能な操作
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ILOM 3.0 の新機能
ILOM 3.0 は、セキュリティーの向上、ユーザビリティーの向上、データセンター環
境への統合の簡素化など、ILOM 2.x で利用できなかった多くの新しい特長と機能に
よって強化されています。表 1-2 に ILOM 3.0 の新機能を示します。

表 1-2 ILOM 3.0 の新機能

カテゴリ 機能

全般的な機能

DNS のサポート

タイムゾーンのサポート

設定のバックアップと復元

出荷時のデフォルトへの復元

強化された LDAP および LDAP/SSL サポート

Java ベースのリモートストレージ CLI

電源管理機能

新しい SSH 鍵を生成する機能

スケーラビリティーとユーザビリティー

CLI および Web インタフェースに対するハードウェア監視
情報のカスタマイズ可能なフィルタリング

ホスト名を使用した、LDAP、Active Directory、
LDAP/SSL などのほかのサービスへの名前によるアクセス

セキュリティー

より詳細なユーザー役割

定義済みの root アカウントと default アカウント

ユーザーの SSH 鍵認証

シリアルポートのみを使用している場合にネットワーク管理
ポートを無効にする機能

IPMI、SSH、KVMS などの個別のサービスを無効にして
ポートを閉じる機能

保守性

システムの問題を診断するデータ収集ユーティリティー
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ILOM ユーザーアカウントの役割
ILOM 3.0 では、ユーザー権限を制御するために、ユーザーの役割が実装されていま
す。ただし、下位互換性のために、ILOM 2.x 形式のユーザーアカウント (Administrator 
権限または Operator 権限) も引き続きサポートされます。

ILOM 3.0 のユーザーの役割の詳細については、37 ページの「ILOM 3.0 のユーザー
アカウントの役割」を参照してください。

ILOM 2.x のユーザーアカウントのサポート

下位互換性のために、ILOM 3.0 では ILOM 2.x のユーザーアカウントをサポートし
ています。そのため、ILOM 2.x の Administrator 権限または Operator 権限を持つ
ユーザーに、これらの権限に対応する ILOM 3.0 の役割が付与されます。表 1-3 に、
Administrator 権限および Operator 権限を持つユーザーに割り当てられる役割を示
します。

ILOM のインタフェース
ILOM のすべての機能にアクセスするために、ブラウザベースの Web インタフェー
ス、コマンド行インタフェース、業界標準のプロトコルのいずれかを選択して使用で
きます。ILOM のインタフェースの詳細については、『ILOM 3.0 手順ガイド』の
「概要」の章を参照してください。

ILOM は、ILOM の機能にアクセスするための複数のインタフェースをサポートして
います。ブラウザベースの Web インタフェース、コマンド行インタフェース、業界
標準のプロトコルのいずれかを選択して使用できます。

表 1-3 ILOM 2.x のユーザーアカウントに付与される ILOM 3.0 の役割

2.x のユーザー権限 付与される ILOM 3.0 のユーザーの役割

管理者 
(Administrator)

Admin (a)、User Management (u)、Console (c)、Reset and Host Control 
(r)、および Read Only (o)

オペレータ Console (c)、Reset and Host Control (r)、および Read Only (o)
注 – Operator 権限を持つユーザーに付与される認証のレベルを 2.x の機能
と一致させるために、この場合に付与される Console (c) の役割は、ユー
ザーによる ILOM リモートコンソール (JavaRConsole) へのアクセスを禁止
するように修正されています。
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■ Web インタフェース － Web インタフェースには使いやすいブラウザインタフェー
スが用意されており、これを使用して SP にログインし、システム管理、監視、お
よび ILOM 設定タスクを実行できます。 

■ コマンド行インタフェース (CLI) － コマンド行インタフェースでは、キーボード
コマンドを使用して ILOM を操作できます。このコマンド行インタフェースは、業
界標準の DMTF 形式の CLI とスクリプトプロトコルに準拠しています。ILOM は、
CLI へのセキュリティー保護されたアクセスを実現するために、SSH v2.0 および 
v3.0 をサポートしています。CLI を使用すると、既存のスクリプトを Oracle Sun 
システムで再利用でき、使い慣れたインタフェースでタスクを自動化できます。

■ リモートコンソール － ILOM リモートコンソール (JavaRConsole) を使用すると、
x64 サーバーまたは SPARC サーバーのコンソールにリモートでアクセスできま
す。このリモートコンソールは、キーボード、マウス、およびビデオ画面をリダ
イレクトし、ローカルマシンの CD ドライブやフロッピーディスクドライブから
の入出力もリダイレクトできます。

■ Intelligent Platform Management Interface (IPMI) － IPMI は、多くの異なる種
類のネットワーク上でサーバーシステムを管理するために設計された、業界標準の
オープンなインタフェースです。IPMI の機能には、現場交換可能ユニット (FRU) 
インベントリのレポート、システム監視、システムイベントのロギング、システム
復旧 (システムのリセットと電源の投入および切断を含む)、警告などがあります。

IPMI を使用した Oracle Sun システムの監視または管理の詳細については、『Oracle 
Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 管理プロトコルリファレンスガイド』を
参照してください。

■ WS-Management/CIM － バージョン 3.0.8 の時点で、ILOM は Distributed 
Management Task Force (DMTF) の Web Services for Management (WS-Management) 
プロトコルと Common Information Model (CIM) をサポートしています。これら
の DMTF 標準が ILOM でサポートされていることにより、開発者は Oracle の Sun 
システムハードウェアに関する情報を監視および管理するネットワーク管理アプ
リケーションを構築して配備できます。

WS-Management/CIM の詳細については、『Oracle Integrated Lights Out 
Manager (ILOM) 3.0 管理プロトコルリファレンスガイド』を参照してください。

■ 簡易ネットワーク管理プロトコル (SNMP) インタフェース － ILOM は、HP 
OpenView や IBM Tivoli などの他社製アプリケーション用に SNMP v3.0 インタ
フェースも提供します。ILOM 3.0 では、次のような MIB をサポートしています。

■ SUN-PLATFORM-MIB

■ SUN-ILOM-CONTROL-MIB

■ SUN-HW-TRAP-MIB

■ SUN-ILOM-PET-MIB

■ SNMP-FRAMEWORK-MIB (9RFC2271.txt)

■ SNMP-MPD-MIB (RFC 2572)

■ SNMPv2-MIB (RFC1907) のシステムグループと SNMP グループ

■ ENTITY-MIB (RFC2737) の entPhysicalTable
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ILOM によってサポートおよび使用される SNMP MIB の完全な一覧については、
『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 管理プロトコルリファレンスガ
イド』を参照してください。

サーバーおよび CMM 上の ILOM
ILOM は、システムを管理するために、直接 SP を使用する方法と、モジュラーシャー
シシステムを使用している場合にはシャーシ監視モジュール (CMM) を使用する方法
の 2 つをサポートしています。

■ サービスプロセッサの直接使用 － ラック搭載型サーバー SP またはサーバーモ
ジュール SP と直接通信すると、個別のサーバー操作を管理できます。この方法
は、サーバーモジュールまたはラック搭載型サーバーのトラブルシューティングを
行うときや、データセンター内の特定のサーバーへのアクセスを制御するときに
便利です。

■ シャーシ監視モジュールの使用 － モジュラーシャーシシステムを使用している場
合、システムを CMM から管理すると、ILOM を使用して、モジュラーシャーシ
システム全体でコンポーネントの設定と管理を行ったり、個別のサーバーモジュー
ルを選択して管理したりすることができます。 

ILOM へのアクセスと初回のログイン
ILOM 3.0 には、ブラウザインタフェースまたは Secure Shell (SSH) クライアントか
ら、IPv4 アドレス、IPv6 アドレス、または DNS ホスト名を使用してアクセスでき
ます。root ユーザーアカウントを使用した ILOM への初回のログインの詳細につい
ては、次のガイドを参照してください。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 入門ガイド』

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』 

root ユーザーアカウントと default ユーザーア
カウント

ILOM 3.0 では、root ユーザーアカウントと default ユーザーアカウントの 2 つの
アカウントがあらかじめ設定されています。はじめて ILOM にログインするときは、
root アカウントを使用します。この root ユーザーアカウントについては、ILOM 
2.x から ILOM 3.0 への移行で変更はありません。同じ方法で、root ユーザーアカ
ウントを使用してログインできます。default ユーザーアカウントは、ILOM 3.0 の
新機能であり、パスワードの回復に使用します。 
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root ユーザーアカウント

root ユーザーアカウントは持続的であり、root アカウントを削除しないかぎり、す
べてのインタフェース (Web インタフェース、CLI、SSH、シリアルコンソール、お
よび IPMI) で使用できます。root アカウントでは、ILOM のすべての機能やコマン
ドに対して組み込み型の管理権限 (読み取りおよび書き込み) が提供されます。 

ILOM にログインするには、root アカウントの次のユーザー名とパスワードを使用
します。

ユーザー名: root

パスワード: changeme

承認されていないアクセスからシステムを保護するために、システムに取り付けられ
ている各サービスプロセッサ (SP) またはシャーシ監視モジュール (CMM) で、root 
のパスワード (changeme) を変更する必要があります。あるいは、root アカウントを
削除して、システムアクセスのセキュリティーを保護することもできます。ただし、
root アカウントを削除する前に、新しいユーザーアカウントを設定するか、ディレ
クトリサービスを設定して、ILOM にログインできるようにする必要があります。

default ユーザーアカウント

default ユーザーアカウントは、パスワードを復旧するために使用します。default 
ユーザーアカウントは、シリアルコンソールを通じてのみ使用ができ、また default 
ユーザーアカウントを使用するには、物理的にサーバーの前にいることを証明する必
要があります。default ユーザーアカウントを変更したり、削除したりすることは
できません。

ILOM にログインするための別のユーザーアカウントを設定する前に root アカウン
トを削除した場合は、default アカウントを代替手段として使用してログインし、
root アカウントを再作成できます。root ユーザーアカウントを再作成するには、
通常の ILOM ユーザーコマンドを使用して新しいアカウントを作成します。ユーザー
アカウントの作成方法の詳細については、『Oracle Integrated Lights Out Manager 
(ILOM) 3.0 入門ガイド』の Web インタフェース節または CLI 節の「ユーザーアカ
ウントの追加と権限の割り当て」を参照してください。

パスワードを復旧するには、default アカウントを使用して、次のユーザー名とパ
スワードでログインします。

ユーザー名: default

パスワード: defaultpassword
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root の出荷時デフォルトパスワードの警告メッセージ

ILOM 3.0.6 の時点で、ILOM の root のパスワードを出荷時のデフォルトに設定する
と、ILOM CLI と Web インタフェースに警告が表示されます。

例:

■ ILOM の Web インタフェースでは、ページヘッダーに警告リンクが表示されます。
この警告リンクの上にマウスを置くと、警告メッセージが表示されます。警告リン
クをクリックすると、警告メッセージがダイアログに表示されます。

■ ILOM の CLI では、ILOM にログインした後、次の出荷時デフォルト警告メッ
セージが表示されます。

Password:
Waiting for daemons to initialize...
Daemons ready
Oracle(TM) Integrated Lights Out Manager

Version 3.0.0.0 r46636
Copyright 2009 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.
Use is subject to license terms.

Warning: password is set to factory default. 
第 1 章 ILOM 概要 11



システムバナーメッセージ
ILOM 3.0.8 の時点で、システム管理者はバナーメッセージを作成し、ログインペー
ジに表示するか、ILOM へのログイン直後に表示できます。

ILOM でのバナーメッセージの作成と表示は省略可能です。ただし、システム管理者
は、システムの更新、システムのポリシー、またはその他の重要なお知らせに関する
情報を共有する必要があるときに、この機能を利用できます。作成したバナーメッセー
ジが ILOM で表示される場所 (ログインページまたはログイン後) の例を、図 1-1、
図 1-2、および 図 1-3 に示します。

ILOM でのバナーメッセージの作成方法については、次のガイドを参照してください。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』

図 1-1 ログインページ – 接続バナーの例 – Web インタフェース
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図 1-2 ログイン後 – バナーメッセージの例 – Web インタフェース

図 1-3 バナーメッセージの例 – CLI
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第 2 章

ILOM のネットワーク設定

項目

説明 リンク

ILOM のネットワーク管理と接続方法につ
いて学習する

• 16 ページの「ILOM のネットワーク管理」

ILOM のネットワーク通信設定とネット
ワークポート割り当てについて学習する

• 20 ページの「ILOM の通信設定」

• 18 ページの「ネットワークポートの割り
当て」

• 19 ページの「シリアルポート出力の切り
替え」

• 20 ページの「SP 管理ポート － スパニング
ツリーパラメータについての推奨事項」

IPv4 ネットワーク環境での ILOM の設定に
ついて学習する

• 21 ページの「IPv4 のネットワーク設定」

デュアルスタック IPv4/IPv6 ネットワーク
環境での ILOM の設定について学習する

• 21 ページの「IPv4 および IPv6 のデュアル
スタックネットワーク設定 (ILOM 3.0.12)」

ローカル相互接続インタフェースの設定に
ついて学習する

• 25 ページの「ローカル相互接続インタ
フェース: ホスト OS から ILOM へのローカ
ル接続」

関連項目

ILOM の機能 章または節 マニュアル

• ご使用の手引き • ILOM への接続

• Web インタフェースを使用した ILOM の
初期セットアップ手順

• CLI を使用した ILOM の初期セットアップ
手順

『Oracle Integrated Lights 
Out Manager (ILOM) 3.0 
入門ガイド』(820-7382-11)
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ILOM のネットワーク管理
サーバーまたはシャーシ監視モジュール (chassis monitoring module、CMM) のシリ
アル管理ポートへのコンソール接続、あるいはサーバーまたは CMM のネットワーク
管理ポートへの Ethernet 接続を使用して、ILOM との通信を確立できます。

専用のネットワーク管理ポートを使用すると、ILOM でサーバープラットフォームを
適切に管理できます。ネットワーク管理ポートを使用すると、ILOM へのトラフィッ
クは、オペレーティングシステムのホストが行うデータ転送とは別になります。

ネットワーク管理ポートに接続する方法を判断するには、使用しているプラットフォー
ムのマニュアルを参照してください。

動的 DNS を使用すると、新しく取り付けられた ILOM に対し、システムのシリアル
番号に基づいてホスト名と IP アドレスを自動的に割り当てることができます。付録 A 
動的 DNS の概要と設定手順については、付録 A を参照してください。

ILOM の接続方法

ILOM に接続する方法は、サーバープラットフォームによって異なります。詳細につ
いては、使用しているプラットフォームのマニュアルを参照してください。

• CLI • ILOM へのログインと ILOM からのログア
ウト

• 通信設定の構成

• 動的 DNS の設定例

• IPv4 および IPv6 ネットワーク環境の設定

『Oracle Integrated Lights 
Out Manager (ILOM) 3.0 
CLI 手順ガイド』(820-7376)

• Web インタ
フェース

• ILOM へのログインと ILOM からのログア
ウト

• 通信設定の構成

• IPv4 および IPv6 ネットワーク環境の設定

『Oracle Integrated Lights 
Out Manager (ILOM) 3.0 
Web Interface 手順ガイド』 
(820-7373)

• IPMI および 
SNMP のホスト

• ILOM の通信設定 『Oracle Integrated Lights 
Out Manager (ILOM) 3.0 
管理プロトコルリファレン
スガイド』(820-7379)

ILOM 3.0 の各種マニュアルは、次の Web サイトで入手できます。
http://docs.sun.com/app/docs/prod/int.lights.mgr30#hic

関連項目

ILOM の機能 章または節 マニュアル
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次の表に、ILOM への接続に使用できるさまざまな方法を示します。

注 – ILOM は、サービスプロセッサ (SP) ごとに最大 10 のアクティブユーザーセッ
ション (シリアルの Secure Shell (SSH) を含む) と Web インタフェースセッションを
サポートしています。一部の SPARC システムは、SP ごとに最大で 5 つのアクティ
ブユーザーセッションのみをサポートしています。

初期設定ワークシート 
表 2-2 のワークシートで、ILOM との最初の通信を確立するために必要な情報につい
て説明します。

表 2-1 ILOM の接続方法

接続方法

ラック搭

載型 ブレード

サポートされ

ているインタ

フェース 説明

Ethernet ネッ
トワーク管理
接続

あり あり CLI と 
Web イン
タフェース

Ethernet ネットワーク管理ポートに接続しま
す。ILOM のホスト名または IP アドレスを
把握している必要があります。

シリアル接続 あり あり CLI のみ シリアル管理ポートに直接接続します。

ローカル相互
接続インタ
フェース 
(ILOM 3.0.12 
の時点)

この機能のサポートについて
は、使用しているプラット
フォームの ILOM の補足マ
ニュアル または 管理マニュ
アルで確認してください。

サーバー SP への物理ネットワーク接続を必
要とせずに、ホストオペレーティングシステ
ムから ILOM に直接接続できます。

この機能は、すべての Sun サーバーでサポー
トされているわけではありません。詳細は、
25 ページの「ローカル相互接続インタ
フェース: ホスト OS から ILOM へのローカ
ル接続」を参照してください。

表 2-2 ILOM との通信を確立するための初期設定ワークシート

設定のための情報 要件 説明

管理接続－
シリアル

任意 － ネッ
トワーク環境
が IPv4 また
は IPv6 ス
テートレスを
サポートしな
い場合

デフォルトでは、ILOM は DHCP を使用して IPv4 のネットワークアドレスを学
習し、IPv6 ステートレスを使用して IPv6 のネットワークアドレスを学習します。

ネットワーク環境が IPv4 DHCP または IPv6 ステートレスをサポートしていない
場合、サーバーまたはシャーシ監視モジュール (CMM) のシリアル管理ポートを
通じて、ILOM へのローカルシリアルコンソール接続を確立する必要があります。

ネットワーク環境が IPv4 DHCP または IPv6 ステートレスをサポートしている場
合は、次の「管理接続 － Ethernet」の設定情報を参照してください。

シリアルコンソールをサーバーまたは CMM に接続する方法の詳細については、
使用しているプラットフォームのマニュアルを参照してください。
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ネットワークポートの割り当て
表 2-3 に、ILOM で使用されるデフォルトのネットワークポートを示します。これら
のネットワークポートのほとんどは、設定可能です。

注 – 表 2-3 は、ILOM 3.0.6 の時点でのデフォルトのネットワークポートを示してい
ます。ILOM 3.0.6 以降のバージョンの ILOM を使用していない場合、一部のネット
ワークポートは使用できない可能性があります。

管理接続－ 
Ethernet

任意 サーバー SP に割り当てられた IP アドレス、ホスト名、またはローカルリンクア
ドレスを使用して、ILOM にリモートでアクセスできます。

この方法では、ローカルエリアネットワークからサーバーまたは CMM 上の 
Ethernet ネットワーク管理ポート (NET MGT) への接続が必要です。サーバーへ
の物理ネットワーク接続を確立するには、使用しているサーバーまたは CMM の
インストレーションマニュアルを参照してください。

SP ホスト名の
割り当て

任意 わかりやすいホスト名をサーバー SP に割り当てることができます。詳細について
は、『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』または
『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』を
参照してください。

システム識別子
の割り当て

任意 システム識別子 (わかりやすい名前) を Sun サーバーに割り当てることができます。
詳細については、『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガ
イド』または『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 
手順ガイド』を参照してください。

動的 DNS の
設定

任意 サーバー SP へのホスト名を使用したアクセスをサポートするように動的 DNS を
設定できます。動的 DNS の設定に関する情報例については、付録 A を参照して
ください。動的 DNS の設定手順については、『Oracle Integrated Lights Out 
Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』を参照してください。

表 2-3 ILOM のネットワークポート

Port プロトコル 用途

一般的なネットワークポート

22 SSH over TCP SSH － Secure Shell 

69 TFTP over UDP TFTP － Trivial File Transfer Protocol (送信)

80 HTTP over TCP Web (ユーザー設定可能)

123 NTP over UDP NTP － Network Time Protocol (送信)

161 SNMP over UDP SNMP － Simple Network Management Protocol 
(ユーザー設定可能) 

表 2-2 ILOM との通信を確立するための初期設定ワークシート (続き)

設定のための情報 要件 説明
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シリアルポート出力の切り替え

ILOM は、一部の Sun サーバーで、サーバーからのシリアルポート出力を SP コン
ソール (SER MGT) とホストコンソール (COM1) の間で切り替える機能をサポートし
ています。これを、シリアルポート共有といいます。デフォルトでは、SP コンソー
ルがシステムのシリアルポートに接続されます。この機能を使用すると、ホストコン
ソールから ASCII 文字以外のトラフィックを表示できるため、Windows カーネルの
デバッグに役立ちます。

シリアルポート出力を切り替えるための情報と手順については、『Oracle Integrated 
Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』を参照してください。

162 IPMI over UDP IPMI － Platform Event Trap (PET) (送信)

389 LDAP over 
UDP/TCP

LDAP － Lightweight Directory Access Protocol 
(送信、ユーザー設定可能)

443 HTTPS over TCP Web (ユーザー設定可能)

514 Syslog over UDP Syslog － (送信)

623 IPMI over UDP IPMI － Intelligent Platform Management Interface 

546 DHCP over UDP DHCP － 動的ホスト構成プロトコル (クライアント)

1812 RADIUS over UDP RADIUS － Remote Authentication Dial In User 
Service (送信、ユーザー設定可能)

SP ネットワークポート

5120 TCP ILOM リモートコンソール: CD 

5121 TCP ILOM リモートコンソール: キーボードおよびマウス

5123 TCP ILOM リモートコンソール: フロッピーディスク

5555 TCP ILOM リモートコンソール: 暗号化

5556 TCP ILOM リモートコンソール: 認証

6481 TCP ILOM リモートコンソール: サービスタグデーモン

7578 TCP ILOM リモートコンソール: ビデオ

7579 TCP ILOM リモートコンソール: シリアル

CMM ネットワークポート

8000 - 8023 HTTP over TCP ILOM ドリルダウン (サーバーモジュール) (ブレード)

8400 - 8423 HTTPS over TCP ILOM ドリルダウン (サーバーモジュール) (ブレード)

8200 - 8219 HTTP over TCP ILOM ドリルダウン (NEM)

8600 - 8619 HTTPS over TCP ILOM ドリルダウン (NEM)

表 2-3 ILOM のネットワークポート (続き)

Port プロトコル 用途
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ILOM の通信設定
ILOM の CLI インタフェース、Web インタフェース、または SNMP を使用して、
ネットワーク、シリアルポート、Web、Secure Shell (SSH) 設定などの ILOM の通信
設定を管理できます。ILOM を使用すると、システムのホスト名、IP アドレス、
DNS 設定、およびシリアルポート設定を表示し、設定することができます。また、
HTTP または HTTPS による Web アクセスや SSH を有効または無効にすることがで
きます。

ILOM の通信設定を管理するための情報と手順については、次のいずれかのガイドを
参照してください。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』 
■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』 

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 管理プロトコルリファレンス
ガイド』

SP 管理ポート － スパニングツリーパラ
メータについての推奨事項
SP ネットワーク管理ポートは、スイッチポートのような動作をするように設計され
ていないため、スパニングツリーポートファーストなどのスイッチポート機能をサ
ポートしていません。

スパニングツリーパラメータを設定するときは、次の推奨事項を検討してください。

■ SP ネットワーク管理ポートを隣接するネットワークスイッチに接続するために使
用するポートでは、常に SP ネットワーク管理ポートをホストポートとして扱う必
要があります。

■ 隣接するネットワークスイッチに接続するポートのスパニングツリーオプション
は、完全に無効にするか、少なくとも次のパラメータを使用して設定する必要が
あります。

スパニングツリーパラメータ 推奨する設定

portfast このインタフェースを有効にして、すぐに転送状態に移行します。

bpdufilter このインタフェースで BPDU を送信または受信しません。

bpduguard このインタフェースで BPDU を受け入れません。

cdp このインタフェースで検出プロトコルを有効にしません。
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IPv4 のネットワーク設定 
デフォルトでは、ILOM は IPv4 DHCP を使用してサーバー SP の IPv4 アドレスを
学習します。ネットワーク環境で DHCP がサポートされていない場合、または静的 
IPv4 アドレスを設定する場合、ILOM で CLI または Web インタフェースから IPv4 
ネットワーク設定を構成できます。ILOM Web インタフェースの設定の例を図 2-1 に
示します。

図 2-1 IPv4 用の ILOM ネットワーク設定

ILOM で IPv4 用のネットワーク設定を構成する方法については、次のいずれかの 
ILOM 手順ガイドを参照してください。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』 
(820-7373)、第 4 章。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』(820-7376)、
第 4 章。

IPv4 および IPv6 のデュアルスタック
ネットワーク設定 (ILOM 3.0.12)
デフォルトでは、ILOM は IPv6 ステートレスを使用してサーバー SP の IPv6 アドレ
スを学習します。ネットワーク環境で IPv6 ステートレスがサポートされていない場
合、または別の IPv6 ネットワーク設定を使用して ILOM と通信する場合、ILOM の 
CLI または Web インタフェースを使用して IPv6 ネットワーク設定を変更できます。
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注 – ILOM 3.0.12 の時点で、IPv4 および IPv6 のデュアルスタックネットワーク設定
が一部のサーバーでサポートされています。使用しているプラットフォームの ILOM 
の補足マニュアルまたは管理マニュアルで IPv6 設定のサポートを確認してください。

ILOM の IPv6 拡張機能

IPv6 用の ILOM 拡張機能には、次のようなものがあります。

■ 128 ビットの大きな IPv6 アドレス空間のサポート。

■ ILOM 全体の指定されたテキスト入力フィールドおよび URL での IPv6 アドレス
の受け入れ。

注 – 32 ビットの IPv4 アドレスのドット区切り表記法と異なり、IPv6 アドレスは、
2001:0db0:000:82a1:0000:0000:1234:abcd のように、16 進数とコロン区切り文字を使用
して記述されます。IPv6 アドレスは、64 ビットのサブネットプレフィックスと、64 
ビットのホストインタフェース ID の 2 つの部分で構成されます。IPv6 アドレスを短
縮するには、(1) 先頭のゼロをすべて省略し、(2) 連続するゼロのグループを二重コロン 
(::) で置換します。たとえば、2001:db0:0:82a1::1234:abcd のようになります。

■ IPv4 および IPv6 のデュアルスタック環境での ILOM の完全な動作。デュアルス
タックネットワーク環境内で、ILOM はデバイス (サーバー SP または CMM) に対
して同時に設定された IPv4 アドレスおよび IPv6 アドレスの両方に対応できます。

■ IPv6 プロトコルのサポート。ILOM 3.0.12 の時点で、IPv6 プロトコルのサポート
には、SSH、HTTP、HTTPS、Ping6、SNMP、JRC、NTP、KVMS、およびすべ
てのファイル転送プロトコル (tftp、scp、ftp など) が含まれています。その他すべ
ての IPv6 プロトコルの完全なサポートは、ILOM 3.0.14 で利用できます。

■ デバイス (サーバー SP または CMM) に対して次の IPv6 自動設定オプションが利
用できます。

表 2-4 ILOM での IPv6 アドレス自動設定オプション

IPv6 アドレス自動設定 説明

サポートされてい

る ILOM リリース

Stateless (デフォルトで有効) 有効の場合、IPv6 の Stateless 自動設定が実行され
て、デバイスの IPv6 アドレスが学習されます。

注 – ILOM 3.0.12 を実行している場合、このオプション
は CLI で stateless_only と表示されます。ILOM 
3.0.14 以降を実行している場合、このオプションは CLI 
で stateless と表示されます。

3.0.12

DHCPv6 Stateless 有効の場合、DHCPv6 Stateless 自動設定が実行され
て、デバイスの DNS とドメイン情報が学習されます。

3.0.14
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注 – ILOM 3.0.14 の時点で、複数の IPv6 自動設定オプションを有効にして同時に実
行できます。ただし、DHCPv6 Stateless と DHCPv6 Stateful の 2 つの自動設
定オプションを有効にして同時に実行することはできません。

■ ルーティング可能な IPv6 アドレスを、次の任意の IPv6 ネットワーク設定から取得
する機能。

■ Stateless 自動設定 (IPv6 用に設定されたネットワークルーターが必要)

■ DHCPv6 Stateful 自動設定 

■ 単一の静的 IPv6 アドレスの手動設定 

■ デバイスごとにリンクローカル IPv6 アドレスと最大 10 個の自動設定された IPv6 
アドレスを報告する機能のサポート。

注 – リンクローカル IPv6 アドレスは、ILOM で /network/IPv6 ターゲットまたは
「Network Settings」ページに常に表示されます。このアドレスはルーティングの宛
先とならないアドレスであり、同じネットワーク上の別の IPv6 対応ノードから ILOM 
SP (または CMM) に接続するために使用できます。

■ IPv6 用のネットワーク設定テストツール (Ping6) が使用可能。

ILOM の CLI および Web インタフェースでのデュアルス
タックネットワークオプション

IPv4 および IPv6 のデュアルスタックネットワーク環境で ILOM を構成するための設
定に、サーバー SP (Web および CLI) または CMM (CLI のみ) でアクセスすることが
できます。サーバー SP で利用できる IPv4 および IPv6 のデュアルスタック Web イン
タフェースプロパティーの例については、図 2-2 を参照してください。

DHCPv6 Stateful 有効の場合、DHCPv6 Stateful 自動設定が実行され
て、デバイスの IPv6 アドレスと DNS 情報が学習され
ます。

3.0.14

Disabled 有効の場合、Disabled 状態により、ILOM のリンク
ローカルアドレスのみが設定されます。ILOM は、IPv6 
アドレスを設定するために IPv6 自動設定オプションを
実行しません。

3.0.12

表 2-4 ILOM での IPv6 アドレス自動設定オプション (続き)

IPv6 アドレス自動設定 説明

サポートされてい

る ILOM リリース
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図 2-2 ILOM サーバー SP の Web インタフェース – IPv4/IPv6 デュアルスタックのネットワーク設定

注 – CMM の IPv4/IPv6 デュアルスタックプロパティーには、CLI からのみアクセ
スできます。ただし、CMM の Web インタフェースから、個別のサーバー SP の 
IPv4/IPv6 デュアルスタックプロパティーにアクセスできます。

図 2-2 に示す IPv6 設定オプションの概要については、表 2-4 の 22 ページの「ILOM 
での IPv6 アドレス自動設定オプション」を参照してください。

ILOM で IPv4 および IPv6 のデュアルスタックネットワーク設定を構成する方法につ
いては、次の ILOM 手順ガイドを参照してください。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』 
(820-7373)、第 4 章。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』(820-7376)、
第 4 章。
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ローカル相互接続インタフェース: ホス
ト OS から ILOM へのローカル接続
ILOM 3.0.12 の時点で、ローカル相互接続インタフェースと呼ばれる通信チャネルが 
ILOM に追加され、サーバーへのネットワーク管理 (NET MGT) 接続を使用せずにホス
トオペレーティングシステム (OS) から ILOM とローカルに通信することが可能にな
りました。ILOM のローカル相互接続機能は、ホストオペレーティングシステムから
次の ILOM タスクをローカルに実行する場合に特に便利です。

■ 通常は ILOM CLI、Web インタフェース、または IPMI インタフェースからサー
バーのネットワーク管理 (NET MGT) 接続を通じて実行する、ILOM のサーバー管理
機能です。

■ 通常はホストから IPMI フラッシュツールを使用してキーボードコントローラスタ
イル (KCS) インタフェース上で実行する、ILOM へのファームウェア更新などの
データ転送です。具体的には、ILOM へのローカル相互接続インタフェースは、従
来の KCS インタフェースよりも信頼性が高くて高速なデータ転送を実現できます。

■ Oracle からの将来のサーバー監視ツールと障害検出ツールを使用可能にします。

ローカル相互接続インタフェースを通じたプラッ
トフォームサーバーサポートと ILOM アクセス

ILOM とホストオペレーティングシステムの間のローカル相互接続インタフェースを
サポートする Oracle サーバーは、内蔵 USB Ethernet デバイスがインストールされた
状態で工場から出荷されます。
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この内蔵 USB Ethernet デバイスは、ILOM SP 接続ポイントおよびホスト OS 接続ポ
イントと呼ばれる 2 つのネットワーク接続ポイントを提供します。ホストオペレー
ティングシステムから ILOM へのローカル接続を確立するには、各接続ポイント 
(ILOM SP およびホスト OS) に、同じサブネット上の一意のルーティングの宛先とな
らない IPv4 アドレスを自動または手動で割り当てる必要があります。

注 – デフォルトで、Oracle は各接続ポイント (ILOM SP およびホスト OS) にルー
ティングの宛先とならない IPv4 アドレスを提供します。Oracle では、提供された
ルーティングの宛先とならない IPv4 アドレスがネットワーク環境で競合しないかぎ
り、これらのアドレスを変更しないことを推奨します。

注 – ルーティングの宛先とならない IPv4 アドレスは、外部のインターネットユー
ザーがシステムに移動するのを防ぐ安全なプライベートアドレスと考えられています。

サーバーが ILOM のローカル相互接続インタフェース機能をサポートするかどうかを
確認するには、使用しているサーバーで提供される ILOM の補足マニュアルまたは
管理マニュアルを参照してください。

ローカル相互接続インタフェースの設定オプション

ILOM では、ローカル相互接続インタフェースを自動的に設定するか、手動で設定す
るかを選択できます。これらの設定オプションについての詳細を次に示します。

■ 自動設定 (推奨)

Oracle では、Oracle Hardware Management Pack 2.1.0 以降のソフトウェアをイン
ストールしたときに、ローカル相互接続インタフェース機能の設定が自動化され
ます。この場合、ILOM から設定を行う必要はありません。

Oracle Hardware Management Pack 2.1.0 ソフトウェアを使用して ILOM SP と
ローカルホスト OS の間のローカル相互接続インタフェースを自動的に設定する方
法の詳細については、『Oracle Server Hardware Management Pack ユーザーズガ
イド』(821-2181) を参照してください。

注 – Oracle Hardware Management Pack ソフトウェアを使用してローカル相互接続
インタフェースを自動的に設定する場合、ILOM でローカルホスト相互接続用に提供
される出荷時のデフォルトを受け入れる必要があります。
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■ 手動設定 (上級ユーザーのみ)

Oracle Hardware Management Pack 2.1.0 以降のソフトウェアのインストールによ
るローカル相互接続インタフェースの自動設定を行わない場合は、ILOM SP およ
びホストオペレーティングシステムの接続ポイントを手動で設定できます。

ローカル相互接続インタフェースの接続ポイントを手動で設定するには、次の作
業を行う必要があります。

a. ホストオペレーティングシステム側で、ホスト OS 用の Ethernet ドライバが 
OS ディストリビューションによって提供され、サーバーにインストールされて
いることを確認します。適切な Ethernet ドライバがサーバーにインストールさ
れ、オペレーティングシステムが内蔵 USB Ethernet デバイスを認識することを
確認したら、ホスト OS の接続ポイントの IPv4 アドレスを手動で設定する必要
があります。

詳細は、30 ページの「ローカル相互接続インタフェース用の手動ホスト OS 設
定ガイドライン」を参照してください。

b. ILOM SP 側で、ILOM の「Local Host Interconnect」設定を手動で行う必要が
あります。これらの設定の詳細については、27 ページの「ILOM のローカルホ
スト相互接続の設定」を参照してください。ローカル相互接続インタフェースの
設定方法については、『Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガ
イド』または『Integrated Lights Out Manager (ILOM) Web Interface 手順ガイ
ド』の第 3 章を参照してください。

ILOM のローカルホスト相互接続の設定 
ILOM の Web インタフェース (または CLI) でのローカルホスト相互接続設定により、
Administrator の役割の権限を持つユーザーは、ホスト OS と ILOM SP の間のロー
カル相互接続インタフェースを制御できます。ILOM でローカルホスト相互接続用に
提供されている設定の概要については、表 2-5 を参照してください。ローカルホスト
相互接続用の ILOM Web インタフェースの設定例については、図 2-3 を参照してく
ださい。
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図 2-3 ローカルホスト相互接続の設定

表 2-5 ローカルホスト相互接続の設定例

設定 説明

Host Managed 「Host Managed」設定は、デフォルトで「True」に設定されます。

「Host Managed」設定が「True」(有効) に設定されている場合、ILOM 
は、Oracle Hardware Management Pack 設定ユーティリティー (ilomconfig 
と呼ばれます) がローカル相互接続インタフェース上で ILOM SP とホスト 
OS の接続ポイントを自動的に設定するのを許可します。

Oracle Hardware Management Pack ソフトウェアがローカル相互接続イン
タフェース上の接続ポイントを自動的に設定できないようにするには、
「Host Managed」の設定を「False」(無効) にする必要があります。

State 「State」設定は、デフォルトでは「Disabled」に設定されます。

「State」の設定が「Disabled」の場合、ILOM SP とホスト OS の間の
ローカル相互接続インタフェース機能は無効です。

「State」の設定が「Enabled」の場合、ILOM SP とホスト OS の間の
ローカル相互接続インタフェース機能は有効です。
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IP Address 
(IP アドレス)

デフォルトでは、ILOM はローカル相互接続インタフェース上の ILOM SP 
接続ポイントにルーティングの宛先とならない静的 IPv4 アドレス 
(169.254.182.76) を提供します。

この IP アドレスプロパティーは、「Host Managed」設定が「True」に
設定されている場合、デフォルトで読み取り専用の設定になります。

「Host Managed」設定が無効の場合 (プロパティー値が「False」に設
定されている場合)、IPv4 アドレスのプロパティー値を変更することがで
きます。

注 – ルーティングの宛先とならないデフォルトの IPv4 アドレス 
(169.254.182.76) は、このアドレスがネットワーク環境内で競合する場合を
除き、変更しないでください。このアドレスを変更しない場合は、このア
ドレスがホストオペレーティングシステムから ILOM にローカルに接続す
るために使用する IP アドレスになります。

Netmask デフォルトでは、ILOM はローカル相互接続インタフェース上の ILOM SP 
接続ポイントに静的な Netmask アドレス (255.255.255.0) を提供します。

「Netmask」プロパティーは、「Host Managed」設定が「True」の場
合、デフォルトで読み取り専用の設定になります。

「Host Managed」設定が無効の場合 (プロパティー値が「False」に設
定されている場合)、Netmask アドレスのプロパティー値を変更すること
ができます。

デフォルトの Netmask アドレス (255.255.255.0) は、この Netmask アドレ
スがネットワーク環境内で競合する場合を除き、変更しないでください。

Service 
Processor 
MAC Address

「Service Processor MAC Address」は、読み取り専用の設定です。
この設定には、ILOM SP に割り当てられた MAC アドレスが表示されます。

Host MAC 
Address

「Host MAC Address」は、読み取り専用の設定です。この設定には、サー
バーに割り当てられた MAC アドレスが表示され、ホストサーバーが内蔵 
USB Ethernet デバイスをどのように認識しているかを示しています。

注 – 内蔵 USB Ethernet デバイスは、システム内で従来の「Ethernet」インタ
フェースとして表されます。ILOM SP とホスト OS の間のローカル相互接続
インタフェースを手動で設定する場合、ホストの MAC アドレスを使用し
て、ホスト OS 側 (Solaris など) から構成する必要があるインタフェースを
判断する必要がある場合があります。ホスト OS 接続ポイントでのローカル
相互接続インタフェースの手動設定の詳細については、30 ページの「ロー
カル相互接続インタフェース用の手動ホスト OS 設定ガイドライン」を参
照してください。

Connection 
Type

「Connection Type」は、読み取り専用の設定です。この設定は、USB 
Ethernet 接続を示します。

表 2-5 ローカルホスト相互接続の設定例 (続き)

設定 説明
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ローカル相互接続インタフェース用の手動ホスト 
OS 設定ガイドライン

ローカル相互接続インタフェース上の ILOM SP 接続ポイントのルーティングの宛先
とならない IPv4 アドレスを手動で設定する場合、ローカル相互接続インタフェース
上のホスト OS 接続ポイントのルーティングの宛先とならない IPv4 アドレスも手動
で設定する必要があります。ホスト OS 接続ポイントのルーティングの宛先とならな
い IPv4 アドレスを設定するためのオペレーティングシステムごとの一般的なガイドラ
インを次に示します。ホストオペレーティングシステムでの IP アドレスの設定の詳細
については、ベンダーのオペレーティングシステムマニュアルを参照してください。

注 – ILOM では、サーバーにインストールされた内蔵 USB Ethernet デバイスが、ホ
ストオペレーティングシステムへの USB Ethernet インタフェースとして表されます。

表 2-6 ホスト OS で内臓 USB Ethernet デバイスを設定するための一般的なガイドライン

オペレーティングシステム 一般的なガイドライン 

Windows Server 2008 Windows によって内蔵 USB Ethernet デバイスが検出された後、通常はこのデバイス
のデバイスドライバを指定するように求められます。実際にはドライバは不要なた
め、.inf ファイルを指定することで、内蔵 USB Ethernet デバイスの通信スタックが
満たされます。inf ファイルは、Oracle Hardware Management Pack 2.1.0 ソフト
ウェアディストリビューションに含まれています。この Management Pack ソフトウェ
アを Oracle のソフトウェア製品ダウンロードページ (www.oracle.com) からダウン
ロードし、.inf ファイルを抽出できます。Management Pack ソフトウェアからの 
.inf ファイルの抽出の詳細については、『Oracle Server Hardware Management 
Pack ユーザーズガイド』(821-2181) を参照してください。

Oracle Hardware Management Pack 2.1.0 ソフトウェアディストリビューションから 
.inf ファイルを適用したら、ローカル相互接続インタフェースのホスト OS 接続ポイント
の静的 IP アドレスの設定に進みます。それには、「コントロールパネル」(「スタート」
--> 「コントロールパネル」) にある Microsoft Windows Network の設定オプションを
使用します。

Windows 2008 での IPv4 アドレスの設定の詳細については、マイクロソフトの Tech 
Net サイト (http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/cc754203%28WS.
10%29.aspx) で Windows オペレーティングシステムのマニュアルを参照してください。
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Linux Oracle Sun プラットフォームサーバー上のほとんどのサポートされている Linux オペ
レーティングシステムには、内蔵 Ethernet デバイス用のデバイスドライバが搭載され
ています。

通常、内蔵 USB Ethernet デバイスは、Linux オペレーティングシステムによって自動
的に検出されます。内蔵 Ethernet デバイスは、通常は usb0 として表示されます。た
だし、内蔵 Ethernet デバイスの名前は、Linux オペレーティングシステムのディスト
リビューションによって異なる場合があります。

次の手順は、usb0 に対応する静的 IP アドレスの設定方法を示しています。usb0 は通
常、サーバーで検出された内蔵 USB Ethernet デバイスを表します。

\>lsusb usb0

  \> ifconfig usb0 169.254.182.77

  \> ifconfig usb0 netmask 255.255.255.0

  \> ifconfig usb0 broadcast 169.254.182.255

  \> ifconfig usb0

  \> ip addr show usb0

注 – ifconfig の手順を実行する代わりに、インタフェースの設定をスクリプト化す
ることができます。ただし、実際のネットワークスクリプトは、Linux ディストリ
ビューション間で異なります。通常、Linux のオペレーティングバージョンには、
ネットワークスクリプトをモデリングしたサンプルが含まれています。

Linux オペレーティングシステムを使用してデバイスの IP アドレスを設定する方法の
詳細については、Linux オペレーティングシステムのマニュアルを参照してください。

表 2-6 ホスト OS で内臓 USB Ethernet デバイスを設定するための一般的なガイドライン (続き)

オペレーティングシステム 一般的なガイドライン 
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Solaris Oracle Sun プラットフォームサーバー上のほとんどの Solaris オペレーティングシステ
ムには、内蔵 USB Ethernet デバイス用のデバイスドライバが搭載されています。この
ドライバがサポートされていない場合、Oracle Hardware Management Pack 2.1.0 以降
のソフトウェアからこのドライバを抽出できます。Ethernet インタフェース用の 
Solaris 固有の OS ドライバを抽出する方法については、『Oracle Server Hardware 
Management Pack ユーザーズガイド』(821-2181) を参照してください。

通常、内蔵 USB Ethernet デバイスは、Solaris オペレーティングシステムによって自動
的に検出されます。内蔵 Ethernet デバイスは、通常は usbecm0 として表示されま
す。ただし、内蔵 Ethernet デバイスの名前は、Solaris オペレーティングシステムの
ディストリビューションによって異なる場合があります。

Solaris オペレーティングシステムによってローカル USB Ethernet デバイスが認識され
た後、USB Ethernet デバイスの IP インタフェースを設定する必要があります。

次の説明は、サーバーで検出された内蔵 USB Ethernet デバイスを一般的に表す 
usbecm0 に対応する静的 IP アドレスの設定方法を示しています。

• IP インタフェースを plumb または unplumb するには、次のコマンドを入力します。

ifconfig usbecm0 plumb 

ifconfig usbecm0 unplumb 

• アドレス情報を設定するには、次のコマンドを入力します。

ifconfig usbecm0 netmask 255.255.255.0 broadcast 169.254.182.255 
169.254.182.77

• インタフェースをセットアップするには、次のコマンドを入力します。

ifconfig usbecm0 up 

• インタフェースを停止するには、次のコマンドを入力します。

ifconfig usbecm0 down 

• アクティブなインタフェースを表示するには、次のコマンドを入力します。

ifconfig -a 

• 接続をテストするには、Solaris ホストまたは SP の内蔵 USB Ethernet デバイスに対
して ping を実行します。

ping <Solaris ホストの IPv4 アドレス>

ping <SP の Ethernet USB の IPv4 アドレス>

注 – ifconfig の手順を実行する代わりに、インタフェースの設定をスクリプト化す
ることができます。ただし、実際のネットワークスクリプトは、Solaris ディストリ
ビューション間で異なる場合があります。通常、稼動しているバージョンには、ネッ
トワークスクリプトをモデリングしたサンプルが含まれています。

Solaris オペレーティングシステムを使用してデバイスの静的 IP アドレスを設定する方
法の詳細については、Solaris オペレーティングシステムのマニュアルを参照してくだ
さい。

表 2-6 ホスト OS で内臓 USB Ethernet デバイスを設定するための一般的なガイドライン (続き)

オペレーティングシステム 一般的なガイドライン 
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注 – オペレーティングシステムに内蔵 USB Ethernet のデバイスドライバが含まれて
いない場合、Ethernet デバイス用のデバイスドライバを Oracle Hardware Management 
Pack 2.1.0 以降のソフトウェアから取得できます。このファイルを Management Pack 
から抽出する方法については、『Oracle Server Hardware Management Pack ユー
ザーズガイド』(821-2181) を参照してください。
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第 3 章

ユーザーアカウント管理

項目

説明 リンク

ユーザーアカウントと役割
の管理について学習する

• 36 ページの「ユーザーアカウントの管理のガイドライン」

• 37 ページの「ユーザーアカウントの役割と権限」

シングルサインオンについ
て学習する

• 38 ページの「シングルサインオン」

SSH 認証について学習する • 38 ページの「SSH ユーザー鍵ベース認証」

Active Directory について学
習する

• 39 ページの「Active Directory」

LDAP について学習する • 40 ページの「Lightweight Directory Access Protocol」
• 41 ページの「LDAP/SSL」

RADIUS について学習する • 41 ページの「RADIUS」

関連項目

ILOM の機能 章または節 マニュアル

• ご使用の手引き • Web インタフェースを使用した 
ILOM の初期セットアップ手順

• CLI を使用した ILOM の初期
セットアップ手順

『Oracle Integrated Lights Out 
Manager (ILOM) 3.0 入門ガイド』
(820-7382) 

• CLI • ユーザーアカウントの管理 『Oracle Integrated Lights Out 
Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイ
ド』(820-7376) 

• Web インタ
フェース

• ユーザーアカウントの管理 『Oracle Integrated Lights Out 
Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 
手順ガイド』(820-7373)
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ユーザーアカウントの管理のガイドラ
イン
ユーザーアカウントを管理する場合は、次の一般的なガイドラインに従ってください。

■ ILOM は最大 10 個のユーザーアカウントをサポートしています。一部の SPARC 
システムは、SP ごとに最大で 5 つのアクティブユーザーセッションのみをサポー
トしています。

■ アカウントのユーザー名は 4 文字以上 16 文字以下で指定してください。ユーザー
名の大文字と小文字は区別され、先頭はアルファベットである必要があります。
英数字とハイフン、アンダーラインが使用できます。ユーザー名にはスペースは
使用できません。

■ ユーザーアカウントにはそれぞれ 1 つまたは複数の詳細な役割が割り当てられ、
役割よってユーザーアカウントの権限が決定します。ユーザーアカウントに割り
当てられた役割に応じて、ILOM Web インタフェース、コマンド行インタフェー
ス (CLI)、または SNMP を使用して、アカウント情報を表示し、さまざまな管理
機能を実行できます。

■ ローカルアカウントを設定するか、Active Directory、LDAP、LDAP/SSL、RADIUS 
などのリモートユーザーデータベースに対する ILOM 認証アカウントを設定でき
ます。リモート認証の場合は、各 ILOM インスタンスでローカルアカウントを設
定するのではなく、中央のユーザーデータベースを使用できます。

ユーザーアカウントを管理するための情報と手順については、次のいずれかのガイ
ドを参照してください。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 管理プロトコルリファレンス
ガイド』

• SNMP および 
IPMI のホスト

• SNMP を使用したユーザーア
カウントの管理

• SNMP コマンドリファレンス

『Oracle Integrated Lights Out 
Manager (ILOM) 3.0 管理プロトコ
ルリファレンスガイド』(820-7379)

ILOM 3.0 の各種マニュアルは、次の Web サイトで入手できます。
http://docs.sun.com/app/docs/prod/int.lights.mgr30#hic

関連項目

ILOM の機能 章または節 マニュアル
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ユーザーアカウントの役割と権限
ILOM 3.0 では、ユーザー権限を制御するために、ユーザーの役割が実装されていま
す。ただし、下位互換性のために、ILOM 2.x 形式のユーザーアカウント (Administrator 
権限または Operator 権限) も引き続きサポートされます。

ILOM 3.0 のユーザーアカウントの役割

ILOM 3.0 のユーザーアカウントには、ILOM のユーザーアクセスと権限を決定する
役割が定義されています。ユーザーアカウントは ILOM Web インタフェースまたは 
CLI を使用して管理できます。表 3-1 に、ILOM アカウントに割り当てられた役割を
示します。

表 3-1 ILOM 3.0 のユーザーアカウントの役割

Roles 定義 権限

a Admin Admin (a) 役割が割り当てられたユーザーは、ILOM 設定変数の状態を
表示および変更することができます。ただし、User Management、Reset 
and Host Control、および Console の役割が有効になっていなければな
らないタスクは例外です。

u User Management User Management (u) 役割が割り当てられたユーザーは、ユーザーアカ
ウントの作成および削除、ユーザーパスワードの変更、ほかのユーザー
に割り当てられた役割の変更、および default ユーザーアカウントに対
する物理アクセス要件の有効化または無効化を実行できます。また、こ
の役割では、LDAP、LDAP/SSL、RADIUS、および Active Directory を
設定することもできます。

c コンソール Console (c) 役割が割り当てられたユーザーは、ILOM リモートコンソール
および SP コンソールにアクセスし、ILOM コンソール設定変数の状態を
表示するおよび変更することができます。

r Reset and Host 
Control

Reset and Host Control (r) 役割が割り当てられたユーザーは、電源制
御、リセット、ホットプラグ操作、コンポーネントの有効化と無効化、
障害管理など、システムを操作することができます。この役割は、ILOM 
2.0 のオペレータ権限を持つユーザーにほぼ対応しています。ILOM 2.0 
のユーザー役割の下位互換性についての詳細は、7 ページの「ILOM 2.x 
のユーザーアカウントのサポート」を参照してください。

o Read Only Read Only (o) 役割が割り当てられたユーザーは、ILOM 設定変数の状態を
表示できますが、変更できません。また、この役割が割り当てられた
ユーザーは、自分のユーザーアカウントのパスワードとセッションタイ
ムアウト設定を変更できます。

s 保守 Service (s) 役割が割り当てられたユーザーは、オンサイトサービスが必
要な場合に Sun の保守担当者を補助することができます。
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シングルサインオン
シングルサインオン (SSO) は、ILOM に 1 度ログオンするだけで資格を確立でき、
ILOM へのアクセスに必要なパスワードの入力回数を減らすことができる、便利な認
証サービスです。シングルサインオンは、デフォルトで有効になっています。あらゆ
る認証サービスと同様に、認証資格はネットワークを介して渡されます。これが望ま
しくない場合は、SSO 認証サービスを無効にすることを検討してください。

SSH ユーザー鍵ベース認証
従来、パスワード認証の自動化は SSH 鍵ベース認証によって実現されています。SSH 
鍵ベースの認証機能が実装される以前は、SSH を使用して ILOM SP にログインする
ユーザーは、対話式にパスワードを入力する必要がありました。パスワード認証の自
動化は、同様の更新を必要とするシステムが多数ある場合に特に便利です。

SSH 鍵ベース認証が提供する主な機能は、次のとおりです。

■ アーカイブまたは分析目的で、サービスプロセッサ (SP) のログファイルを自動的
にコピーするスクリプトを記述できます。

■ ネットワーク経由の SSH 接続でリモートシステムから自動的または/および定期
的に SP コマンドを実行するスクリプトを記述できます。

SSH 鍵ベース認証を使用すると、ユーザーの操作を必要としない、パスワードが書
き込まれていないスクリプトを使用して、上記の両方の操作を行うことができます。

SSH 鍵の使用と処理については、ILOM では、生成した鍵を SP 上の各ユーザーアカ
ウントに追加できます。

SSH 鍵の追加と削除に関する詳細と手順については、次のいずれかのガイドを参照
してください。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』
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Active Directory
ILOM では、Microsoft Windows Server オペレーティングシステムに搭載されてい
る分散ディレクトリサービス、Active Directory をサポートしています。LDAP ディ
レクトリサービスの実装と同様、Active Directory はユーザー資格の認証に使用され
ます。

注 – サービスプロセッサ (SP) では、安全なチャネルを使用した Active Directory 
サーバーとの通信が想定されています。セキュリティを確保するため、プロトコルネ
ゴシエーションでプライベートチャネルをセットアップできるように、SP のユー
ザー認証プロセス中に提供可能な証明書が Active Directory サーバーにロードされて
いる必要があります。

ユーザー認証と承認

Active Directory は、ユーザー資格の認証とネットワークリソースへのユーザーのア
クセスレベルの承認を提供します。Active Directory は、ユーザーがシステムリソー
スにアクセスする前に、認証を使用してユーザーの識別情報を検証します。Active 
Directory は、ネットワークリソースへのユーザーのアクセス権を制御するために、
承認を使用してユーザーに特定のアクセス権を付与します。ユーザーのアクセスレベ
ルは、ネットワークドメイン内のユーザーのグループメンバーシップに基づいて、
サーバーから設定および認識されます。ネットワークドメインは、特定のインター
ネット名で識別されるホストのグループです。ユーザーは、複数のグループに所属で
きます。Active Directory は、ユーザーのドメインが設定された順序でユーザーを認
証します。

ユーザーの承認レベル

認証が完了すると、ユーザーの承認レベルを次の方法で決定できます。

■ もっとも単純な場合、Operator、Administrator、または詳細な役割 (37 ページの
「ユーザーアカウントの役割と権限」を参照) のユーザーの承認は、SP の Active 
Directory 設定を通じて直接学習されます。アクセスレベルと承認レベルは、
defaultrole プロパティーで指定します。Active Directory データベースでの
ユーザーの設定では、必要になるのはパスワードのみで、グループのメンバー
シップは考慮する必要がありません。SP では、defaultrole は、Administrator、
Operator、または詳細な役割設定のいずれか (a/u/c/r/o/s) に設定されます。
Active Directory を通じて認証されるすべてのユーザーには、この設定のみに基づ
き、Administrator、Operator、または詳細な役割に関連付けられた権限が割り当
てられます。
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■ また、サーバーに問い合わせることで、より統合された方法を使用できます。設
定の際には、アクセスレベルの決定に使用する、Active Directory サーバーの対応
するグループ名を使用して、SP の Administrator Group テーブル、Operator 
Group テーブル、または Custom Group テーブルを設定する必要があります。
Administrator を指定するために最大 5 つの Active Directory グループを入力で
き、Operator 権限を割り当てるためにさらに 5 つ使用できます。また、詳細な役
割 (37 ページの「ユーザーアカウントの役割と権限」を参照) を含むカスタムグ
ループに最大 5 つのグループを割り当てることができます。ユーザーのグループ
メンバーシップを使用して、SP に設定された Active Directory テーブルから各グ
ループ名を検索し、Administrator、Operator、または詳細な役割のいずれかの適
切なアクセスレベルが識別されます。ユーザーのグループリストが、定義された 
SP ユーザーグループのいずれにも存在しない場合、そのアクセスは拒否されま
す。複数のグループに割り当てられたユーザーには、すべての権限を合わせた権
限が与えられます。

Active Directory 設定の構成に関する詳細と手順については、次のいずれかのガイドを
参照してください。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』 

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 管理プロトコルリファレンス
ガイド』 

Lightweight Directory Access Protocol 
ILOM は、OpenLDAP ソフトウェアによるユーザーの Lightweight Directory Access 
Protocol (LDAP) 認証をサポートします。LDAP は汎用のディレクトリサービスで
す。ディレクトリサービスは、ディレクトリにあるエントリを管理する分配アプリ
ケーションの集中データベースです。これにより、複数のアプリケーションが単一
ユーザーデータベースを共有できます。LDAP の詳細情報については、次の Web サ
イトを参照してください。

http://www.openldap.org/

LDAP 設定の構成に関する詳細と手順については、次のいずれかのガイドを参照して
ください。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』 

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』 

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 管理プロトコルリファレンス
ガイド』 
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LDAP/SSL
LDAP/SSL は、 Secure Socket Layer (SSL) テクノロジを使用して強化されたセ
キュリティーを LDAP ユーザーに提供します。 LDAP/SSL を設定するには、主
サーバー、ポート番号、証明書モードなどの基本的なデータや、代替サーバー、イ
ベントレベル、または重要度レベルなどの省略可能データを入力する必要がありま
す。ILOM Web インタフェース、CLI、または SNMP の LDAP/SSL 設定ページを使用
して、このデータを入力できます。

LDAP/SSL 設定の構成に関する詳細と手順については、次のいずれかのガイドを参照
してください。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』 

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』 

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 管理プロトコルリファレンス
ガイド』

RADIUS
ILOM は Remote Authentication Dial-In User Service (RADIUS) 認証をサポートして
います。RADIUS は中央ユーザー管理を容易にする認証プロトコルです。RADIUS 
は、多くのサーバーに中央データベースのユーザーデータへの共有アクセスを提供し、
より高度なセキュリティーと容易な管理を実現します。RADIUS サーバーは、複数
の RADIUS サーバーやその他の種類の認証サーバーと一緒に動作できます。

RADIUS は、クライアントサーバーモデルに基づいています。RADIUS サーバーは
ユーザー認証データを提供し、アクセスを許可または拒否できます。クライアント
は、サーバーにユーザーデータを送信して、許可または拒否の応答を受信します。
RADIUS のクライアントサーバーモデルでは、クライアントが RADIUS サーバーに 
Access-Request クエリーを送信します。サーバーはクライアントからの Access-Request 
メッセージを受信すると、データベース内でユーザーの認証情報を検索します。ユー
ザーの情報が見つからない場合、サーバーは Access-Reject メッセージを送信し、
ユーザーは要求したサービスへのアクセスを拒否されます。ユーザーの情報が見つ
かった場合、サーバーは Access-Accept メッセージで応答します。Access-Accept 
メッセージによってユーザーの認証データは確認され、ユーザーは要求したサービス
へのアクセスを許可されます。
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RADIUS クライアントとサーバーの間のすべてのトランザクションは、共有シーク
レットと呼ばれる特定のテキスト文字列のパスワードを使用して認証されます。共有
シークレットはネットワークを介して渡されないため、クライアントとサーバーのそ
れぞれで共有シークレットを認識している必要があります。ILOM 用に RADIUS 認
証を設定する場合も、共有シークレットが既知である必要があります。

ILOM で RADIUS 認証を使用するには、ILOM を RADIUS クライアントとして設定
する必要があります。

RADIUS 設定の構成に関する詳細と手順については、次のいずれかのガイドを参照
してください。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』 

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 管理プロトコルリファレンス
ガイド』 
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第 4 章

システム監視と警告管理

項目

説明 リンク

ILOM のシステム監視および
管理の機能について学習する

• 44 ページの「システム監視」

• 45 ページの「センサー測定値」

• 45 ページの「システムインジケータ」

• 46 ページの「コンポーネント管理」

• 48 ページの「障害管理アーキテクチャー」

• 49 ページの「サーバーまたは CMM で障害が発生したコン
ポーネントの交換後に行う障害のクリア」

• 50 ページの「ILOM イベントログ」

• 51 ページの「syslog 情報」

• 51 ページの「システムの問題を診断するための SP データ
の収集」

ILOM のシステム警告の管理
について学習する

• 52 ページの「警告管理」

• 55 ページの「CLI からの警告管理」

• 56 ページの「Web インタフェースからの警告管理」

• 57 ページの「SNMP ホストからの警告管理」

関連項目

ILOM の機能 節 マニュアル

• CLI • システムコンポーネント
の監視 

• システムコンポーネント
の管理

• システム警告の管理 

『Oracle Integrated Lights Out Manager 
(ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』(820-7376)
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システム監視
ILOM のシステム監視機能を使用すると、システムの健全性を簡単に確認でき、エ
ラーが発生したときにはひと目でエラーを検出できます。たとえば、ILOM では次の
操作を実行できます。

■ システムコンポーネントの温度、電流、電圧、速度、および存在に関するセンサー
測定値をリアルタイムで表示します。詳細は、45 ページの「センサー測定値」を
参照してください。

■ システム全体のインジケータの状態を判断します。詳細は、45 ページの「システ
ムインジケータ」を参照してください。

■ システムコンポーネントの状態を監視します。詳細は、46 ページの「コンポーネン
ト管理」を参照してください。

■ システムコンポーネントの健全性を監視するとともに、ハードウェア障害を診断
します。48 ページの「障害管理アーキテクチャー」を参照してください。

■ 障害が発生したコンポーネントを交換し、障害をクリアします。49 ページの
「サーバーまたは CMM で障害が発生したコンポーネントの交換後に行う障害の
クリア」を参照してください。

■ ILOM イベントログで、システムエラーを識別し、イベント情報を表示します。
詳細は、50 ページの「ILOM イベントログ」を参照してください。

■ Syslog 情報を送信して、ILOM 内の複数のインスタンスのイベントを組み合わせ
て表示します。詳細は、51 ページの「syslog 情報」を参照してください。

■ Oracle の保守担当者がシステムの問題を診断する際に使用するデータを収集します。
詳細は、51 ページの「システムの問題を診断するための SP データの収集」を参
照してください。

• Web インタ
フェース

• システムコンポーネント
の監視 

• システムコンポーネント
の管理

• システム警告の管理 

『Oracle Integrated Lights Out Manager 
(ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』 
(820-7373)

• IPMI および 
SNMP のホスト

• システムコンポーネント
の監視 

• システム警告の管理 

『Oracle Integrated Lights Out Manager 
(ILOM) 3.0 管理プロトコルリファレンス
ガイド』(820-7379)

ILOM 3.0 の各種マニュアルは、次の Web サイトで入手できます。
http://docs.sun.com/app/docs/prod/int.lights.mgr30#hic

関連項目

ILOM の機能 節 マニュアル
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センサー測定値

すべての Oracle Sun サーバープラットフォームには、電圧、温度、ファン速度、およ
びその他のシステムに関する属性を測定するセンサーが多数装備されています。ILOM 
の各センサーには、センサーの上限および下限のしきい値だけでなく、センサーの種
類、センサークラス、センサー値などのセンサーに関連する各種設定を示す 9 つのプ
ロパティーが含まれます。

ILOM は定期的にシステム内のセンサーをポーリングし、センサーの状態の変化やセン
サーのしきい値を超えたことを検出すると、イベントを ILOM イベントログに報告
します。さらに、しきい値レベルを超過したシステムで警告ルールが有効になってい
る場合、定義した警告の宛先に対して自動的に警告メッセージが生成されます。

ILOM Web インタフェースまたは CLI からセンサーの測定値を確認できます。詳細
については、次のいずれかのガイドの「センサー測定値を表示する」を参照してくだ
さい。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』 

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』 

システムインジケータ

一般に、システムインジケータ LED は、サーバープラットフォームのポリシーに基
づいて ILOM によってシステム上で点灯します。通常、次のいずれかの状況が発生
した場合に、ILOM によってシステムインジケータ LED が点灯します。

■ 部品で障害またはエラーが検出された。

■ 現場交換可能ユニット (FRU) が保守を必要としている。

■ ホットプラグモジュールの取り外しの準備ができている。

■ FRU またはシステム上で活動が発生している。

システムインジケータの状態は、ILOM Web インタフェースまたは ILOM CLI から
表示できます。また、状況によっては、システムインジケータの状態を変更できる場
合もあります。詳細については、次のいずれかのガイドの「システムインジケータを
表示および設定する」を参照してください。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』 

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』 

サポートされるシステムインジケータの状態

ILOM では、システムインジケータの次の状態をサポートしています。

■ 消灯 － 正常な動作状態です。保守は不要です。

■ 常時点灯 － コンポーネントを取り外す準備ができています。
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■ ゆっくり点滅 － コンポーネントの状態が変わりつつあります。

■ 高速点滅 － データセンター内でシステムの位置を確認する場合に役立ちます。

■ スタンバイ点滅 － コンポーネントは起動の準備ができていますが、この時点では
動作していません。

システムインジケータの状態の種類

ILOM では、「ユーザー変更可能」と「システム割り当て」の 2 種類のシステムイン
ジケータの状態をサポートしています。

■ ユーザー変更可能状態 － ILOM の一部のシステムインジケータ LED はユーザー
が変更可能な状態を示します。通常、これらの種類のシステムインジケータは、
各種システムコンポーネントの動作状態を示します。示される状態の種類は、シ
ステムインジケータによって異なります。たとえば、システムインジケータに
よっては、次のようなユーザー変更可能状態が示されます。

■ 消灯 － 正常な動作状態です。保守は不要です。

■ 高速点滅 － データセンター内でシステムの位置を確認する場合に役立ちます。

■ システム割り当て状態 － システムに割り当てられているインジケータは、ユー
ザーのほうで設定を変えることはできません。これらの種類のシステムインジケー
タは、コンポーネントの動作状態についての読み取り専用の値を示します。ほとん
どの Oracle Sun サーバープラットフォームで、システム割り当てインジケータは
「保守が必要な LED」です。通常、これらの種類の LED は次のいずれかの状況が
検出された場合に点灯します。

■ システムコンポーネントで障害またはエラーが検出された。

■ ホットプラグモジュールの取り外しの準備ができている。

■ 現場交換可能ユニット (FRU) が保守を必要としている。

コンポーネント管理 
ILOM のコンポーネント管理機能を使用すると、サーバーに取り付けられているコン
ポーネント、またはシャーシ監視モジュール (CMM) によって管理されているさまざ
まなコンポーネントの状態を監視できます。たとえば、コンポーネント管理機能を使
用して、次のことができます。

■ コンポーネントの名前と種類を特定します。

■ コンポーネントの状態 (有効または無効) を特定し、変更します。

■ コンポーネントの障害ステータスを特定し、必要に応じて障害を取り除きます。
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■ コンポーネントの取り付けまたは取り外しの準備をします。

■ 障害ステータス、コンポーネントの状態、ハードウェアの種類、および取り外し
可能ステータスによってコンポーネント管理の表示をフィルタリングします。ま
たは、コンポーネント名または FRU 名、コンポーネントまたは FRU のパーツ番
号、取り外し可能ステータス (Ready または Not Ready)、および障害ステータス 
(OK または Faulted) によるカスタムフィルタを作成して、コンポーネント管理の
表示をフィルタリングします。

コンポーネントの種類に応じて、コンポーネントの情報を表示するか、コンポーネン
トの状態を表示して変更することができます。

x86 システムサーバー SP、SPARC システムサーバー SP、および CMM では、コン
ポーネント管理機能は ILOM Web インタフェースとコマンド行インタフェース (CLI) 
の両方でサポートされています。ILOM Web インタフェースまたは CLI からシステム
コンポーネントを管理する手順の詳細については、次のガイドを参照してください。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』

サーバー SP および CMM のコンポーネント管理機能について、ILOM Web インタ
フェースの例を次の図に示します。

図 4-1 サーバー SP のコンポーネント管理機能 (Web インタフェース)
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図 4-2 CMM のコンポーネント管理機能 (Web インタフェース)

障害管理アーキテクチャー 
ほとんどの Oracle Sun サーバープラットフォームでは、ILOM に障害管理ソフトウェ
ア機能が含まれています。この機能を使用して、ハードウェア障害の発生時にそれらを
診断するだけでなく、システムハードウェアの健全性を予防保守的に監視できます。
障害管理ソフトウェアは、システムハードウェアの監視に加えて、環境の状況を監視
し、システムの環境が許容パラメータの範囲外になると報告します。システムコンポー
ネント上の各種センサーが絶え間なく監視されます。問題が検出されると、障害管理
ソフトウェアは自動的に次の処理を実行します。

■ 障害の発生したコンポーネントの保守要求 LED を点灯します。

■ ILOM 管理インタフェースを更新し、障害状況を反映させます。

■ ILOM イベントログに障害に関する情報を記録します。

障害管理ソフトウェアによって監視されるシステムコンポーネントの種類および環境
の状況は、サーバープラットフォームによって異なります。障害管理ソフトウェアに
よって監視されるコンポーネントの詳細は、使用している Sun サーバープラット
フォームのマニュアルを参照してください。

注 – 現在、ILOM 障害管理機能は Sun Fire X4100 または X4200 シリーズのサーバーを
除くすべての Sun サーバープラットフォームで使用可能です。
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障害の発生したコンポーネントの状態は、ILOM Web インタフェースまたは ILOM 
CLI から表示できます。詳細については、次のいずれかのガイドの「障害状態を表示
する」を参照してください。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』

サーバーまたは CMM で障害が発生したコンポー
ネントの交換後に行う障害のクリア

ILOM ベースのサービスプロセッサ (SP) は、ホスト上の主要なシステムコンポーネン
ト (CPU、メモリー、および I/O ハブ) およびシャーシ内の環境サブシステム (ファン、
電源装置、温度など) で発生したエラーイベントに関する遠隔測定情報を受け取りま
す。コンポーネントと状態が障害イベントとして診断され、ILOM イベントログに記
録されます。

ILOM 3.0.3 では、障害をクリアするために必要な手順は、使用しているサーバープ
ラットフォーム (サーバーモジュール、またはラック搭載型サーバー) によって大き
く異なります。例:

■ サーバーモジュールで発生する ILOM ベースの障害は、サーバーモジュールの取
り外し準備が正常に完了し、サーバーモジュールが物理的にシャーシから取り外
される解消します。したがって、コンポーネントを物理的に交換したあとに障害を
クリアするための保守処理は必要ありません。履歴目的で、ILOM イベントログ
に障害メッセージが記録されます。

■ ラック搭載型サーバーで発生する ILOM ベースの障害は永続的であり、コンポー
ネントを物理的に交換したあとに障害をクリアするための保守処理が必要になる
場合があります。ただし、コンポーネントがホットスワップ可能コンポーネント 
(ファンや電源装置など) である場合は除きます。ホットスワップ可能コンポーネン
トはプラットフォーム固有です。ホットスワップ可能コンポーネントのリストを
確認するには、プラットフォームのマニュアルを参照してください。履歴目的で、
ILOM イベントログに障害メッセージが記録されます。ラック搭載型サーバーで
は、物理的に (ホットスワップ可能でない) コンポーネントを交換したあとに、次
の障害を手動でクリアする必要があります。

■ CPU 障害

■ DIMM (メモリーモジュール) 障害

■ PCI カード障害

■ マザーボード障害 (マザーボードを交換しない場合)
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■ CMM を含むシャーシに取り付けられたコンポーネントで発生する ILOM ベース
の障害は、障害の発生したコンポーネントが交換されると、ILOM CMM によって
自動的にクリアされます。ただし、シャーシレベルのコンポーネントがホットスワッ
プ可能でない場合は、ILOM CMM から障害を手動でクリアする必要があります。

具体的には、次のシャーシレベルのコンポーネントでの障害は、障害の発生した
コンポーネントを交換したあとに CMM によって自動的にクリアされます。

■ CMM 障害

■ ファン障害

■ 電源装置の障害

■ Network Express Module (NEM) の障害

■ PCI Express モジュールの障害

注 – システムに提供されている ILOM 障害管理機能の詳細については、ILOM 3.0 の
各手順ガイドおよび使用している Oracle サーバープラットフォームに付属のマニュ
アルを参照してください。

ILOM CLI または Web インタフェースを使用して障害をクリアする手順については、
次のガイドを参照してください。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』

ILOM イベントログ

ILOM イベントログにより、システムで発生したすべてのイベントに関する情報を表
示できます。これらのイベントには、IPMI、PET、SNMP イベントのほか、ILOM 
設定変更、ソフトウェアイベント、警告、アラート、コンポーネントの障害が含まれ
ます。ILOM イベントログに記録されるイベントの種類は、サーバープラットフォー
ムによって異なります。どのイベントが ILOM イベントログに記録されるかについ
ての詳細は、使用している Sun サーバープラットフォームのマニュアルを参照して
ください。

イベントログのタイムスタンプと ILOM クロックの設定

ILOM は、ホストサーバーの UTC/GMT タイムゾーンに基づいてタイムスタンプを
取得します。ただし、別のタイムゾーンに存在するクライアントシステムからイベン
トログを参照すると、タイムスタンプはクライアントシステムのタイムゾーンに合わ
せて調整されます。そのため、ILOM イベントログにある 1 つのイベントが、2 つの
タイムスタンプで表示されることがあります。

ILOM では、ホストサーバーの UTC/GMT タイムゾーンに基づいて ILOM クロックを
手動で設定するか、ILOM クロックに NTP サーバーの IP アドレスを設定してネット
ワーク上のほかのシステムと ILOM クロックを同期させることができます。
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CLI、Web、または SNMP ホストからのイベントログと
タイムスタンプの管理

CLI、Web インタフェース、または SNMP ホストから、ILOM のイベントログとタ
イムスタンプを表示および管理できます。詳細については、次のガイドの「クロック
設定を構成する」および「イベントログ出力をフィルタリングする」を参照してくだ
さい。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』 

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』 

syslog 情報

syslog は多くの環境で使用されている標準ログユーティリティーです。syslog はイ
ベントのログの一般的な機能セットと、イベントを遠隔ログホストに転送するための
プロトコルを定義しています。syslog を使用して、1 つの場所にある ILOM の複数の
インスタンスのイベントを組み合わせることができます。ログエントリには、クラ
ス、種類、重要度、説明などのローカル ILOM イベントログに表示される情報とす
べて同じ情報が格納されます。

syslog を 1 つまたは 2 つの IP アドレスに送信するように ILOM を設定する方法の詳
細は、次のいずれかのガイドの「リモートの syslog 受信 IP アドレスを設定する」を
参照してください。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 管理プロトコルリファレンス
ガイド』

システムの問題を診断するための SP データの収集

ILOM サービススナップショットユーティリティーを使用すると、SP のスナップ
ショットをいつでも生成できます。このユーティリティーは、ILOM CLI または Web 
インタフェースから実行できます。システムの問題を診断するために SP データを収
集する方法の詳細は、135 ページの「システムの問題を診断するための SP データの
収集」を参照してください。
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警告管理
ILOM では、IPMI PET 警告、SNMP トラップ警告、および電子メール通知警告の形
式の警告をサポートしています。警告では、発生する可能性のあるシステムの障害を
事前に報告します。警告は、サーバーの ILOM SP から設定できます。

Sun の各サーバープラットフォームには、電圧、温度、およびその他の保守に関連す
るシステムの属性を測定するセンサーが多数装備されています。ILOM は、これらの
センサーを自動的にポーリングして、しきい値を超えるイベントを ILOM イベント
ログに送信し、1 つ以上のユーザー指定の警告の宛先に対して警告メッセージを生成
します。指定した警告の宛先は警告メッセージ (IPMI PET または SNMP) の受信をサ
ポートしている必要があります。警告の宛先が警告メッセージの受信をサポートして
いない場合、警告の受信者は警告メッセージをデコードできません。

注意 – ILOM は、すべてのイベントまたは動作に LocalTime=GMT (または UTC) と
いうタグを付けます。ブラウザクライアントには、LocalTime でこれらのイベントが
表示されます。このため、イベントログに明らかな違いが発生する可能性がありま
す。ILOM でイベントが発生すると、イベントログには UTC で示されますが、クラ
イアントには LocalTime で示される場合があります。ILOM のタイムスタンプとク
ロック設定の詳細は、50 ページの「イベントログのタイムスタンプと ILOM クロッ
クの設定」を参照してください。

警告ルールの設定

ILOM では、ILOM の Web インタフェースまたは CLI を使用して、最大 15 の警告
ルールを設定できます。ILOM で設定する警告ルールごとに、警告の種類に応じて、
警告に関する 3 つ以上のプロパティーを定義する必要があります。

警告の種類は、メッセージ形式と警告メッセージの送受信方法を定義します。ILOM 
は、次の 3 つの警告の種類をサポートしています。

■ IPMI PET 警告 

■ SNMP トラップ警告 

■ 電子メール通知警告

すべての Sun サーバープラットフォームで、3 つの警告の種類がすべてサポートされ
ます。
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警告ルールのプロパティーの定義

ILOM では警告ルールを定義するための次のプロパティー値が用意されています。

■ 警告の種類

■ 警告レベル

■ 警告の宛先

■ 警告の宛先ポート

■ 電子メールのカスタム送信者

■ 電子メールメッセージのプレフィックス

■ 電子メールのクラスフィルタ

■ 電子メールの種類フィルタ

■ SNMP バージョン (SNMP トラップ警告のみ)

■ SNMP コミュニティー名またはユーザー名 (SNMP トラップ警告のみ)

これらの各プロパティー値の詳細は、表 4-1 を参照してください。

表 4-1 警告ルール定義用のプロパティー

プロパティー名 要件 説明

警告の種類 必須 警告の種類プロパティーは、ILOM が警告メッセージを作成して送信する際に
使用する、メッセージの形式および配信方法を指定します。次のいずれかの警
告の種類を設定できます。

• IPMI PET 警告。IPMI Platform Event Trap (PET) 警告は、すべての Sun サー
バープラットフォームと CMM でサポートされています。

ILOM で設定する IPMI PET 警告ごとに、警告の宛先の IP アドレスとサポー
トされる 4 つの警告レベルのうちのいずれかを指定する必要があります。指定
した警告の宛先が、IPMI PET メッセージの受信をサポートしている必要があ
ります。警告の宛先が IPMI PET メッセージの受信をサポートしていない場
合、警告の受信者は警告メッセージをデコードできません。

• SNMP トラップ警告。ILOM は、ユーザー指定の IP 宛先への SNMP トラッ
プ警告の生成をサポートしています。指定したすべての宛先が、SNMP トラッ
プメッセージの受信をサポートしている必要があります。

SNMP トラップ警告は、ラック搭載型サーバーとブレードサーバーモジュー
ルでサポートされています。

• 電子メール通知警告。ILOM は、ユーザー指定の電子メールアドレスへの電
子メール通知警告の生成をサポートしています。ILOM クライアントが電子
メール通知警告を生成できるようにするには、電子メール警告メッセージを
送信する送信 SMTP 電子メールサーバーの名前を最初に ILOM で設定する必
要があります。
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警告の宛先 必須 警告の宛先プロパティーは、警告メッセージの送信先を指定します。警告の種
類によって、警告メッセージの送信先として選択できる宛先が異なります。た
とえば、IPMI PET および SNMP トラップ警告では、IP アドレスの宛先を指定
する必要があります。電子メール通知警告では、電子メールアドレスを指定す
る必要があります。

警告の宛先が正しい形式で入力されていないと、ILOM はエラーを報告します。

警告の宛先
ポート

任意 警告の宛先ポートは、警告の種類が SNMP トラップである場合のみ適用されま
す。宛先ポートプロパティーは、SNMP トラップ警告が送信される UDP ポー
トを指定します。

警告レベル 必須 警告レベルは、警告の受信者が、受信することにもっとも関心のある警告メッ
セージのみを受信できるようにするフィルタメカニズムとして機能します。
ILOM で警告ルールを定義するたびに、警告レベルを指定する必要があります。

警告レベルによって、警告を生成するイベントが決まります。もっとも低い警
告レベルでは、そのレベルの警告とそのレベル以上のすべての警告が生成され
ます。

ILOM には次の警告レベルがあり、もっとも低いレベルの警告はマイナーです。

• Minor: この警告レベルでは、情報イベント、下限および上限の非クリティカ
ルイベント、上限および下限のクリティカルイベント、上限および下限の回
復不可能イベントに関する警告が生成されます。

• Major: この警告レベルでは、上限および下限の非クリティカルイベント、上
限および下限のクリティカルイベント、上限および下限の回復不可能イベン
トに関する警告が生成されます。

• Critical: この警告レベルでは、上限および下限のクリティカルイベント、上
限および下限の回復不可能イベントに関する警告が生成されます。

• Down: この警告レベルでは、上限および下限の回復不可能なイベントに対し
てのみ警告が生成されます。

• Disabled: 警告を無効にします。ILOM は警告メッセージを生成しません。

無効を除くすべての警告レベルで、警告の送信が有効になります。

重要 － ILOM は、すべての IPMI トラップおよび電子メール通知トラップの
警告レベルフィルタリングをサポートしています。ILOM では SNMP トラッ
プの警告レベルフィルタリングをサポートしていません。SNMP トラップの
送信を有効にする (ただし、警告レベルによる SNMP トラップのフィルタリン
グは行わない) には、Minor、Major、Critical、または Down のいずれかのオ
プションを選択できます。SNMP トラップの送信を無効にするには、
Disabled オプションを選択する必要があります。

電子メール
のカスタム
送信者

任意 電子メールのカスタム送信者プロパティーは、警告の種類が電子メール警告で
ある場合にのみ適用されます。email_custom_sender プロパティーを使用す
ると、「from」アドレスの形式をオーバーライドできます。<IPADDRESS> また
は <HOSTNAME> のどちらかの置換文字列を使用して、たとえば 
alert@[<IPADDRESS>] のように指定できます。このプロパティーを設定する
と、この値が SMPT カスタム送信者情報をオーバーライドします。

表 4-1 警告ルール定義用のプロパティー (続き)

プロパティー名 要件 説明
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CLI からの警告管理 
ILOM の警告ルール設定は、コマンド行インタフェース (CLI) から有効化、変更、ま
たは無効化できます。ILOM に定義されている 15 個のすべての警告ルール設定は、デ
フォルトで無効になっています。ILOM で警告ルール設定を有効にするには、警告の
種類、警告レベル、および警告の宛先のプロパティーに値を設定する必要があります。

電子メール
メッセージ
のプレフィッ
クス

任意 電子メールメッセージのプレフィックスプロパティーは、警告の種類が電子
メール警告である場合にのみ適用されます。email_message_prefix プロパ
ティーを使用すると、メッセージの内容に情報を付加できます。

イベントのク
ラスフィルタ

任意 イベントのクラスフィルタプロパティーは、警告の種類が電子メール警告であ
る場合にのみ適用されます。デフォルト設定では、すべての ILOM イベントが
電子メール警告として送信されます。event_class_filter プロパティーを
使用すると、選択したイベントクラスを除くすべての情報を除外できます。"" 
(空の二重引用符) を使用すると、フィルタをクリアし、すべてのクラスに関す
る情報を送信できます。

イベントの種
類フィルタ

任意 イベントの種類フィルタプロパティーは、警告の種類が電子メール警告である
場合にのみ適用されます。event_type_filter プロパティーを使用すると、
イベントの種類を除くすべての情報を除外できます。"" (空の二重引用符) を使
用すると、フィルタをクリアし、すべてのイベントの種類に関する情報を送信
できます。

SNMP バー
ジョン

任意 SNMP バージョンプロパティーを使用すると、送信する SNMP トラップのバー
ジョンを指定できます。1、2c、3 から選択して指定できます。

このプロパティー値は、SNMP トラップ警告にのみ適用されます。

SNMP コミュ
ニティー名 
または 
ユーザー名

任意 SNMP コミュニティー名またはユーザー名プロパティーを使用すると、SNMP 
トラップ警告で使用するコミュニティー文字列または SNMP v3 ユーザー名を指
定できます。

• SNMP v1 または v2c の場合、SNMP 警告のコミュニティー名の値を指定でき
ます。

• SNMP v3 の場合、SNMP 警告のユーザー名の値を指定できます。

注 – SNMP v3 ユーザー名の値を指定する場合は、ILOM にこのユーザー名を 
SNMP ユーザーとして定義する必要があります。このユーザーを SNMP ユー
ザーとして定義しないと、トラップ受信者は SNMP トラップ警告をデコードで
きません。ILOM での SNMP ユーザーの定義に関する詳細は、『Oracle 
Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』、または『Oracle 
Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』を参照
してください。

表 4-1 警告ルール定義用のプロパティー (続き)

プロパティー名 要件 説明
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また、CLI から ILOM の有効な警告ルール設定に対してテスト警告を生成できます。
このテスト警告機能を使用すると、有効な警告ルール設定に指定されている警告の受
信者が警告メッセージを受け取ることを確認できます。

ILOM CLI を使用して警告を管理する方法の詳細は、『Oracle Integrated Lights Out 
Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』の「システム警告の管理」を参照してください。

Web インタフェースからの警告管理

ILOM の警告ルール設定は、Web インタフェースの「Alert Settings」ページから有
効化、変更、または無効化できます。このページに示されている 15 個のすべての警
告ルール設定は、デフォルトで無効になっています。このページの「Actions」ド
ロップダウンリストボックスを使用して、警告ルールに関連付けられているプロパ
ティーを編集できます。このページで警告ルールを有効にするには、警告の種類、警
告レベル、および有効な警告の宛先を定義する必要があります。

「Alert Settings」ページには、「Send Test Alert (警告のテスト)」ボタンもありま
す。このテスト警告機能を使用すると、有効な警告ルールに指定されている警告の各
受信者が警告メッセージを受け取ることを確認できます。

図 4-3 「Alert Settings」ページ

ILOM Web インタフェースを使用して警告を管理する方法の詳細は、『Oracle 
Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』の「システム
警告の管理」を参照してください。
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SNMP ホストからの警告管理

get および set コマンドを使用すると、SNMP ホストを使用して警告ルール設定を
表示および設定できます。

SNMP を使用して ILOM 設定を表示および設定する前に、SNMP を設定する必要が
あります。SNMP を使用してシステム警告を管理する方法の詳細は、『Oracle 
Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 管理プロトコルリファレンスガイド』の
「システム警告の管理」を参照してください。
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第 5 章

ストレージの監視およびゾーンの
管理

項目

説明 リンク

HDD および RAID コントロー
ラのストレージ監視について学
習する

• 60 ページの「HDD および RAID コントローラのスト
レージ監視」

• 60 ページの「HDD および RAID コントローラについて
表示される CLI ストレージプロパティー」

• 63 ページの「CLI を使用したストレージコンポーネント
の監視」

• 63 ページの「Web インタフェースを使用したストレー
ジコンポーネントの監視」

CMM ゾーン管理機能について
学習する

• 68 ページの「CMM ゾーン管理機能」

関連項目

ILOM の機能 節 マニュアル

• CLI • ストレージコンポーネントお
よび Zone Manager の監視

『Oracle Integrated Lights Out 
Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガ
イド』(820-7376)

• Web インタ
フェース

• ストレージコンポーネントお
よび Zone Manager の監視

『Oracle Integrated Lights Out 
Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 
手順ガイド』(820-7373)

• CLI と Web イン
タフェース

• Sun Blade Zone Manager 『Oracle Integrated Lights Out 
Manager (ILOM) CMM 管理ガイド － 
Sun Blade 6000/Sun Blade 6048 
モジュラーシステム』(821-3083)

ILOM 3.0 の各種マニュアルは、次の Web サイトで入手できます。
http://docs.sun.com/app/docs/prod/int.lights.mgr30#hic
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HDD および RAID コントローラのスト
レージ監視
ILOM 3.0.6 以降の ILOM では、システムのハードディスクドライブ (HDD) および 
RAID コントローラに関連付けられたストレージの詳細を表示および監視するスト
レージ監視機能が追加されました。これらの拡張されたストレージプロパティーの詳
細は、ILOM の CLI (ILOM 3.0.6 より) および Web インタフェース (ILOM 3.0.8 より) 
から利用できます。 

注 – 一部の Oracle Sun サーバーでは、この章で説明するストレージ監視機能のサ
ポートが有効にならない可能性があります。サーバーでストレージ監視のサポートが
有効になっているかどうかを確認するには、使用しているサーバーの ILOM の補足
マニュアルを参照してください。

ILOM でストレージ監視機能をサポートする Oracle Sun サーバーでストレージ監視
機能を使用するためには、システム管理パックをインストールする必要があります。
この管理パックをダウンロードする方法については、『Oracle Server Hardware 
Management Pack ユーザーズガイド』(821-2181) を参照してください。

この節のトピックは次のとおりです。

■ 60 ページの「HDD および RAID コントローラについて表示される CLI ストレー
ジプロパティー」

■ 63 ページの「CLI を使用したストレージコンポーネントの監視」

■ 63 ページの「Web インタフェースを使用したストレージコンポーネントの監視」

HDD および RAID コントローラについて表示され
る CLI ストレージプロパティー

ILOM CLI を使用して、システムサーバーの HDD および RAID コントローラのオプ
ションに関連付けられた次のプロパティー (表 5-1) を表示できます。

注 – 表 5-1 に示すストレージプロパティーは、すべてのストレージ構成で使用でき
るとは限りません。
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表 5-1 HDD および RAID コントローラについて表示されるストレージプロ
パティー

HDD ストレージのプロパティー (ILOM CLI で /SYS に表示される)

• ディスクタイプ 
(SATA または SAS)

• 取り外し可能ステータス • コントローラの HBA ID

• FRU タイプ 
(ハードディスク)

• サービス障害状況 • ディスクの HBA ID

• FRU 名 • 現在のデバイスの状態 • RAID ステータス (オンラ
イン、オフライン、障害、
欠落など)

• FRU パート番号 • ディスク容量 • RAID 専用ホットスペア 
(ディスク用)

• FRU シリアル番号 • デバイス名 • RAID グローバルホットス
ペア (ディスクグループ)

• FRU メーカー • World Wide Name (WWN) • HDD に適用される RAID 
ID リスト 

• FRU のバージョン • FRU の説明

RAID コントローラのプロパティー (ILOM CLI で /STORAGE/raid に表示される)

• FRU メーカー • PCI サブデバイス • 最大グローバルホットスペ
ア数 (コントローラに使用
できるグローバルホットス
ペアの数)

• FRU モデル • サポートされる RAID レベル • 最小ストライプサイズ (サ
ポートされているキロバイ
ト単位のサイズ)

• PCI ベンダー ID • 最大ディスク数 (コントロー
ラに使用できるディスクの数)

• 最大ストライプサイズ (サ
ポートされているキロバイ
ト単位のサイズ)

• PCI デバイス ID • 最大 RAID 数 (コントローラ
に使用できる論理ボリューム
の数)

• PCI サブベンダー ID • 最大ホットスペア数 (1 つの 
RAID に使用できる専用ホッ
トスペアの数)
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物理および論理ドライバの RAID ステータス定義

物理ディスクがボリュームの一部として構成されていて、電源がオンになっている
コントローラに接続されている場合、ILOM は構成されている物理 (表 5-2) および
論理 (表 5-3) ドライブに関して次のいずれかのステータス値を報告します。

 

RAID コントローラのディスクプロパティー (ILOM CLI の /STORAGE/raid で表示)

• FRU 名 • FRU のバージョン • World Wide Name (WWN)

• FRU パート番号 • RAID ステータス (オフラ
イン、オンライン、障害、
欠落、初期化中)

• 専用ホットスペア 
(ディスク用)

• FRU シリアル番号 • ディスク容量 (サポートされ
ているバイト単位のサイズ)

• グローバルホットスペア 
(ディスクグループ用)

• FRU メーカー • デバイス名 • RAID ID (このデバイス用
のリスト)

• FRU の説明 • ディスクタイプ (ホストオペ
レーティングシステムで認識
されている SAS または SATA)

• システムドライブスロット 
(RAID に対応する内蔵ハー
ドドライブの NAC 名)

RAID コントローラのボリュームプロパティー (ILOM CLI で /STORAGE/raid に表示される)

• RAID レベル • マウントステータス • ストライプサイズ

• RAID ボリュームステー
タス (OK、degraded、
failed、missing)

• ホストオペレーティングシス
テムで認識されているデバイ
ス名

• RAID ID の子メンバーの
ターゲット

• ディスク容量 • 再同期ステータス

表 5-2 物理 RAID ディスクの RAID ステータス定義

物理 RAID ディスク ID ステータス 

OK ディスクはオンラインです。

Offline ディスクは、ホスト要求に従って、または別の理由 (ボリュームで使用する
ための互換性がディスクにないなど) により、オフラインになっています。

Failed ディスクに障害があります。

Initializing ディスクは初期化中または再構築中です。

Missing ディスクは存在しないか、応答していません。

Unknown ディスクは認識されていません。

表 5-1 HDD および RAID コントローラについて表示されるストレージプロ
パティー (続き)
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CLI を使用したストレージコンポーネントの監視

システムに構成されている HDD および RAID コントローラに関連したストレージの
詳細を表示および監視するには、ILOM CLI にログインし、次のターゲットプロパ
ティーにドリルダウンします。

■ /SYS/: HDD の詳細を表示する場合

または

■ /STORAGE/raid: RAID ディスクコントローラの詳細を表示する場合

ILOM でストレージのプロパティーを表示および監視するための CLI での手順につ
いては、『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』の
「ストレージコンポーネントの表示および監視」を参照してください。

Web インタフェースを使用したストレージコン
ポーネントの監視

システムに構成されている HDD および RAID コントローラに関連したストレージの
詳細を表示および監視するには、ILOM Web インタフェースにログインし、Web イン
タフェースで「Storage」-->「RAID」タブにドリルダウンします。「RAID」タブで、
次に関する詳細を表示および監視できます。 

■ RAID コントローラ (「Controller」タブ) － 64 ページの「「RAID」の
「Controllers」タブの詳細」を参照してください。

■ RAID コントローラに接続されたディスク (「Disk」タブ) － 66 ページの「RAID 
コントローラに接続されているディスクの詳細」を参照してください。

■ RAID コントローラボリュームの詳細 (「Volumes」タブ) － 67 ページの「RAID 
コントローラのボリュームの詳細」を参照してください。

表 5-3 論理 RAID ボリュームのステータス定義 

論理 RAID ボリュームステータス 

OK ボリュームは最適なレベルで実行中です。

Degraded ボリュームは縮退モードで実行中です。これ以上ディスクの損失がある
と、完全なデータ損失につながる可能性があります。

Failed 障害のあるディスクが多すぎるため、ボリュームは実行されていません。

Missing ボリュームが見つからないか、使用可能ではありません。

Unknown ボリュームは認識されていないか、定義されていません。
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「RAID」の「Controllers」タブの詳細

ILOM の「Storage」-->「RAID」-->「Controller」タブで、システムにインストール
されている各 RAID コントローラの構成情報にアクセスできます。この情報には以下
のものが含まれます。 

■ コントローラの構成の詳細。RAID レベル、ディスクの最大数、およびインストー
ルされている各 RAID コントローラに構成できる RAID の最大数が表示されます。
図 5-1 に例を示します。

■ インストールされている各 RAID コントローラに関する、RAID コントローラ FRU 
のプロパティーおよび値。図 5-2 に例を示します。

■ RAID コントローラのトポロジの詳細。接続されているディスク、構成されている 
RAID ボリューム、および RAID に属するディスクに関する情報が表示されます。
図 5-3 に例を示します。

図 5-1 RAID コントローラの構成の詳細
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図 5-2 RAID コントローラ FRU のプロパティーおよび値

図 5-3 RAID コントローラのトポロジの詳細
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RAID コントローラに接続されているディスクの詳細

ILOM の「Storage」-->「RAID」-->「Disks」タブで、RAID コントローラに接続さ
れているディスクに関する構成情報にアクセスできます。この情報には以下のものが
含まれます。 

■ RAID コントローラに接続されている各ディスクに関する、ディスクの構成の詳
細。詳細情報には、ディスクの名前、ステータス、シリアル番号、容量、および
デバイス名が含まれます。図 5-4 に例を示します。

■ RAID コントローラに接続されている各ディスクに関する、ディスク FRU のプロ
パティーおよび値。図 5-5 に例を示します。

図 5-4 ディスクの詳細 － RAID コントローラに接続
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図 5-5 ディスク FRU のプロパティーおよび値

RAID コントローラのボリュームの詳細

ILOM の「Storage」-->「RAID」-->「Volume」タブで、RAID コントローラ上に構
成されている RAID ボリュームに関する構成情報にアクセスできます。この情報には
以下のものが含まれます。 

■ RAID コントローラ上に構成されている各ボリュームに関する、ボリュームの構成
の詳細。詳細情報には、ボリュームの名前、ステータス、RAID レベル、容量、お
よびデバイス名が含まれます。図 5-6 に例を示します。

■ RAID コントローラ上に構成されている各ボリュームに関する、ボリュームのプロ
パティーおよび値。図 5-7 に例を示します。

図 5-6 RAID ボリュームの構成の詳細
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図 5-7 RAID ボリュームのプロパティーおよび値

ILOM でストレージのプロパティーを表示および監視するための Web での手順につ
いては、『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガ
イド』の「ストレージコンポーネントの表示および監視」を参照してください。

CMM ゾーン管理機能
ILOM 3.0.10 では、Oracle Sun Blade 6000 または Sun Blade 6048 モジュラーシステ
ムにインストールされた SAS-2 ストレージデバイスの CMM で、新しいゾーン管理
機能を使用できます。

ILOM から SAS-2 シャーシストレージデバイスを管理する方法の詳細については、
『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) CMM 管理ガイド － Sun Blade 
6000/Sun Blade 6048 モジュラーシステム』(821-3083) のゾーン管理に関する節を
参照してください。
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第 6 章

電源監視およびハードウェアインタ
フェースの管理

項目

説明 リンク

ILOM ファームウェアポイン
トリリース別の電力監視およ
び管理機能の更新を識別する

• 70 ページの「電力管理機能の更新の概要」

電力管理の用語を理解する • 73 ページの「電力監視の用語」

ILOM のリアルタイム電力監
視および管理機能について学
習する 

• 75 ページの「システムの消費電力メトリック」

• 81 ページの「サーバーの電力使用を管理するための電力
ポリシーの設定」

• 85 ページの「サーバー SP および CMM の電力使用統計
情報と履歴メトリック」

• 90 ページの「ILOM 3.0.4 での消費電力しきい値通知」

• 90 ページの「ILOM 3.0.6 でのサーバー SP および CMM 
のコンポーネント割り当て配電」

• 6-99 ページの「ILOM 3.0.6 でのサーバー SP に対する電
力割当量」

• 6-104 ページの「ILOM 3.0.6 での CMM システムに対す
る電源の冗長性」

• 6-105 ページの「ILOM 3.0.6 でのプラットフォーム固有
の CMM 電力メトリック」

関連項目

ILOM の機能 章または節 マニュアル

• CLI • 消費電力の監視 『Oracle Integrated Lights Out Manager 
(ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』(820-7376)
69



電力管理機能の更新の概要
表 6-1 に、ILOM 3.0 以降に行われた代表的な電力管理機能の拡張とドキュメントの
更新内容を示します。

 

• Web インタ
フェース

• 消費電力の監視 『Oracle Integrated Lights Out Manager 
(ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』 
(820-7373) 

• IPMI および 
SNMP のホ
スト

• 消費電力の監視 『Oracle Integrated Lights Out Manager 
(ILOM) 3.0 管理プロトコルリファレンス』
(820-7379)

ILOM 3.0 の各種マニュアルは、次の Web サイトで入手できます。
http://docs.sun.com/app/docs/prod/int.lights.mgr30#hic

表 6-1 ILOM ファームウェアポイントリリース別の電力管理機能の更新

新規機能または拡張

された機能

ファームウェアの

ポイントリリース ドキュメントの変更内容 概念情報の参照先

消費電力メトリッ
クを監視する

ILOM 3.0 • 電力管理メトリックについての新しい用語と定
義の説明。

• 新しい「System Monitoring」-->「Power 
Management Consumption Metric」プロパ
ティー。

• デバイスの消費電力の監視用に追加された新し
い CLI と Web 手順。

• 73 ページの「電力監
視の用語」

• 76 ページの「ILOM 
3.0 の Web インタ
フェースでの消費電力
メトリック」

電力ポリシープ
ロパティーを設
定する

ILOM 3.0 • 新しい電力ポリシープロパティーの説明。

• 電力ポリシー設定の構成用に追加された新しい 
CLI と Web 手順。

• 82 ページの「ILOM 
3.0 の ILOM での電力
ポリシー設定」

消費電力履歴を
監視する

ILOM 3.0.3 • 新しい消費電力履歴メトリックの説明。

• 消費電力の監視用に追加された新しい CLI と 
Web 手順。

• 85 ページの「サー
バー SP および CMM 
の電力使用統計情報と
履歴メトリック」

サーバー電力管
理用の Web イン
タフェースレイ
アウトの更新 

ILOM 3.0.4 • 「Power Management」-->「Consumption」
ページおよび「History」ページの ILOM Web 
インタフェースに追加された新しい最上位タブ

• 消費電力および履歴の監視用の手順の更新。

• 78 ページの「ILOM 
3.0.4 の Web インタ
フェースのサーバー 
SP および CMM 消費
電力メトリック」

関連項目

ILOM の機能 章または節 マニュアル
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消費電力通知しき
い値を設定する

ILOM 3.0.4 • 新しい消費電力通知しきい値設定の説明。

• 消費電力しきい値の設定用に追加された新しい 
CLI と Web 手順。

• 90 ページの「ILOM 
3.0.4 での消費電力し
きい値通知」

割り当て配電メ
トリックを監視
する

ILOM 3.0.6 • 新しいコンポーネント割り当て配電メトリック
の説明。

• 電力割り当ての監視用に追加された新しい CLI 
と Web 手順。

• ブレードスロットの許容電力を設定するための
新しい CLI と Web 手順。

• 90 ページの「ILOM 
3.0.6 でのサーバー SP 
および CMM のコン
ポーネント割り当て
配電」

電力割当量プロ
パティーを設定
する

ILOM 3.0.6 • 新しい電力割当量プロパティーの説明。

• 電力割当量プロパティーの設定用に追加された
新しい CLI と Web 手順。

• 99 ページの「ILOM 
3.0.6 でのサーバー SP 
に対する電力割当量」

CMM システムの
電源冗長性プロ
パティーを設定
する

ILOM 3.0.6 • CMM システム用の新しい電源冗長性プロパ
ティーの説明。

• CMM システムでの電源冗長性プロパティーの
設定用に追加された新しい CLI と Web 手順。

• 104 ページの「ILOM 
3.0.6 での CMM シス
テムに対する電源の冗
長性」

CMM からサー
バーモジュール
の詳細電力メト
リックを監視する

ILOM 3.0.6 • サーバーモジュール用の新しい CMM 詳細電力
メトリックの説明。

• 105 ページの「ILOM 
3.0.6 でのプラット
フォーム固有の CMM 
電力メトリック」

サーバーの
「Power 
Consumption」
タブのプロパ
ティー名変更

ILOM 3.0.8 • サーバー SP の ILOM Web インタフェースで変
更された「Power Consumption」タブのプロパ
ティーの説明。

• 79 ページの「3.0.8 で
のサーバー SP 消費電
力メトリックの Web 
拡張」

サーバー電力の
「Distribution」
タブを
「Allocation」タ
ブに変更

ILOM 3.0.8 • サーバー SP の ILOM Web で、「Distribution」
タブから「Allocation」タブへの置き換え。

• サーバーの電力割り当てプロパティーを表示す
るための新しい Web 手順

• 95 ページの「ILOM 
3.0.8 での「Power 
Management」-->
「Distribution」タブ
の「Allocation」タブ
への名前変更 (サー
バー SP)」

サーバーの
「Budget」タブを
「Limit」タブに
変更

ILOM 3.0.8 • サーバー SP の ILOM Web で、「Budget」タブ
から「Limit」タブへの置き換え。

• 電力制限プロパティーを設定するための新しい 
Web 手順

• 102 ページの「ILOM 
3.0.8 での「Power 
Management」-->
「Budget」タブの
「Limit」タブへの名
前変更」

表 6-1 ILOM ファームウェアポイントリリース別の電力管理機能の更新 (続き)

新規機能または拡張

された機能

ファームウェアの

ポイントリリース ドキュメントの変更内容 概念情報の参照先
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CMM 電力管理用
の Web インタ
フェースレイア
ウトの更新

ILOM 3.0.10 • ILOM Web インタフェースに追加された
「Power Management」の 新しい最上位タブ

• CMM の ILOM Web で変更された「Power 
Consumption」タブのプロパティーの説明。

• CMM の ILOM Web での、「Distribution」タ
ブから「Allocation」タブへの置き換え。

• 「Power Management Metrics」タブの CMM 
ILOM Web インタフェースからの削除

• ブレードスロットの許可制限 (以前の割り当て
可能電力) の設定用に更新された Web 手順

• 80 ページの「3.0.10 で
の CMM 消費電力メト
リックの Web 拡張」

• 96 ページの「ILOM 
3.0.10 での「Power 
Management」-->
「Distribution」タブ
の「Allocation」タブ
への名前変更 
(CMM)」

• 105 ページの「ILOM 
3.0.6 でのプラット
フォーム固有の CMM 
電力メトリック」

CMM 電力管理用
の CLI プロパ
ティーの更新

ILOM 3.0.10 • blade slot ターゲットの変更された CLI プ
ロパティーの説明。

• ブレードスロット用に許可された電力または予
約された電力を設定するための CLI 手順の更新

• ブレードの電力または許可制限を表示するため
の CLI 手順の更新

• ブレードの許可制限を設定するための CLI 手順
の更新

• 98 ページの「ILOM 
3.0.10 での CLI の電力
割り当てプロパティー
の変更」

Web の「Power 
Management 
Statistics」タブ

ILOM 3.0.14 • 以前は「History」タブにあった電力統計情報
が「Power Management」-->「Statistic」タブ
に移動。

• 87 ページの「ILOM 
3.0.14 での電力使用統
計情報と電力履歴の 
Web 拡張」

表 6-1 ILOM ファームウェアポイントリリース別の電力管理機能の更新 (続き)

新規機能または拡張

された機能

ファームウェアの

ポイントリリース ドキュメントの変更内容 概念情報の参照先
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電力監視の用語 
表 6-2 に、ILOM 3.0.3 時点での基本的な電力監視用語と定義を示します。

表 6-2 ILOM 3.0.3 での電力監視用語

用語 定義

リアルタイム電
力監視ハード
ウェアインタ
フェース

電力監視ハードウェアインタフェースはリアルタイムの監視を可
能にします。サービスプロセッサ (SP) または個別の電源を任意の
時点でポーリングし、1 秒以内の精度で「ライブ」データを取得お
よびレポートすることができます。

消費電力 ILOM で報告される消費電力には、入力電力と出力電力があります。

• 入力電力 入力電力は、外部の電力源からシステムの電源に供給される電力
です 

• 出力電力 出力電力は、電源からシステムコンポーネントに供給される電力
量です 

合計消費電力 ILOM で報告される合計消費電力は、ハードウェア構成 (ラック搭載
型サーバー、サーバーモジュール、またはシャーシ監視モジュール) 
によって異なります。

• ラック搭載型
サーバーの合
計消費電力

ラック搭載型サーバーの合計消費電力は、サーバーが消費する入
力電力です。

• サーバーモ
ジュールの合
計消費電力

サーバーモジュール (ブレード) の合計消費電力は、ブレードのみ
が消費する入力電力です。共有コンポーネントが消費する電力は
含まれません。

• CMM の合計
消費電力

CMM の合計消費電力は、シャーシ全体またはシェルフ全体が消費する入
力電力です。

消費電力監視プ
ロパティー

消費電力監視プロパティーには、最大電力、実電力、使用可能電力、およ
び許容電力が含まれます。

注 – 一部の Oracle サーバープラットフォームでは、最大電力、実電力、
使用可能電力、および許容電力の電力管理メトリックが提供されない場合
があります。

• ハードウェア
最大消費電力
プロパティー

ハードウェア最大電力は、システムのハードウェア構成に定義された、任
意の時点でシステムが消費できる最大入力電力です。したがって、ハード
ウェア構成の最大電力は、各プロセッサ、I/O モジュール、メモリーモ
ジュール、ファンなどが消費できる最大電力の合計です。

注 – ハードウェアの最大消費電力メトリックは、ILOM Web インタフェー
スからは使用できません。
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CLI または Web インタフェースを使用して ILOM の電力管理メトリックを表示する
方法の詳細については、次のガイドで消費電力インタフェースの監視に関する節を参
照してください。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』 
(820-7373)

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』(820-7376)

• Actual Power 
プロパティー

Actual Power は、ラック搭載型サーバーまたはシャーシシステムの消費電
力を表します。シャーシ監視モジュールでは、これはシャーシ全体または
シェルフ全体 (すべてのブレード、NEMS、ファンなど) によって消費され
他る入力電力です。

注 – Actual Power の値は、/SYS/VPS センサーを介して利用できます。

• Available 
Power プロパ
ティー

Available Power は、システム内の電源が外部の電力源から取り込み可能
な最大電力です。

• ラック搭載型サーバーの場合、使用可能電力の値は電源が消費できる最
大入力電力を表します。

• シャーシシステムの場合、使用可能電力の値は、シャーシによってサー
バーモジュール (ブレード) に保証された使用可能な電力の量を表します。

• Permitted 
Power プロパ
ティー 

または

• 「Peak 
Permitted」プ
ロパティー

Permitted Power または Peak Permitted (後述の注を参照) は、保証された
最大消費電力です。次に例を示します。

• ラック搭載型サーバーの場合、許容電力は、サーバーが任意の時点で消
費することを保証する最大入力電力を表します。

• シャーシシステムの場合、許容電力は、サーバーモジュールが任意の時
点で消費することを保証する最大電力を表します。

注 – サーバー SP での「Permitted Power」プロパティーは、ILOM 3.0.8 
で「Peak Permitted」に名前が変更されました。CMM の「Permitted 
Power」プロパティーは、ILOM 3.0.10 で「Peak Permitted」に名前が変
更されました。

• その他のプ
ラットフォー
ム固有電力管
理メトリック 

一部のサーバーでは、CLI の /SP/powermgmt/ 上級モードで、または 
Web インタフェースのシステムの「Monitoring」-->「Power 
Management」ページの「Advanced Power Metrics」テーブルで、追加の
プラットフォーム固有電力メトリックが提供されている場合があります。
各詳細電力メトリックには、名前、単位、値が含まれます。

プラットフォーム固有の電力管理情報の詳細については、ILOM の補足マ
ニュアルまたはサーバーシステムに付属する管理者マニュアルを参照して
ください。

表 6-2 ILOM 3.0.3 での電力監視用語 (続き)

用語 定義
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リアルタイム電力監視および管理機能
ILOM のリアルタイム電力監視および管理機能の使用方法の詳細については、次のト
ピックを参照してください。

■ 75 ページの「システムの消費電力メトリック」

■ 81 ページの「サーバーの電力使用を管理するための電力ポリシーの設定」

■ 85 ページの「サーバー SP および CMM の電力使用統計情報と履歴メトリック」

■ 90 ページの「ILOM 3.0.4 での消費電力しきい値通知」

■ 90 ページの「ILOM 3.0.6 でのサーバー SP および CMM のコンポーネント割り当
て配電」

■ 99 ページの「ILOM 3.0.6 でのサーバー SP に対する電力割当量」

■ 104 ページの「ILOM 3.0.6 での CMM システムに対する電源の冗長性」

■ 105 ページの「ILOM 3.0.6 でのプラットフォーム固有の CMM 電力メトリック」

システムの消費電力メトリック
ILOM 3.0 では、ILOM CLI または Web インタフェースを使用して、サーバーの SP 
および CMM の消費電力メトリックを表示できます。

ILOM 3.0 以降では、ILOM 3.0.4、3.0.8、3.0.10 で消費電力メトリックの Web 拡張が
行われています。CLI の消費電力メトリックのターゲットおよびプロパティーは、
ILOM 3.0 以降では変更されていません。

ILOM で消費電力メトリックにアクセスする方法、および ILOM 3.0 以降で消費電力 
Web インタフェースに対して行われた更新の詳細については、次のトピックを参照
してください。

ILOM インタ

フェース プラットフォームハードウェア

ILOM ファーム

ウェア 消費電力のトピック

Web サーバー SP および CMM ILOM 3.0 76 ページの「ILOM 3.0 の Web インタフェースでの消費
電力メトリック」

CLI サーバー SP および CMM ILOM 3.0 77 ページの「ILOM 3.0 の CLI の消費電力メトリック」

Web サーバー SP および CMM ILOM 3.0.4 78 ページの「ILOM 3.0.4 の Web インタフェースのサー
バー SP および CMM 消費電力メトリック」

Web サーバー SP ILOM 3.0.8 79 ページの「3.0.8 でのサーバー SP 消費電力メトリック
の Web 拡張」
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注 – 消費電力を監視してメトリックを提供する ILOM の機能は、プラットフォーム
サーバーでのこの機能の実装によって異なります。サーバーに提供されるハードウェ
アプラットフォーム固有の消費電力メトリックの詳細については、ILOM の補足マ
ニュアルまたはシステムに付属する管理マニュアルを参照してください。

ILOM 3.0 の Web インタフェースでの消費電力メ
トリック

ILOM 3.0 では、Web インタフェースの「Power Management」タブで、サーバーの 
SP または CMM に対する電力ポリシーを制御し、消費電力メトリックを表示できます。

Actual Power、Permitted Power、Available Power の消費電力メトリック (図 6-1 を
参照) については、73 ページの「ILOM 3.0.3 での電力監視用語」で定義されていま
す。Power Policy プロパティーの使用方法については、81 ページの「サーバーの電
力使用を管理するための電力ポリシーの設定」を参照してください。

図 6-1 ILOM 3.0 の Web インタフェースの「Power Management」ページ

Web CMM ILOM 3.0.10 80 ページの「3.0.10 での CMM 消費電力メトリックの 
Web 拡張」

CLI CMM ILOM 3.0.10 98 ページの「ILOM 3.0.10 での CLI の電力割り当てプロ
パティーの変更」

ILOM インタ

フェース プラットフォームハードウェア

ILOM ファーム

ウェア 消費電力のトピック
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ILOM 3.0 の CLI の消費電力メトリック

表 6-3 に、ILOM 3.0 の ILOM CLI から表示できるサーバー SP および CMM の消費
電力メトリックプロパティーを示します。

表 6-3 CLI の消費電力プロパティー

消費電力プロパティー 消費電力プロパティーの値を表示するには、次のように show コマンドを使用します。

システムの合計消費電力 show /SYS/VPS

実消費電力 show /SP/powermangment actual_power 

注 – 返される実電力の値は、/SYS/VPS センサーで返される値と同じです。

電源での消費量 • ラック搭載型サーバーの電源の場合: 
show /SYS/platform_path_to_powersupply/INPUT_POWER|OUTPUT POWER

• CMM 電源の場合: 
show /CH/platform_path_to_powersupply/INPUT_POWER|OUTPUT POWER

実電力 • ラック搭載型サーバーの場合: 
show /SP/powermgmt available_power

• CMM の場合: 
show /CMM/powermgmt available_power

ハードウェアの最大消費電力 show /SP/powermgmt hwconfig_power

許容消費電力 • ラック搭載型サーバーの場合: 
show /SP/powermgmt permitted_power

• CMM の場合: 
show /CMM/powermgmt permitted_power
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ILOM 3.0.4 の Web インタフェースのサーバー SP 
および CMM 消費電力メトリック

ILOM 3.0.4 では、Web インタフェースのサーバー SP および CMM 消費電力メトリッ
クは、「Power Management」-->「Consumption」ページに移動されています。

図 6-2 ILOM 3.0.4 での「Power Consumption」ページ

この 3.0.4 Web バージョンの「Power Consumption」ページでは、サーバー SP およ
び CMM に対して次の変更が行われています。

■ 通知しきい値に対する新しいプロパティーが追加されました。通知しきい値プロ
パティーの詳細については、90 ページの「ILOM 3.0.4 での消費電力しきい値通
知」を参照してください。

■ Power Policy プロパティー (図 6-1 を参照) が、以前のバージョンの「Power 
Management」ページから削除されました。ILOM 3.0.4 以降での電力ポリシープ
ロパティーの使用方法の詳細については、81 ページの「サーバーの電力使用を管
理するための電力ポリシーの設定」を参照してください。

■ Actual Power、Permitted Power、Available Power の各プロパティーは、変更されて
いません。これらのプロパティーの詳細については、表 6-2 (73 ページの「ILOM 
3.0.3 での電力監視用語」) を参照してください。
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3.0.8 でのサーバー SP 消費電力メトリックの 
Web 拡張

ILOM 3.0.8 では、サーバー SP の Web インタフェースで、一部の消費電力プロパティー
が変更されています。これらのプロパティーの変更の詳細については、表 6-4 を参照
してください。ILOM 3.0.8 でのサーバー SP の「Power Consumption」ページの更
新された表示については、図 6-3 を参照してください。

表 6-4  ILOM 3.0.8 での「Consumption」タブのサーバー SP 設定の変更

「Consumption」タブの変更 詳細 

Target Limit (新規プロパティー) 新しい読み取り専用プロパティー Target Limit は、ILOM 3.0.8 の
「Power Management」-->「Consumption」タブにあります。

Target Limit プロパティー (図 6-3 を参照) は、サーバーに設定されて
いる消費電力の制限値を表します。

注 – Target Limit プロパティーの設定オプションは、「Power 
Management」-->「Limit」タブにあります。「Target Limit」設定オ
プションの詳細については、102 ページの「ILOM 3.0.8 での「Power 
Management」-->「Budget」タブの「Limit」タブへの名前変更」を参照
してください。

Peak Permitted (名前が変更された
プロパティー)

ILOM 3.0.4 の「Power Management」-->「Consumption」タブの
「Permitted Power」プロパティー (図 6-2 を参照) は、ILOM 3.0.8 で
は「Peak Permitted」に名前が変更されています。

読み取り専用プロパティー Peak Permitted (図 6-3 を参照) は、システ
ムが消費できる最大電力を表します。

注 – サーバーの場合、ILOM での Peak Permitted の値は、システム割り
当て電力と制限目標から導き出されます。詳細は、101 ページの「ILOM 
3.0.6 での詳細サーバー電力割当量機能」を参照してください。

Allocated Power (削除) Allocated Power の読み取り専用プロパティー (図 6-2 を参照) は、
ILOM 3.0.8 の「Power Management」-->「Consumption」タブから削除
されました (図 6-3 を参照)。
注 – ILOM 3.0.8 では、システムおよび各コンポーネントの割り当て電力
の値は、「Power Allocation Plan」ページで確認できます。詳細は、95 
ページの「ILOM 3.0.8 での「Power Management」-->「Distribution」
タブの「Allocation」タブへの名前変更 (サーバー SP)」を参照してくだ
さい。
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図 6-3 更新された「Power Management」-->「Consumption」タブ – ILOM SP 3.0.8

3.0.10 での CMM 消費電力メトリックの Web 拡張

ILOM 3.0.10 では、CMM の Web インタフェースで、一部の消費電力プロパティーが
変更されています。これらのプロパティーの変更の詳細については、表 6-5 を参照し
てください。ILOM 3.0.8 での CMM の「Power Consumption」ページの更新された
表示については、図 6-4 を参照してください。

表 6-5  ILOM 3.0.10 での「Consumption」タブの CMM 設定の変更

「Consumption」タブの変更 詳細 

Peak Permitted (名前が変更された
プロパティー)

「CMM Power Management」-->「Consumption」タブの「Permitted 
Power」プロパティーは、ILOM 3.0.10 では名前が「Peak Permitted」
に変更されました。

Peak Permitted 読み取り専用プロパティー (図 6-4 を参照) は、システ
ムが使用できる最大電力を表します。
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図 6-4 更新された「Power Management」-->「Consumption」タブ – ILOM CMM 
3.0.10

サーバーの電力使用を管理するための電
力ポリシーの設定 
システムの電力使用の管理を助けるため、ILOM は次の電力ポリシーをサポートします。

■ 82 ページの「ILOM 3.0 の ILOM での電力ポリシー設定」

■ 82 ページの「ILOM 3.0.4 の ILOM での電力ポリシー設定」

■ 83 ページの「ILOM 3.0.8 の ILOM での電力上限ポリシー設定」

Available Power (名前が変更され
て移動されたプロパティー) 

Available Power 読み取り専用プロパティー (ILOM 3.0.4 で使用でき
たもの) は、ILOM 3.0.10 では「CMM Power Management」-->
「Consumption」タブから削除されました (図 6-4 を参照)。
Available Power 読み取り専用プロパティーは、ILOM 3.0.10 では名
前が Grantable Power に変更されて、「Allocation」タブの「Power 
Summary」テーブルに移動されました。詳細は、96 ページの「ILOM 
3.0.10 での「Power Management」-->「Distribution」タブの
「Allocation」タブへの名前変更 (CMM)」を参照してください。

表 6-5  ILOM 3.0.10 での「Consumption」タブの CMM 設定の変更 (続き)

「Consumption」タブの変更 詳細 
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ILOM 3.0 の ILOM での電力ポリシー設定

ILOM 3.0 では、2 つの電力ポリシー設定 (図 6-1 を参照) を ILOM CLI および Web イン
タフェースから使用して、システムでの電力使用を管理できます。

注 – 電力ポリシー機能は、まず ILOM 3.0 でほとんどの x86 サーバーで使用できるよ
うになりました。ILOM 3.0.3 では、一部の SPARC プラットフォームサーバーもこの
機能をサポートしました。使用しているサーバーが電力ポリシー機能をサポートする
かどうかを調べるには、ILOM の補足マニュアルまたはサーバーに付属する管理マ
ニュアルを参照してください。

表 6-6 では、ILOM CLI および Web インタフェースから設定できる 2 つのポリシー
設定を定義します。

ILOM で電力ポリシーの設定にアクセスして設定する方法の詳細については、次のガ
イドで消費電力の監視に関する節を参照してください。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』 

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 管理プロトコルリファレンス
ガイド』 

ILOM 3.0.4 の ILOM での電力ポリシー設定 
ILOM 3.0.4 では、ILOM インタフェースの電力ポリシー設定が次のように変更され
ました。

■ ILOM CLI または Web インタフェースで使用できる電力管理の電力ポリシープロ
パティーは (図 6-1 を参照)、ILOM 3.0.4 では x86 サーバー SP から削除されました。

■ この機能をサポートする SPARC サーバーの ILOM Web インタフェースで使用できる
電力管理の電力ポリシープロパティーは (図 6-1 を参照)、「Power Management」-->
「Settings」タブに移動されました (図 6-5 を参照)。使用している SPARC システ
ムがこの機能をサポートするかどうかを調べるには、ILOM の補足マニュアルま
たはサーバーに付属する管理マニュアルを参照してください。

表 6-6 ILOM 3.0 で定義されている電力ポリシーのプロパティー

プロパティー 説明

Performance システムは利用可能なすべての電力を使用できます。

Elastic システムの電力使用量は、現在の使用率のレベルに合わせて変化します。
たとえば、ワークロードが変動した場合でも、相対利用率が常に 70% で保
持されるように、システムコンポーネントに供給する電力を増減します。
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図 6-5 ILOM 3.04 での一部の SPARC サーバーの「Limit」タブ上のポリシー。

ILOM 3.0.8 の ILOM での電力上限ポリシー設定

ILOM 3.0.8 では、電力上限に対する詳細ポリシー設定 (図 6-6 を参照) が、x86 サー
バーと一部の SPARC サーバーの ILOM Web インタフェースに追加されました。

電力上限プロパティーの詳細については、表 6-7 を参照してください。

表 6-7 詳細電力上限ポリシープロパティーの説明

電力制限プロパティー 説明

Policy 「Policy」プロパティーを使用すると、電力上限ポリシーを設定できます。
「Policy」プロパティーでは、次の電力上限のタイプから適用するものを指定
します。

• Soft － Only cap if actual power exceeds Target Limit. – ソフト上
限設定オプションを有効にすると、「Actual Power」を「Target 
Limit」内に制限するときの猶予期間を設定できます。

- System Default － プラットフォームが選択した最適な猶予期間です。

または

- Custom － ユーザーが指定する猶予期間です。

• Hard － Fixed cap keeps Peak Permitted power under Target 
Limit. – このオプションを有効にすると、電力上限は猶予期間なしで永久
に適用されます。
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注 – 詳細電力上限ポリシー設定は、ILOM 3.0.6 の「Power Management」->「Budget」
タブから使用できた「Time Limit」プロパティに代わるものです。

図 6-6 ILOM 3.0.8 の「Limit」タブに表示される詳細電力ポリシー

ILOM Web インタフェースを使用して電力制限プロパティーを設定する方法の詳細
については、『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順
ガイド』のサーバー電力制限プロパティーの設定に関する節を参照してください。

Violation Actions 「Violation Actions」プロパティーを使用すると、設定されている猶予期間内
に電力制限を達成できない場合に ILOM が実施する設定を指定できます。

次のいずれかのアクションを選択して指定できます。

• None － このオプションを有効にした場合、電力上限が達成できないと、
ILOM は、指定されている電力制限を達成できないことをユーザーに通知
する Status Error Message を表示します。

または 
• Hard-Power-Off － このオプションを選択した場合、電力制限が達成で

きないと、ILOM は次のアクションを実行します。

* Status Error Message を表示します。

* サーバーの電源をハード切断します。

注 –「Violation Actions」のデフォルトのオプションは「None」です。

表 6-7 詳細電力上限ポリシープロパティーの説明 (続き)

電力制限プロパティー 説明
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サーバー SP および CMM の電力使用統
計情報と履歴メトリック 
ILOM 3.0.3 では、サーバー SP および CMM に対して、15、30、60 秒間隔での消費
電力の移動平均を取得できます。具体的には、ILOM CLI または Web インタフェー
スによって表示されるこれらの移動平均は、ILOM のセンサー履歴機能を利用して取
得されます。

注 – ILOM で表示される消費電力履歴情報は、個別のプラットフォームサーバーま
たは CMM で決定される間隔で取得されます。この間隔の範囲は 1 - 8 秒で、通常は 
3 - 5 秒の間です。

ILOM でハードウェアデバイスの電力使用量と履歴の情報を表示する方法の詳細につ
いては、次のトピックを参照してください。

■ 85 ページの「電力使用統計情報と履歴のメトリックの Web インタフェース」

■ 89 ページの「CLI での消費電力履歴メトリック」

電力使用統計情報と履歴のメトリックの Web イン
タフェース

サーバー SP および CMM の消費電力履歴メトリックは、ILOM CLI および Web イン
タフェースから使用できます。

■ 85 ページの「ILOM 3.0.3 での電力使用統計情報と履歴」

■ 86 ページの「電力履歴 － 消費電力のデータセットサンプル」

■ 87 ページの「ILOM 3.0.4 での電力使用統計情報と履歴の Web 拡張」

■ 87 ページの「ILOM 3.0.14 での電力使用統計情報と電力履歴の Web 拡張」

ILOM 3.0.3 での電力使用統計情報と履歴

ILOM 3.0.3 では、ILOM Web インタフェースの「System Monitoring」->「Power 
Management」ページから (「History」リンクをクリックして)、システムの電力使
用平均値および履歴の電力メトリックにアクセスできます。
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図 6-7 ILOM 3.0.3 での CMM の Web に対する電力使用量および履歴メトリック

電力履歴 － 消費電力のデータセットサンプル

「History」ページの「Sample Set」リンクをクリックすることで、特定の期間にシ
ステムによって消費された電力のサンプルデータセットを取得できます。

例 6-1 システムによって消費された電力のデータセットサンプル
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ILOM 3.0.4 での電力使用統計情報と履歴の Web 拡張

ILOM 3.0.4 では、電力使用統計情報と履歴のメトリックは、「Power Management」
ページ (図 6-7 を参照) から別の「Power Management」-->「History」タブ (図 6-8 を
参照) に移動されました。

図 6-8 ILOM 3.0.4 でのサーバーの Web 電力使用統計情報と電力履歴

ILOM 3.0.14 での電力使用統計情報と電力履歴の Web 拡張

ILOM 3.0.14 では、ILOM 3.0.4 の「Power Management」-->「History」タブに表示
された「Statistics」テーブル (図 6-8 を参照) が、ILOM Web インタフェースの別の
「Statistic」タブ (図 6-9 および図 6-10 を参照) に移動されました。
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図 6-9 ILOM 3.0.14 でのサーバーの「Power Statistics」タブ

図 6-10 ILOM 3.0.14 での CMM の「Power Statistics」タブ
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図 6-11 ILOM 3.0.14 でのサーバーの「Power History」タブ

CLI での消費電力履歴メトリック

表 6-8 に、ILOM 3.0.3 の ILOM CLI から使用できる消費電力履歴プロパティーを示
します。

表 6-8 ILOM 3.0.3 での CLI の消費電力履歴プロパティー

消費電力履歴プロパティー 消費電力の履歴の値を表示するには、show コマンドを使用します。次に例を示します。

電力使用量の移動平均 • サーバー SP の場合: 
show /SYS/VPS/history

• CMM の場合: 
show /CH/VPS/history

平均消費電力 • サーバー SP の場合: 
show /SYS/VPS/history/0

• CMM の場合: 
show /CH/VPS/history/0

サンプルセットのタイムスタン
プおよび消費電力 (ワット) の
詳細

• サーバー SP の場合: 
show /SYS/VPS/history/0/list

• CMM の場合: 
show /CH/VPS/history/0/list
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ILOM 3.0.4 での消費電力しきい値通知
ILOM 3.0.4 では、2 つの新しい通知しきい値設定を、CLI および Web インタフェー
スで使用できます (図 6-2 を参照)。これらの通知しきい値設定を使用すると、指定し
た消費電力値 (ワット) がしきい値を超えたとき、最大 2 つの消費電力通知を生成で
きます。消費電力値が指定されているしきい値 (ワット) を超えるたびに、ILOM イ
ベントが生成されて、ILOM イベントログに記録されます。

ILOM によって生成される消費電力通知は、電子メール警告が設定されているかど
うか、または SNMP トラップが有効になっているかどうかで異なります。電子メー
ル警告および SNMP トラップの詳細については、43 ページの「システム監視と警告
管理」を参照してください。

消費電力通知しきい値の設定の詳細については、次のガイドで通知しきい値の表示と
設定に関する節を参照してください。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』

ILOM 3.0.6 でのサーバー SP および 
CMM のコンポーネント割り当て配電
ILOM のコンポーネント割り当て配電機能を使用すると、サーバーコンポーネントお
よび該当する場合は CMM コンポーネントに割り当てられる電力量をリアルタイムで
監視できます。

この節には、次のトピックが含まれています。

■ 91 ページの「サーバー電力割り当てコンポーネントの監視」

■ 92 ページの「CMM の電力割り当てコンポーネントの監視」

■ 94 ページの「コンポーネントの電力割り当てに関する特別な考慮事項」

■ 95 ページの「ILOM 3.0.8 での「Power Management」-->「Distribution」タブの
「Allocation」タブへの名前変更 (サーバー SP)」

■ 96 ページの「ILOM 3.0.10 での「Power Management」-->「Distribution」タブの
「Allocation」タブへの名前変更 (CMM)」

■ 98 ページの「ILOM 3.0.10 での CLI の電力割り当てプロパティーの変更」
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サーバー電力割り当てコンポーネントの監視

表 6-9 に、ILOM で Oracle Sun サーバーによって電力を割り当てられるコンポーネン
トを示します。表 6-9 に記載されているコンポーネントごとに、ILOM は、単一の
サーバーコンポーネント (メモリーモジュールなど)、サーバーコンポーネントのカテ
ゴリ (すべてのメモリーモジュール)、またはすべてのサーバー電力消費コンポーネン
トによって消費される最大電力の合計を表す割り当てサーバー電力値をワット数で提
供します。

サーバー電力割り当てコンポーネントの監視は、ILOM SP Web インタフェースの
「Power Management」-->「Distribution」ページから、または ILOM SP CLI の 
SP/powermgmt/powerconf CLI ターゲットから行えます。「Power Management」-->
「Distribution」ページの例を図 6-12 に示します。

表 6-9 サーバー電力割り当てコンポーネント

サーバー電力割り当てコンポーネント 割り当て電力 (ワット)
 ラック搭載型サー

バーに該当

Sun Blade サーバーモ

ジュールに該当

すべてのサーバー電力消費コン
ポーネント 

X X X

CPU X X X

メモリーモジュール (DIMM 
など)

X X X

I/O モジュール (HDD、
PEM、REM*、RFEM* など) 

X X X

マザーボード (Motherboard、
MB)

X X X

電源ユニット (PSU) X X 該当しない**

ファン (FM) X X 該当しない**

* これらの I/O モジュールは、Sun Blade サーバーモジュールのみに該当します。

** サーバーモジュールのこれらのデバイスは、CMM によって電力を割り当てられます。詳細は、表 6-10 を参
照してください。
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図 6-12 「Power Management」-->「Distribution」タブ – ILOM SP 3.0.6

サーバーまたは CMM の電力割り当てを表示する方法の詳細については、『Oracle 
Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』でサーバー
コンポーネントの電力割り当ての表示または CMM コンポーネントの電力割り当て
の表示に関する節を参照してください。

更新: ILOM 3.0.8 では、「Distribution」タブは「Allocation」タブに置き換えられてい
ます。詳細については、95 ページの「ILOM 3.0.8 での「Power Management」-->
「Distribution」タブの「Allocation」タブへの名前変更 (サーバー SP)」または 96 
ページの「ILOM 3.0.10 での「Power Management」-->「Distribution」タブの
「Allocation」タブへの名前変更 (CMM)」を参照してください。

CMM の電力割り当てコンポーネントの監視

表 6-10 に、ILOM で Sun システムシャーシの CMM によって電力を割り当てられる
コンポーネントを示します。表 6-10 に記載されているコンポーネントごとに、ILOM 
は、単一の CMM コンポーネント (ブレード)、CMM コンポーネントのカテゴリ (す
べてのブレード)、またはすべての CMM 電力消費コンポーネントによって消費される
最大電力の合計を表す割り当て CMM 電力値をワット数で提供します。また、CMM 
コンポーネント (またはコンポーネントカテゴリ) が消費できる保証された最大電力を
表す CMM 許容電力値をワット数で提供します。
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注 – ILOM の Permitted Power の値は、Power Supply Redundancy Policy および利用可
能な Redundant Power から導き出されます (詳細については104 ページの「ILOM 
3.0.6 での CMM システムに対する電源の冗長性」を参照)。CMM は、継続的に、シ
ステムに対するすべての Allocated Power および Allocatable Power を監視して
追跡し、これらの値の合計 (割り当て済みと割り当て可能) がシャーシの Permitted 
Power の値を超えないようにします。

注 – Sun Blade サーバーモジュールに対する電力は、サーバーモジュールが電力を要
求すると、CMM によって割り当てられてます。サーバーモジュールは電源が投入さ
れるたびに電力を要求し、電源が切られるたびに CMM に電力を戻します。CMM は、
残っている割り当て可能電力がサーバーモジュールの要求を満たすのに十分な場合
は、サーバーモジュールに電力を割り当てます。また、CMM は、サーバーモジュー
ルに割り当てることができる電力の量に対して制限が設定されているかどうかも確認
します (これは、Web インタフェースでは「Blade Slot Permitted Power」と呼ば
れ、CLI では CMM/powermgmt/powerconf/bladeslots/BLn permitted_power 
と呼ばれます)。CMM は、要求された電力がこのプロパティー以下の場合にのみ、
サーバーモジュールに電力を割り当てます。

CMM 電力割り当てコンポーネントの監視は、ILOM CMM Web インタフェースの
「Power Management」-->「Distribution」ページから、または ILOM CMM CLI の 
CMM/powermgmt/powerconf CLI ターゲットから行えます。方法については、次の
ガイドで CMM コンポーネントの電力割り当ての表示に関する節を参照してください。

■ 『Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』

■ 『Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』

表 6-10 CMM 電力割り当てコンポーネント

CMM 電力割り当てコンポーネント 割り当て電力 (ワット) 許容電力 (ワット)
割り当て可能電力 

(ワット)

すべての CMM 電力消費コン
ポーネント (リストされている
すべての電源投入エンティティ
の値の合計)

X X X

ブレードスロット (BL#) X X* 該当しない

CMM X 該当しない 該当しない

Network Express Module (NEM) X 該当しない 該当しない

電源ユニット (PSU) X 該当しない 該当しない

ファン (FM) X 該当しない 該当しない

* ブレードスロットに割り当てられる許容電力はユーザーが設定できます。
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各 CMM 電力割り当てコンポーネントに対する電力割り当てを監視するだけでなく、
シャーシ内のブレードスロットに CMM が割り当てる許容 (最大) 電力を変更できま
す。方法については、次のガイドでブレードスロットの許容電力の設定に関する節を
参照してください。

■ 『Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』

■ 『Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』

コンポーネントの電力割り当てに関する特別な考慮事項

サーバーまたは CMM 電力割り当てコンポーネントを監視するときは、次の情報を考
慮してください。

■ コンポーネントカテゴリに対する電力割り当て。ファンなどの複数のコンポーネン
トを含むコンポーネントカテゴリの場合、すべてのコンポーネント (複数のファン) 
によって消費される電力の合計、または個別のコンポーネント (1 つのファン) に
よって消費される電力の合計を監視できます。

■ ホットプラグ可能コンポーネントの電力割り当て。ILOM は、サーバーまたはシ
ステムシャーシのホットプラグコンポーネントの場所に装着可能な既知のコン
ポーネントに対し、事前割当済み最大電力値を自動的に表示します。例:

■ Oracle Sun サーバーのホットプラグ可能コンポーネントの場所には、ハード
ディスクドライブ (HDD) のストレージスロットなどがあります。この場合、
ILOM はストレージスロットに配置される HDD の最大電力値を表示します。

■ システムシャーシ (CMM 付き) のホットプラグ可能コンポーネントの場所に
は、サーバーモジュールまたは I/O サーバーモジュールのブレードスロットな
どがあります。この場合、ILOM はストレージスロットに配置できる I/O サー
バーモジュールの最大電力値を表示します。一方、I/O サーバーモジュールが
システムシャーシでサポートされていない場合は、ILOM はサーバーモジュー
ルの最大電力値を表示します (I/O サーバーモジュールは表示されません)。

サーバーまたは CMM シャーシシステムでのホットプラグ可能な場所またはコン
ポーネントについての詳細は、システムに付属するプラットフォームのマニュア
ルを参照してください。

■ 電源の電力割り当て。ILOM は、コンセントとコンポーネントの間での電力損失を
考慮するために、電源に自動的に電力を割り当てます。

■ Sun Blade サーバーモジュールの電源投入の問題のトラブルシューティング。Sun 
Blade サーバーモジュールの電源を投入できない場合は、SP の permitted 
power プロパティーの値 (/SP/powermgmt permitted_power) が CMM ブレー
ドスロットの permittedpower プロパティーの値 (/CMM/powermmgt/
powerconf/bladeslots/BLn permitted_power) を超えていないことを確認
します。

注 – ILOM 3.x サーバーモジュールは CMM とネゴシエーションを行って、permitted 
power の制限を適用します。3.x より前の ILOM サーバーモジュールは、十分な割り
当て可能電力があれば電源を投入します。したがって、permitted power の制約
は、ILOM 3.x 以降のリリースを実行するサーバーモジュールでのみ適用されます。
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ILOM 3.0.8 での「Power Management」-->
「Distribution」タブの「Allocation」タブへの名前
変更 (サーバー SP)
ILOM 3.0.6 のサーバー SP で以前は使用できた「Distribution」タブ (図 6-12 を参照) 
は、ILOM 3.0.8 では「Allocation」タブに名前が変更されました (図 6-13 を参照)。

ILOM 3.0.8 の「Allocation」タブでは、ILOM 3.0.6 の「Distribution」タブで以前に
使用できたものと同じ電力要件情報がすべて提供されます (図 6-12 を参照)。ただし、
「Allocation」タブでは、2 つのテーブルを使用して、システム電力要件とコンポー
ネント電力要件が分けられています (図 6-13 を参照)。

図 6-13 「Power Management」-->「Allocation」タブ – ILOM SP 3.0.8
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Web でのサーバー SP 電力割り当て手順の更新

ILOM でのサーバー電力割り当ての表示方法については、『Oracle Integrated Lights 
Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』でサーバー電力割り当て計画の
表示に関する節を参照してください。

ILOM 3.0.10 での「Power Management」-->
「Distribution」タブの「Allocation」タブへの名前
変更 (CMM)
ILOM 3.0.6 の CMM で以前は使用できた「Distribution」タブ (図 6-12 を参照) は、
ILOM 3.0.10 では「Allocation」タブに名前が変更されました (図 6-14 を参照)。

ILOM 3.0.10 の「Allocation」タブでは、ILOM 3.0.6 の CMM 電力「Distribution」
タブと同じ電力要件情報がすべて提供されます。ただし、ILOM 3.0.10 の CMM の
「Allocation」タブでは、システム電力仕様とブレード電力許可を示す 2 つのテーブ
ルが追加されています (図 6-14 を参照)。

表 6-11 に、3.0.10 での CMM の「Allocation」タブで変更されたプロパティーを示し
ます。

表 6-11 CMM の「Allocation」タブでの新規または変更されたプロパティー

更新されたプロパ

ティーの名前 
詳細

Grantable Power 

(名前を変更され
たプロパティー)

ILOM 3.0.6 での「Allocatable Power」は、ILOM 3.0.10 では「Grantable 
Power」に名前が変更されました。

「Grantable Power」は、許可制限を超えることなく CMM からブレード
スロットに割り当てることができる残りの合計電力 (ワット) を示します。

Grant Limit

(名前を変更され
たプロパティー)

ILOM 3.0.6 での「Permitted Power」は、ILOM 3.0.10 では「Grant 
Limit」に名前が変更されました。

「Grant Limit」は、システムがブレードスロットに許可する最大電力を示
します。ブレードに許可制限を設定する方法については、『Oracle Lights 
Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』でブレードスロット
に許可制限を設定するための手順を参照してください。

Granted Power

(名前を変更され
たプロパティー)

ILOM 3.0.6 での「Allocated Power」は、ILOM 3.0.10 では「Granted 
Power」に名前が変更されました。

「Granted Power 」は、単一のサーバーコンポーネント (メモリーモ
ジュールなど)、サーバーコンポーネントのカテゴリ (すべてのメモリーモ
ジュール)、またはすべてのサーバー電力消費コンポーネントによって消費
される最大電力の合計を表します。
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図 6-14 「Power Management」-->「Allocation」タブ – ILOM CMM 3.0.10 
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ILOM 3.0.10 での CLI の電力割り当てプロパ
ティーの変更

表 6-12 に、ILOM 3.0.10 で CMM 電力設定に対して行われた CLI の変更の概要を示
します。

これらの最新の CLI プロパティーを使用して許可された電力を表示したりブレード
ごとに制限を許可したりする方法については、『Oracle Integrated Lights Out 
Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』で許可された電力の表示または制限の許可に
関する手順を参照してください。

表 6-12  ILOM 3.0.10 での CLI の新しい電力管理プロパティー

名前が変更された CLI の
プロパティー

詳細

allocated_power 
の名前を 
granted_power に
変更 (ブレードス
ロット)

ILOM 3.0.6 のすべてのブレードスロットに対する次の CLI allocated_power プロパ
ティー:
/CMM/powermgmt/powerconf/bladeslot allocated_power

ILOM 3.0.10 では granted_power に変更:
/CMM/powermgmt/powerconf/bladeslot granted_power

allocated_power 
の名前を 
granted_power に
変更 (ブレード)

ILOM 3.0.6 のブレードに対する次の CLI allocated_power プロパティー:
/CMM/powermgmt/powerconf/bladeslot/BLn allocated_power -> 
granted_power

ILOM 3.0.10 では granted_power に変更:
/CMM/powermgmt/powerconf/bladeslot/BLn granted_power

permitted_power 
の名前を 
grant_limit に変
更 (ブレード)

ILOM 3.0.6 のブレードに対する次の CLI permitted_power プロパティー:
/CMM/powermgmt/powerconf/bladeslot/BLn permitted_power 

ILOM 3.0.10 では grant_limit に変更:
/CMM/powermgmt/powerconf/bladeslot/BLn grant_limit
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ILOM 3.0.6 でのサーバー SP に対する電
力割当量

注 – ここで説明する電力割当量プロパティーは、ILOM 3.0.8 では Web インタフェー
スの「Limit」タブのプロパティーに置き換えられています。

一部の Oracle サーバープラットフォームは電力割当量をサポートしています。電力
割当量はシステムの消費電力に制限を設けます。システムは、消費電力が電力制限を
超えると電力上限を適用し、最大消費電力がシステムの Permitted Power を超えな
いようにします。

電力割当量を設定し、その後、設定した構成プロパティーを有効または無効にできま
す。電力割当量を有効にすると、ILOM SP は消費電力を監視し、必要に応じて電力
上限を適用します。電力上限は、CPU が実行する最大周波数を制限することで達成
されます。ILOM SP はこのプロセスをオペレーティングシステム (OS) と調整し、
OS が独自の電力管理ポリシーを設定されている制限内に適用できるようにします。

ILOM の電力割当量設定は、すべての SP 再起動およびホストの電源切断と電源投入
の間後も保存されます。SP の再起動中は、適用されている電力上限割当量は維持さ
れます。SP が再起動プロセスを完了した後、電力上限は必要に応じてシステムに
よって自動的に調節されます。

ILOM が電力割当量を達成できるかどうかは、システムで実行されているワークロー
ドに依存します。たとえば、ワークロードによってシステムが最大消費電力に近い状
態で動作している場合は、ILOM は最小消費電力に近い割当量を達成できません。
ILOM は、設定されている Power Limit を達成できない場合、自動的に違反通知を
生成します。

この節の電力割当量に関するトピックは次のとおりです。

■ 100 ページの「電力割当量を使用する理由」

■ 100 ページの「ILOM 3.0.6 のサーバー電力割当量プロパティー」

■ 101 ページの「ILOM 3.0.6 での詳細サーバー電力割当量機能」

ILOM での電力割当量プロパティーの設定の詳細については、次のガイドでサーバー
の電力割当量プロパティーの設定に関する節を参照してください。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』
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電力割当量を使用する理由

ILOM で電力割当量機能を使用すると、データセンターに必要な電力をより適切に計
画および管理できます。通常、サーバーに割り当てられる電力は、/SP/powermgmt 
allocated_power プロパティーで提供される銘板電力に基づきます。

ILOM で電力割当量機能を最も効果的に使用する方法は次のとおりです。

1. Oracle サーバーで発生するワークロードを決定します。

2. ILOM のPower Limit プロパティーをワークロードの通常の動作消費電力に近い
値 (たとえば、同じか多少高い値) に設定します。

3. Power Limit プロパティーの値を使用して、データセンターでこのシステムに割
り当てる必要のある電力の量を計画します。

ILOM 3.0.6 のサーバー電力割当量プロパティー

表 6-13 に、ILOM の CLI または Web インタフェースで表示または設定できるサー
バーの電力割当量プロパティーを示します。

表 6-13 ILOM 3.0.6 でのサーバー電力割当量プロパティー

電力割当量プロパティー 説明

Activation State このプロパティーを有効にして、電力割当量設定を有効にし
ます。

Status 現在の電力割当量状態をレポートします。

• OK － システムが電力制限を達成できるとき、または電力
割当量が有効になっていないときに表示されます。

• Violation － システムが電力制限まで電力を下げることがで
きないときに表示されます。

消費電力が PowerLimit より低くなると、違反が解消され
てステータスは「OK」に戻ります。

割当量のステータスはシステムセンサー /SYS/PWRBS でも
レポートされます。これは独立したセンサーであり、割当
量が「OK」のときは「1」(非アサート) に設定され、割当量
に違反しているときは「2」(アサート) に設定されます。

Power Limit Power Limit は、ワット数または最小システム電力から最大
システム電力までのパーセンテージで設定します。

注 – 最小システム電力は、CLI のターゲット /SP/powermgmt/
budget min_powerlimit で表示できます。最大システム電
力は、Web インタフェースの「Allocated Power」プロパ
ティー、または CLI のターゲット /SP/powermgmt 
allocated_power で表示できます。
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ILOM 3.0.6 での詳細サーバー電力割当量機能

ILOM での詳細サーバー電力割当量機能には、 Time Limit と Violation Actions 
のプロパティーが含まれます。これらのプロパティー設定 (表 6-14 を参照) を使用す
ると、電力上限をどの程度厳密に適用するかを制御し、割当量に違反したときのシス
テムのアクションを設定できます。

サーバーの電力割当量は、Power Limit を超えるまでは電力上限が適用されないよ
うに設計されています。Time Limit プロパティーは、消費量が上限を超えた場合
に、電力を Power Limit 以下に制限するまでの猶予期間を指定します。システムで
は、システムのパフォーマンスに対する影響を最小にして応答性を実現するように設
定されたデフォルトの猶予期間が提供されています。Time Limit プロパティーのデ
フォルトの猶予期間を有効にすると、消費電力の突発的な増加は無視され、Power 
Limit を超える状態が継続するときにのみ電力上限が適用されます。デフォルトの
猶予期間とは異なる猶予期間を指定すると、Power Limit の超過に対する電力上限
の厳密度が上下する可能性があります。

サーバーモジュールはシャーシの CMM によって電力を割り当てられ、この割当量を
超えないようにする必要があります。サーバーモジュールの電源を投入するためには
サーバーモジュールの保証最大電力を下げる必要がある場合、またはサーバーの電力
がワット値を超えないようにするほかの管理上の理由が存在する場合があります。電
力割当量の猶予期間を「None」に設定すると、ILOM は常に電力上限を適用し、Power 
Limit を超えることはなくなりますが、パフォーマンスは制限されます。ILOM 
は、猶予期間「None」で Power Limit を確保できる場合は、新しい保証最大電力を
反映して Permitted Power プロパティーの値が下げられます。その後電力制限また
は猶予期間が増やされた場合、ラック搭載型サーバーの Permitted Power の値は増
やされます。一方、Sun Blade サーバーモジュールの Permitted Power の値は、
シャーシの CMM がサーバーモジュールへの電力供給を増やすことができる場合にの
み増やされます。

表 6-14 に、ILOM CLI または Web インタフェースで表示または設定できる詳細サー
バー電力割当量プロパティーの設定を示します。

表 6-14 ILOM 3.0.6 での詳細サーバー電力割当量プロパティー

電力割当量プロパティー 説明

Time Limit 電力使用量を制限内に設定するときの猶予期間を次の中から
指定します。

• Default － プラットフォームで選択された最適な猶予期間。

• None － 猶予期間なし。電力上限は常に適用されます。

• Custom － ユーザーが指定する猶予期間。

Violation Actions 猶予期間内に電力制限が達成できなかった場合にシステムが
実行するアクションです。「None」または「Hard Power 
Off」を設定できます。

デフォルトの設定は「None」です。
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注 – 電力上限のパフォーマンスを最善にするため、すべての詳細サーバー電力割当量
プロパティーをデフォルト値にすることをお勧めします。

Web インタフェースの「Power Management」-->「Budget」プロパティーの例を
図 6-15 に示します。

図 6-15 SP -「Power Management」-->「Budget」タブ - ILOM 3.0.6

ILOM でのサーバーおよび詳細サーバー電力割当量プロパティーの表示と設定の詳細
については、次のガイドでサーバーの電力割当量プロパティーの設定に関する節を参
照してください。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』

ILOM 3.0.8 での「Power Management」-->
「Budget」タブの「Limit」タブへの名前変更 
ILOM 3.0.6 でサーバー SP に対して使用できた「Budget」タブは、ILOM 3.0.8 では
「Limit」タブに名前が変更されました (図 6-16 を参照)。

ILOM 3.0.8 の「Limit」タブでは、「Budget」タブと同じ SP 電力上限情報がすべて
提供されます。ただし、一部の電力上限プロパティーは、ILOM 3.0.8 の「Power 
Management」-->「Limit」タブで名前が変更されています。「Limit」タブでのプロ
パティーに対する変更の詳細については、表 6-15 を参照してください。
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ILOM バージョン 3.0.8 でサーバー SP に対して使用できる新しい「Power Management」
-->「Limit」タブのプロパティーの例を、図 6-16 に示します。

表 6-15  ILOM 3.0.8 の「Limit」タブでのサーバー SP 設定の変更

「Limit」タブのプロパティーの変更 詳細 

Power Limiting 

(名前を変更されたプロパティー)
ILOM 3.0.6 の「Budget」タブの「Activation State」プロパティー 
(図 6-15 を参照) は、ILOM 3.0.8 の「Power Management」-->「Limit」
タブでは「Power Limiting」に名前が変更されました。

「Powering Limiting [] Enabled」プロパティ (図 6-16 を参照) を選
択すると、電力制限の設定が有効になります。

Status Error Message 

(「Status」プロパティーから変更)
ILOM 3.0.6 の「Budget」タブの「Status」読み取り専用プロパティー 
(図 6-15 を参照) は、ILOM 3.0.8 の「Power Management」-->「Limit」
タブまたは「Consumption」タブの新しい「Status Error Message」
に置き換えられました (図 6-16 を参照)。
新しい「Status Error Message」は、ILOM が設定されている電力制
限を達成できない場合にのみ表示されます。

Target Limit (名前を変更されたプ
ロパティー)

ILOM 3.0.6 の「Budget」タブの「Power Limit」プロパティー (図 6-15 を
参照) は、ILOM 3.0.8 の「Power Management」-->「Limit」タブでは
「Target Limit」に名前が変更されています。

「Target Limit」プロパティー (図 6-16 を参照) を使用すると、ワット
数またはパーセンテージで制限目標値を指定できます。最小システム電
力から最大システム電力の範囲の値を指定する必要があります。

Policy (名前が変更された詳細プロ
パティー)

ILOM 3.0.6 の「Budget」タブの「Time Limit」プロパティー (図 6-15 を
参照) は、ILOM 3.0.8 の「Power Management」-->「Limit」タブでは
「Policy」に名前が変更されています。

「Policy」プロパティー (図 6-16 を参照) を使用すると、適用する電力
上限のタイプを指定できます。

• Soft － Only cap if actual power exceeds Target Limit – ソフ
ト上限設定オプションを有効にすると、実電力を制限目標内に制限す
る際のの猶予期間を設定できます。

- System Default － プラットフォームが選択した最適な猶予期間です。

または

- Custom － ユーザーが指定する猶予期間です。

• Hard － Fixed cap keeps Peak Permitted power under Target 
Limit – このオプションを有効にすると、電力上限は猶予期間なしで
常に適用されます。
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図 6-16 「Power Management」-->「Limit」タブ – ILOM SP 3.0.8

電力制限設定手順の更新

ILOM で電力制限プロパティーを設定する方法の詳細については、『Oracle Integrated 
Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』のサーバー電力制限プロ
パティーの設定に関する節を参照してください。

ILOM 3.0.6 での CMM システムに対する
電源の冗長性
ILOM の CMM CLI または Web インタフェースから、次の電源冗長性オプションを
表示および設定できます。

■ Power Supply Redundancy Policy － このポリシーは、現在電力を提供している
電源の数、および電源の障害に備えて確保されている電源の数を制御します。こ
の冗長性ポリシープロパティーの値は次のように設定できます。

■ None － 電源は確保されていません。

■ n+n － 電源の半分が障害時のために確保されています。

■ Redundant Power － この値はシステムによって提供されます。使用可能な電力の
うち、割り当てられていない電力を表します。
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ILOM CLI または Web インタフェースでの CMM 電源冗長性オプションの表示また
は設定については、次のガイドで CMM 電源冗長性プロパティーの表示と設定に関す
る節を参照してください。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』

ILOM 3.0.6 でのプラットフォーム固有
の CMM 電力メトリック

注 – ILOM 3.0.10 では、CMM の「Power Metrics」タブが ILOM CLI および Web イン
タフェースから削除されました。

ILOM バージョン 3.0.6 では、一部の Oracle システムで ILOM CMM CLI または Web 
インタフェースから詳細な電力メトリックを使用できます。これらのメトリックは、
各ブレードスロットに対する最大割当済み電力値を表します。空きスロットまたは 
I/O サーバーモジュールのスロットがある場合、ILOM で表示される値は、I/O サー
バーモジュールが消費できる最大電力を表します。

使用している CMM システムがこの ILOM 3.0.6 機能をサポートするかどうかを確認
するには、サーバーまたは CMM のプラットフォーム用のILOM の補足マニュアルを
参照してください。

CMM 詳細電力メトリックをサポートする Oracle システムの場合、ILOM Web インタ
フェースの「Power Management」-->「Metrics」ページで (図 6-17)、または ILOM 
CLI のターゲット /CMM/powermgmt/advanced/BLn から、電力メトリックを表示
できます。
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図 6-17 「Power Management」-->「Metrics」ページの例
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第 7 章

ILOM のバックアップ操作と復元操作 

項目

説明 リンク

ILOM の設定管理機能につい
て学習する

• 108 ページの「ILOM の設定管理作業」

• 109 ページの「バックアップ操作と復元操作」

• 110 ページの「デフォルトにリセットする機能」

関連項目

ILOM の機能 章または節 マニュアル

• CLI • ILOM 設定のバックアップと
復元

• ILOM ファームウェアの更新

『Oracle Integrated Lights Out 
Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』
(820-7376)

• Web インタ
フェース

• ILOM 設定のバックアップと
復元

• ILOM ファームウェアの更新

『Oracle Integrated Lights Out 
Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順
ガイド』(820-7373) 

ILOM 3.0 の各種マニュアルは、次の Web サイトで入手できます。
http://docs.sun.com/app/docs/prod/int.lights.mgr30#hic
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ILOM の設定管理作業
ILOM の設定管理作業では、次のことができます。

■ リモートシステム上の XML ファイルに ILOM 設定をバックアップします。

■ バックアップファイルを使用して、バックアップした設定に ILOM を復元します。

■ バックアップファイルを使用して、バックアップした設定をほかの ILOM SP にイン
ストールします。

■ ILOM 設定をデフォルト設定にリセットします。

バックアップおよび復元機能とデフォルトにリセットする機能は、次のように組み合
わせて使用できます。

■ ILOM 設定をバックアップ XML ファイルに保存し、ILOM 設定をデフォルト設定
にリセットし、コマンド行インタフェース (command-line interface、CLI) または 
Web インタフェースを使用して新しい ILOM 設定を作成します。

■ ILOM 設定をデフォルト設定にリセットし、既知の ILOM 設定バックアップファ
イルを使用して ILOM 設定を復元します。 

■ CLI または Web インタフェースを使用して新しい ILOM 設定を作成し、ILOM 設
定をバックアップ XML ファイルに保存し、XML ファイルを編集して特定のシス
テムに固有の設定を削除し、復元操作を実行してほかのシステムにバックアップ
ファイルを読み込みます。

これらの機能について、一般的な使用例を次に説明します。

■ ILOM の設定を変更したところ、正常に動作しなくなったため、既知の良好な設定
に復元して ILOM を回復します。これを行うには、最初に ILOM 設定をデフォル
ト設定にリセットし、次に既知の良好な設定を使用して復元操作を実行します。

■ バックアップおよび復元機能を使用して、ILOM の設定をほかのシステムに複製
します。これを行うには、標準の ILOM 設定を作成し、その設定をバックアップ
し、バックアップ XML ファイルを編集して特定のシステムに固有の設定 (たとえ
ば IP アドレス) を削除し、次に復元操作を実行してほかのシステムに設定を複製
します。 

■ 最小限の ILOM 設定を作成しましたが、完了するには、多くのユーザーを設定す
る必要があります (ILOM は、サービスプロセッサごとに最大 10 個のアクティブ
ユーザーセッションをサポートしています)。同じユーザーを含む設定をすでに
バックアップしている場合は、XML ファイルを編集してユーザー情報のみが含ま
れるようにしてから復元操作を実行すれば、ユーザーアカウントを含む設定を最
小限の設定にオーバーレイできます。もう 1 つの方法として、Active Directory な
どの大規模なネットワーク設定を再利用することもできます。

Web インタフェースまたは CLI を使用して、ILOM で設定管理作業を実行できます。
これらの作業の詳細については、次の項を参照してください。

■ 109 ページの「バックアップ操作と復元操作」

■ 110 ページの「デフォルトにリセットする機能」
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バックアップ操作と復元操作

ILOM は、バックアップと復元の 2 つの操作をポートしています。

■ バックアップ操作では、現在の ILOM 設定データを XML ファイルに収集し、
そのファイルをリモートシステムに転送します。

■ 復元操作では、XML バックアップファイルを取り出し、そのファイルを使用して 
ILOM SP をバックアップした設定に復元します。

したがって、バックアップと復元を使用すると、ILOM 設定をバックアップ XML 
ファイルに保存し、あとでバックアップファイルを同じシステムに復元できます。
さらに、バックアップ XML ファイルをほかのシステムで使用する場合は、XML 
ファイルを編集して IP アドレスなどの固有の設定を削除または変更できます。
バックアップ XML ファイルは読み取り可能であり、手動で編集できます。

注意 – 編集したバックアップ XML ファイルを同じシステムに復元する場合は、
ILOM 設定をデフォルト設定にリセットする必要があります。リセットしない場合、
復元した設定により現在の設定がオーバーレイされます。編集したバックアップ・
XML ファイルを、すでに ILOM 設定があるほかのシステムに復元する場合、現在の
設定にオーバーレイする場合を除き、ILOM 設定を消去する必要があります。現在の 
ILOM 設定を消去するには、ILOM 設定をデフォルト設定にリセットする必要があり
ます。手順については、『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手
順ガイド』または『 Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 
手順ガイド』の「ILOM 設定をデフォルトにリセットする」を参照してください。

システムで設定できるすべての情報をバックアップできます。バックアップ XML 
ファイルに含まれる設定の内容は、バックアップ操作の実行に使用するユーザーアカ
ウントに割り当てられている権限で決まります。セキュリティー上の理由から、復元
操作の実行に使用するユーザーアカウントの権限が、バックアップファイルの作成に
使用したアカウントの権限より少ない場合は、一部の設定が復元されない場合があり
ます。権限不足のために復元されない設定プロパティーごとに、ログエントリが作成
されます。したがって、イベントログを調べることにより、すべての設定プロパティー
が復元されたことを確認できます。

また、権限が限定されたユーザーアカウントを使用して、バックアップ XML 
ファイルに含まれる情報量を制限することもできます。たとえば、Admin (a)、
UserManagement (u)、Console (c)、Reset and Host Control (r)、および Read 
Only (o) の役割が割り当てられたアカウントは、すべての権限を持ち、もっとも
完全な設定バックアップファイルを作成します。そのため、バックアップ操作と
復元操作を実行するときは、a、u、c、r、o の役割が割り当てられたユーザーア
カウントを使用することをお勧めします。
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設定のバックアップ操作と復元操作では、ホストオペレーティングシステムの電源状
態は変更されません。ただし、バックアップ操作または復元操作が完了するまで、
ILOM SP 上のすべてのセッションが一時的に停止します。通常、バックアップ操作
または復元操作には 2 - 3 分かかり、そのあとで、ログインしていたすべてのセッ
ションが正常に動作を再開します。

バックアップ操作と復元操作を実行し、バックアップ XML ファイルを編集する手順に
ついては、次のガイドの「ILOM 設定のバックアップと復元」を参照してください。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』 

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』 

デフォルトにリセットする機能

ILOM でデフォルトにリセットする機能を使用すると、ILOM 設定をデフォルト設定
にリセットできます。この機能を使用する場合、次の 3 つのオプションがあります。

■ All － 既存の ILOM 設定ファイルを消去する場合は、このオプションを選択しま
す。ILOM SP が再起動すると、SP のファームウェアに含まれている設定ファイル
が代わりに使用されます。

■ Factory － 既存の設定ファイルと内部ログファイルを消去する場合は、このオプ
ションを選択します。ILOM SP が再起動すると、SP のファームウェアに含まれて
いる設定ファイルが代わりに使用され、内部ログファイルが消去されます。

■ None － 以前実行したリセット操作を取り消す場合は、このオプションを選択し
ます。すでに開始したリセット操作を取り消すには、ILOM SP が再起動する前
に、None オプションを使用してリセット操作を開始する必要があります。

注 – ILOM 設定のリセットを実行する場合、ILOM SP が再起動するまで、リセット
された設定は有効になりません。

ILOM 設定をデフォルト設定にリセットする手順については、次のガイドの「ILOM 
設定をデフォルトにリセットする」を参照してください。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』 

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』
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第 8 章

ILOM ファームウェアの更新操作  

項目

説明 リンク

ILOM のファームウェアの
更新操作について学習する

• 112 ページの「ILOM ファームウェアの互換性と更新操作」

• 112 ページの「サーバー SP の ILOM 3.0 ファームウェア」

• 112 ページの「CMM の ILOM 3.0 ファームウェア」

• 113 ページの「ILOM ファームウェアの更新」

• 113 ページの「ファームウェアの更新プロセス」

• 114 ページの「ILOM ファームウェアの更新 － 設定保持オ
プション」

• 115 ページの「ネットワーク障害が発生した場合のファーム
ウェア更新セッションのトラブルシューティング」

関連項目

ILOM の機能 章または節 マニュアル

• IPMI および 
SNMP のホスト

• ILOM ファームウェア
設定の構成

『Oracle Integrated Lights Out 
Manager (ILOM) 3.0 管理プロトコルリ
ファレンスガイド』(820-7379)

• CLI および Web 
インタフェース 
(CMM のみ)

• ファームウェア更新手順 『Oracle Integrated Lights Out 
Manager (ILOM) CMM 管理ガイド － 
Sun Blade 6000/Sun Blade 6048 モジュ
ラーシステム』(821-3083)

ILOM 3.0 の各種マニュアルは、次の Web サイトで入手できます。
http://docs.sun.com/app/docs/prod/int.lights.mgr30#hic
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ILOM ファームウェアの互換性と更新操作
ILOM の最新バージョンをダウンロードしたり、サーバーまたはシャーシ監視モ
ジュール (CMM) の ILOM ファームウェア互換性を判断したりするには、次のサ
イトを参照してください。

http://www.sun.com/systemmanagement/ilom_platforms.jsp

サーバー SP または CMM の ILOM ファームウェアの管理および更新の詳細につい
ては、次のトピックを参照してください。

■ 112 ページの「サーバー SP の ILOM 3.0 ファームウェア」

■ 112 ページの「CMM の ILOM 3.0 ファームウェア」

■ 113 ページの「ILOM ファームウェアの更新」

■ 113 ページの「ファームウェアの更新プロセス」

■ 114 ページの「ILOM ファームウェアの更新 － 設定保持オプション」

■ 115 ページの「ネットワーク障害が発生した場合のファームウェア更新セッション
のトラブルシューティング」

サーバー SP の ILOM 3.0 ファームウェア

SP の ILOM 3.0 ファームウェアは、管理者が Oracle サーバーを完全自動で管理でき
るようにします。これには、サーバーの電源再投入、ネットワーク接続の設定、ユー
ザーアカウントと役割の作成および管理に加えて、サーバーコンポーネントをローカ
ルまたはリモートで監視および維持する機能が含まれます。 

CMM の ILOM 3.0 ファームウェア

CMM の ILOM 3.0 ファームウェアは、Sun Blade モジュラーシステムシャーシのす
べてのシャーシコンポーネントおよび機能の一次管理ポイントです。このファーム
ウェアは、コンポーネントの完全な監視機能と管理機能を提供します。これには、
サーバーモジュール管理やシステム電源管理に加えて、電源装置モジュール、ファン
モジュール、サーバーモジュール、ネットワークエクスプレスモジュールなどのイン
フラストラクチャーコンポーネントのホットプラグ操作が含まれます。

注 – ILOM 3.0.10 の時点で、Oracle Sun モジュラーシステムシャーシコンポーネント
のファームウェア更新を管理する新しい機能が利用できます。シャーシコンポーネン
ト用に CMM の ILOM ファームウェアを更新するための情報と手順については、
『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) CMM 管理ガイド － Sun Blade 
6000/Sun Blade 6048 モジュラーシステム』(821-3083) を参照してください。
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ILOM ファームウェアの更新

システムに最新の機能と製品拡張が確実にインストールされるようにするために、使
用可能な最新の ILOM ファームウェアリリースを使用して、システムの ILOM ファー
ムウェアを更新することを強く推奨します。 

システムのファームウェアを以前のリリースに更新することは推奨されません。ただ
し、システムで以前のバージョンのファームウェアを実行する必要があると判断した場
合は、ダウンロード可能な以前の任意のファームウェアリリースにファームウェアを更
新できます。

ILOM ファームウェアを更新する前に、サーバー SP または CMM で実行されている 
ILOM ファームウェアのバージョンを識別する必要があります。 

サーバーまたは CMM で ILOM 3.0 ファームウェアが実行されていると判断した場合
は、次の ILOM 3.0 ガイドを参照して ILOM ファームウェア更新手順を確認してくだ
さい。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 入門ガイド』

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』 

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) CMM 管理ガイド － Sun Blade 
6000/Sun Blade 6048 モジュラーシステム』

■ 使用しているサーバー用の ILOM の補足マニュアルまたは管理マニュアル

注 – ILOM 3.0 に使用されているファームウェアバージョン番号付け方式について
は、xi ページの「ILOM 3.0 ファームウェアのバージョン番号方式」を参照してく
ださい。

システムまたは CMM に ILOM 2.x がインストールされていて、以降の ILOM 2.x 
バージョンに更新する場合は、『Oracle Integrated Lights Out Manager 2.0 ユー
ザーズガイド』を参照して ILOM 2.x のファームウェア更新手順を確認する必要が
あります。 

ファームウェアの更新プロセス

Sun サーバーまたは CMM にインストールされているファームウェアバージョンを
更新するには、次の手順に従います。 

1. サーバーまたは CMM 用のファームウェアイメージを Sun プラットフォームの製品 
Web サイトからダウンロードし、TFTP サーバー、FTP サーバー、または HTTP 
サーバーに配置します。

2. プラットフォームで必要になる場合は、サーバー SP のファームウェアを変更する
前に、ホストオペレーティングシステムを停止します。
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3. Admin (a) 役割のアカウントを使用して、ILOM にログインします。

4. ILOM の CLI または Web インタフェースを使用して、サーバー SP (または CMM) 
にファームウェアイメージを読み込みます。 

5. 必要に応じて、現在の設定を ILOM に保存します。詳細は、114 ページの「ILOM 
ファームウェアの更新 － 設定保持オプション」を参照してください。

6. システムの再起動後に、適切なファームウェアバージョンがインストールされた
ことを確認します。

ILOM ファームウェアの更新 － 設定保持オプション

新しいファームウェアリリースに更新するときに、「Preserve Configuration」オプ
ションが有効な場合、既存の設定が ILOM に保存され、更新プロセスが完了すると
設定が復元されます。 

注 – 設定という用語は、ILOM でユーザーによって構成された設定を指します。これ
らの設定には、ユーザー管理設定、SP ネットワーク設定、シリアルポート設定、警告
管理設定、リモート管理設定などがあります。

以前のファームウェアリリースに更新する場合、ILOM がそのリリース用に保持され
ている設定を検出すると、「Preserve Configuration」オプションが有効であれば、
更新プロセスの完了後に以前のリリースの設定に戻ります。 

たとえば、システムファームウェアを 3.0 から 2.0 に更新する場合、更新プロセス中
に「Preserve Configuration」を有効にすると、ILOM は次のように動作します。

■ 2.0 設定のスナップショットがシステムで以前に保持されていたかどうかを確認し
ます。 

■ 2.0 設定のスナップショットを検出した場合、更新プロセスの完了後にそのスナッ
プショットを復元します。 

ただし、この例では、ILOM が 2.0 設定のスナップショットを検出できない場合、更新
プロセスは停止し、次のエラーが報告されます。

The configuration matching the version cannot be restored. 
Please retry without preserving config.

Firmware image update failed

load: Command Failed

->

先に進むには、更新プロセスを再び開始し、「Preserve Configuration」オプションを
選択しないようにします。更新が完了し、システムが再起動すると、ILOM のデフォ
ルト設定が使用されます。
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ネットワーク障害が発生した場合のファームウェ
ア更新セッションのトラブルシューティング

ILOM の Web インタフェースまたは CLI を使用してファームウェア更新プロセスを
実行しているときにネットワーク障害が発生した場合、ILOM は再起動しません。
システムを再起動しないでください。代わりに、次の手順に従います。 

1. ネットワークの問題を見つけて修復します。 

2. ILOM SP に再接続します。 

3. 更新プロセスを再開します。 
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第 9 章

リモートホスト管理オプション

項目

説明 リンク

リモート管理オプションを
確認する

• 118 ページの「サーバー SP リモート管理オプション」

リモートサーバーの電源状態
の制御について

• 118 ページの「リモート電源制御」

ローカルシステム上の CLI 
からリモートホストサーバー
へのストレージメディアのリ
ダイレクトについて学習する

• 119 ページの「Storage Redirection CLI」
• 119 ページの「初回のアクセス」

• 120 ページの「Storage Redirection CLI のアーキテク
チャー」

• 121 ページの「デフォルトのネットワーク通信ポート」

ローカルシステム上の Web 
インタフェースからリモート
ホストサーバーへのデバイス 
(キーボード、ビデオディスプ
レイ、マウス、ストレージ) 
のリダイレクトについて学習
する

• 121 ページの「Oracle ILOM リモートコンソール」

• 123 ページの「1 台構成または複数台構成のリモートホス
トサーバー管理ビュー」

• 124 ページの「インストール要件」

• 125 ページの「ネットワーク通信ポートとプロトコル」

• 125 ページの「サインイン認証の必要性」

• 126 ページの「CD とフロッピーディスクのリダイレクト
処理のシナリオ」

ILOM リモートコンソールの
セキュリティ保護について学
習する

• 127 ページの「ILOM リモートコンソールコンピュータの
ロック」

x86 システム SP 上のホスト
起動デバイスの制御について
学習する

• 129 ページの「ホスト制御 － x86 システムの起動デ
バイス」

SPARC サーバー上の論理ド
メイン (LDom) 構成について
学習する

• 130 ページの「SPARC サーバーでの LDom 構成に関する 
ILOM 操作」
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サーバー SP リモート管理オプション
ILOM 3.0 には、次のリモート管理オプションがあります。

■ 118 ページの「リモート電源制御」

■ 119 ページの「Storage Redirection CLI」 

■ 121 ページの「Oracle ILOM リモートコンソール」

■ 127 ページの「ILOM リモートコンソールコンピュータのロック」

■ 129 ページの「ホスト制御 － x86 システムの起動デバイス」

■ 130 ページの「SPARC サーバーでの LDom 構成に関する ILOM 操作」

各リモート管理オプションについての情報を次に示します。

リモート電源制御
ILOM では、すべての Oracle Sun サーバーのリモート電源状態に、 ILOM CLI また
は Web インタフェースからアクセスできます。このオプションを使用すると、リ
モートホストサーバーまたはシャーシの電源状態を制御できます。 

管理対象デバイスの電源状態のリモート管理については、次のいずれかのガイドで、
ホストのリモート電源状態の管理に関する節を参照してください。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』

関連項目

ILOM の機能 章または節 マニュアル

• CLI • リモートホストの電源状態
とストレージリダイレクト
の管理

『Oracle Integrated Lights Out 
Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』
(820-7376)

• Web インタ
フェース

• リモートホストの電源状態
とリダイレクトの管理

『Oracle Integrated Lights Out 
Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順
ガイド』(820-7373)

ILOM 3.0 の各種マニュアルは、次の Web サイトで入手できます。
http://docs.sun.com/app/docs/prod/int.lights.mgr30#hic
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Storage Redirection CLI
ILOM の Storage Redirection CLI は、Oracle Sun x86 プロセッサベースのすべての
サーバーでサポートされています。また、この CLI は、SPARC プロセッサベースの
一部のサーバーでサポートされています。ただし、Storage Redirection CLI は、
ILOM 2.0 を実行する Sun サーバー SP やシャーシ監視モジュール (CMM) ではサポー
トされていません。また、ILOM 3.0 を実行する CMM でもサポートされていません。
ただし、CMM Web インタフェースには、Storage Redirection サービスおよびクライ
アント CLI ツールへのダウンロードリンクが依然として表示されます。このサービス
とクライアントツールをマシンにダウンロードして実行すると、ILOM 3.0 を実行する
サーバーモジュールへのストレージリダイレクトに使用できるようになります。

Storage Redirection CLI を使用すると、ローカルクライアント上のストレージデバイ
ス (CD/DVD または ISO イメージ) が、リモートホストサーバーに直接接続されてい
るかのように動作します。たとえば、リダイレクト機能を使用して、次の操作をロー
カルで実行できます。

■ Oracle ILOM リモートコンソールアプリケーションを起動せずに、ストレージデバ
イスまたはイメージをデスクトップからリモート SP ホストへ直接マウントします。

■ メディアをリダイレクトし、/SP/console を使用してテキストベースのコンソー
ル通信を行います。

■ 複数の SP ホストサーバーでストレージリダイレクトを開始および停止するスクリ
プトを記述します。

注 – Storage Redirection CLI は、リモートメディア制御にのみ使用できます。リモー
トホストサーバー上のほかのデバイス (キーボード、ビデオディスプレイ、マウスな
ど) をリモートから管理する必要がある場合は、Sun ILOM リモートコンソールを使用
する必要があります。Oracle ILOM リモートコンソールの詳細については、121 ペー
ジの「Oracle ILOM リモートコンソール」を参照してください。

Storage Redirection CLI を起動および使用する手順については、『Oracle Integrated 
Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』にある「リモートホストのストレー
ジリダイレクトの管理」を参照してください。

初回のアクセス

初めて Storage Redirection CLI にアクセスするときは、ILOM Web インタフェース
にサインインしてサービスとクライアントをインストールする必要があります。サー
ビスとクライアントをシステムにインストールしたら、コマンドウィンドウまたは端
末から直接サービスを開始し、Storage Redirection CLI を起動できます。
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注 – あるいは、ILOM Web インタフェースから直接サービスを開始することもでき
ます。サービスをインストールせずに ILOM Web インタフェースからサービスを開
始する場合は、コマンドウィンドウまたは端末から Storage Redirection CLI を起動
する前に、ILOM Web インタフェースにアクセスしてサービスを開始する必要があ
ります。サービスをインストールまたは開始する方法の詳細については、『Oracle 
Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』の「リモートホストの
管理」を参照してください。

Storage Redirection CLI のアーキテクチャー

Storage Redirection CLI は、Java Web Start サービスと、スクリプト可能な Java コ
マンド行クライアントから構成されます。サービスの開始とクライアントの初期イン
ストールは、ILOM Web インタフェースから実行する必要があります。Storage 
Redirection サービスは、ローカルクライアントのバックグラウンドで動作し、ロー
カルクライアントとリモートホストサーバー間の接続を確立します。接続が確立され
ると、コマンドウィンドウまたは端末から Storage Redirection CLI をローカルで起
動できます。Storage Redirection CLI を使用すると、ストレージリダイレクトを開始
および停止するコマンドをサービスへ発行できます。

図 9-1 Storage Redirection のサービスとクライアント

図の説明

1 Storage Redirection コマンド行クライアントを実行するローカルクライアント

2 ローカルクライアントで実行されている Storage Redirection サービス 

3 リモートホストサーバー
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注 – ローカルシステムで同時に実行できる Storage Redirection サービスのインスタン
スは 1 つだけです。ただし、ローカルのコマンドウィンドウまたは端末から Storage 
Redirection コマンド (-jar StorageRedir.jar) を発行すると、複数の Storage 
Redirection CLI を起動できます。

ILOM で Storage Redirection 機能を起動および使用する手順については、『Oracle 
Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』の「リモートホストの
ストレージリダイレクトの管理」を参照してください。

デフォルトのネットワーク通信ポート

Storage Redirection CLI で使用されるデフォルトの通信ポートは 2121 です。このデ
フォルトのソケットポートを使用して、Storage Redirection CLI はネットワーク経由
でリモートホストサーバーの SP と通信します。デフォルトのネットワークポートを
変更する必要がある場合は、Jnlpgenerator-cli ファイルを編集して、デフォル
トのポート番号 (2121) を手動でオーバーライドする必要があります。

Jnlpgenerator-cli ファイルで参照されているネットワークポート番号を編集す
る方法の詳細については、『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 
手順ガイド』の「ストレージリダイレクトのデフォルトネットワークポート 2121 を
変更する」を参照してください。

Oracle ILOM リモートコンソール
Oracle ILOM リモートコンソールは、Sun x86 プロセッサベースのすべてのサーバー
でサポートされています。また、SPARC プロセッサベースの一部のサーバーでもサ
ポートされています。Oracle ILOM リモートコンソールは、ILOM Web インタ
フェースから起動できる Java アプリケーションです。Oracle ILOM リモートコン
ソールを使用する場合、リモートホストサーバー上の次のデバイスをリモートからリ
ダイレクトおよび制御できます。

■ Keyboard (キーボード)

■ Mouse (マウス)

■ ビデオコンソールディスプレイ 

■ ストレージデバイスまたはイメージ (CD/DVD、フロッピーデバイス、ISO イ
メージ)

Oracle ILOM リモートコンソールを使用すると、ローカルクライアント上のデバイ
スをリモートホストサーバーに直接接続されているかのように動作させることができ
ます。たとえば、リダイレクト機能を使用して、次の操作を実行できます。 
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■ ローカルメディアドライブから遠隔ホストサーバーにソフトウェアをインストー
ルします。

■ 遠隔ホストサーバー上のコマンド行ユーティリティーをローカルクライアントか
ら実行します。

■ ローカルクライアントから遠隔ホストサーバー上の GUI ベースのプログラムにア
クセスし、実行します。

■ サーバーの機能をローカルクライアントからリモートで設定します。

■ サーバーのポリシーをローカルクライアントからリモートで管理します。

■ サーバーの要素をローカルクライアントからリモートで監視します。

■ リモートホストサーバーから通常実行可能なソフトウェアタスクのほとんどすべ
てを、ローカルクライアントから実行します。 

Oracle ILOM リモートコンソールは、ビデオとシリアルコンソールの 2 つのリダイ
レクト方法をサポートします。ビデオリダイレクトは、Sun x86 プロセッサベースの
すべてのサーバーと Sun SPARC プロセッサベースの一部のサーバーでサポートされ
ています。シリアルコンソールリダイレクトは、SPARC プロセッサベースのすべて
のサーバーでサポートされています。シリアルコンソールリダイレクトは、現在、
x86 プロセッサベースのサーバーではサポートされていません。

Oracle ILOM リモートコンソールを使用してホストデバイスをリダイレクトする手順に
ついては、『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガ
イド』の「リモートホストの電源状態とリダイレクトの管理」を参照してください。

ILOM リモートコンソールの国際キーボードのサ
ポート 
ILOM 3.0.9 以降の ILOM リモートコンソールでは、次の国際キーボードのすべての
文字の使用がサポートされます。

■ スウェーデン語キーボード

■ スイス系フランス語キーボード

■ フィンランド語キーボード

注 – ILOM 3.0.9 より前の ILOM リモートコンソールでは、これらのキーボードの国
際文字すべての使用はサポートされていませんでした。
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1 台構成または複数台構成のリモートホストサー
バー管理ビュー 
Oracle ILOM リモートコンソールは、1 台構成および複数台構成のリモートサーバー
管理ビューをサポートしています。 

1 台構成および複数台構成のサーバー管理ビューは、現在、x86 プロセッサベースの
すべてのサーバーと、SPARC ベースの一部のサーバーでサポートされています。

■ 1 台構成のリモートサーバー管理ビュー － Oracle ILOM リモートコンソールを起
動して、1 つのウィンドウから 1 台のリモートホストサーバーを管理し、リモート
のキーボード、ビデオ、マウス、ストレージ (KVMS) 機能を利用できます。 

1 台構成のリモートサーバー管理ビューは、どのサーバー SP の IP アドレスに接
続する場合にもサポートされます。 

図 9-2 1 台構成のサーバー管理ビュー

■ 複数台構成のリモートサーバー管理ビュー － Oracle ILOM リモートコンソールを
起動して、複数のリモートホストサーバービューを管理できます。 

複数台構成のリモートサーバー管理ビューは、(1) 別のリモートホストサーバーを
管理する新しい Oracle ILOM リモートコントロールセッションを追加する場合、
(2) x86 シャーシ管理モジュール (CMM) に関連付けられた IP アドレスに接続する
場合のいずれかでサポートされます。
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図 9-3 複数台構成のサーバー管理ビュー

インストール要件

Oracle ILOM リモートコンソールでは、追加のハードウェアまたはソフトウェアをイン
ストールする必要がありません。これは ILOM ソフトウェアに組み込まれています。た
だし、Oracle ILOM リモートコンソールを実行するには、JRE 1.5 以降 (Java 5.0 以降) の
ソフトウェアがローカルクライアントにインストールされている必要があります。Java 
1.5 Runtime Environment をダウンロードするには、http://java.com にアクセスし
てください。

さらに、Oracle ILOM リモートコンソールは、次の表に示すオペレーティングシス
テム、Web ブラウザ、および JVM を搭載したローカルクライアントでサポートされ
ています。

表 9-1 サポートされているオペレーティングシステム、Web ブラウザ、および JVM

オペレーティングシステム Web ブラウザ Java 仮想マシン (JVM)

Oracle Solaris (9 および 10) • Mozilla 1.7.5 以上

• Firefox 1.0 以上

• 32 ビット JDK

Linux (Red Hat、SuSE、Ubuntu、Oracle) • Mozilla 1.7.5 以上

• Firefox 1.0 以上

• Opera 6.x 以上

• 32 ビット JDK

Microsoft Windows (98、2000、XP、Vista) • Internet Explorer 6.0 以上

• Mozilla 1.7.5 以上

• Firefox 1.0 以上

• Opera 6.x 以上

• 32 ビット JDK
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ネットワーク通信ポートとプロトコル

Oracle ILOM リモートコンソールは次のネットワークポートとプロトコルを使用して、
リモートホストサーバーの SP と通信します。

サインイン認証の必要性

ILOM Web インタフェースから Oracle ILOM リモートコンソールを起動するとき
は、Admin (a) の役割または Console (c) の役割のアカウントを使用してサインイン
する必要があります。そのあとは、リダイレクトの開始、リダイレクトの停止、また
はリダイレクトの再起動のいずれかを実行するたびに、プロンプトに対して Admin 
の役割または Console の役割のアカウントを入力する必要があります。 

注 – ILOM でシングルサインオン機能が無効になっている場合は、Admin (a) また
は Console (c) の役割権限を持つユーザーに対して、ログインダイアログを使用して
再び ILOM にサインインするように求めるプロンプトが表示されます。シングルサ
インオン機能の追加情報については、38 ページの「シングルサインオン」を参照し
てください。

表 9-2 SP ILOM リモートコンソールのネットワークポートとプロトコル

Port プロトコル SP の ILOM リモートコンソール

5120 TCP CD

5123 TCP フロッピーディスク

5121 TCP キーボードおよびマウス

5556 TCP リダイレクト認証

7578 TCP Video (ビデオ)

7579 TCP SPARC サーバーのみ
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CD とフロッピーディスクのリダイレクト処理の
シナリオ

表 9-3 に、リモートコンソールセッション中のさまざまな事例でのシナリオと、それ
ぞれのシナリオでの CD ドライブまたはフロッピーディスクドライブのリダイレクト
機能の予想される動作を記載します。 

表 9-3 DVD ドライブとフロッピーディスクドライブを使用したリモートコンソールの操作

事例  ステータス  リモートホストから見た DVD  リモートホストから見たフロッピーディスク

1 リモートコンソールアプリ
ケーションが起動していな
い、またはリモートコンソー
ルは起動しているが DVD また
はフロッピーディスクのリダ
イレクトが起動していない

DVD デバイスあり。ホストが
問い合わせるたびに、メディア
がないことを示すインジケー
ションが ILOM からホストに
送信されます。

フロッピーディスクデバイスあり。
ホストが問い合わせるたびに、メ
ディアがないことを示すインジケー
ションが ILOM からホストに送信さ
れます。

2 リモートコンソールアプリ
ケーションが、ドライブに
メディアがない状態で起動
している

DVD デバイスあり。ホストが自
動的に、またはホストのデバイ
スにアクセスする際に問い合わ
せるたびに、遠隔クライアント
は状態メッセージ状態メッセー
ジを送付します。この場合に
は、メディアがないため、状態
はメディアなしになります。

フロッピーディスクデバイスあり。
ホストが問い合わせると (たとえば、
ドライブをダブルクリックした場合)、
遠隔クライアントは状態メッセージを
送付します。この場合には、メディア
がないため、状態はメディアなしにな
ります。

3 リモートコンソールアプリ
ケーションがメディアなし
で起動し、そのあとにメディ
アを挿入する

DVD デバイスあり。ホストが 
(自動または手動で) 問い合わせ
ると、遠隔クライアントはメ
ディアありの状態メッセージを
送信し、さらにメディア変更を
知らせます。 

フロッピーディスクデバイスあり。
ホストが (手動で) 問い合わせると、
遠隔クライアントはメディアありの
状態メッセージを送信し、さらにメ
ディア変更を知らせます。

4 リモートコンソールアプリ
ケーションが、メディアが挿
入された状態で起動している

事例 3 と同じ。 事例 3 と同じ。

5 リモートコンソールアプリ
ケーションが、メディアが挿
入された状態で起動し、その
あとにメディアを取り出す

ホストからの次のコマンドは、
メディアなしを知らせる状態
メッセージを受け取ります。

ホストからの次のコマンドは、メ
ディアなしを知らせる状態メッセー
ジを受け取ります。

6 リモートコンソールアプリ
ケーションが、イメージリダ
イレクトで起動している

事例 3 と同じ。 事例 3 と同じ。
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ILOM リモートコンソールを起動および使用する手順については、次のいずれかのガ
イドで、リモートホストの管理に関する節を参照してください。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』

ILOM リモートコンソールコンピュータ
のロック
ILOM 3.0.4 以降では、ILOM リモートコンソールでロック機能を使用できます。ロック
機能を使用すると、ILOM リモートコンソールセッションを終了するときにコンピュー
タをロックできるため、システムのセキュリティが強化されます。具体的には、ILOM 
リモートコンソールセッションを終了するとき、またはサーバーへの管理対象ネット
ワーク接続が切断されたときに、ロックが実行されます。

Windows オペレーティングシステムを実行しているホストの場合、ILOM で 
Windows をオプションとして選択することにより、コンピュータのロック機能を
有効にできます。Windows ロックモードオプションは、Windows オペレーティン
グシステムをロックする標準の Windows キーボードショートカット (Ctrl + Alt + 
Del キー) と連係して機能します。

Solaris または Linux オペレーティングシステムを実行している場合は、ILOM でカ
スタムロックモード機能を実装することにより、ILOM リモートコンソール終了時に
コンピュータのロック動作を実行できます。 

7 リモートコンソールアプリ
ケーションがイメージで起動
したが、リダイレクトが停止
している (これは ISO リダイレ
クトを停止する唯一の方法)

ドライバは、DVD リダイレクト
が停止していることを知ってい
るため、次のホストの問い合わ
せにメディアがないことを示す
状態を送信します。

ドライバは、DVD リダイレクトが停
止していることを知っているため、次
のフロッピーディスクの問い合わせに
メディアがないことを示す状態を送信
します。

8 ネットワーク障害 ソフトウェアにキープアライブの
メカニズムがあります。ソフト
ウェアが、通信がないためにキー
プアライブ障害を検出して、クラ
イアントから反応がないものと想
定し、ソケットを閉じます。ドラ
イバはメディアなしの状態をホス
トへ送信します。

ソフトウェアにキープアライブのメ
カニズムがあります。ソフトウェア
は、反応のないクライアントを検出
してソケットを閉じると同時に、遠
隔接続が消失したことをドライバに
知らせます。ドライバはメディアな
しの状態をホストへ送信します。

9 クライアントがクラッシュする 事例 8 と同じ。 事例 8 と同じ。

表 9-3 DVD ドライブとフロッピーディスクドライブを使用したリモートコンソールの操作 (続き)

事例  ステータス  リモートホストから見た DVD  リモートホストから見たフロッピーディスク
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ILOM のカスタムロックモード機能を使用すると、実行しているホストオペレーティン
グシステムの定義済みキーボードショートカットに関連付けられたシステム動作を実行
できます。ILOM でカスタムキーボードショートカット動作を実行するにはキーボード
ショートカットを使用してホストオペレーティングシステム上で実行する動作を最初に
定義する必要があります。次に、定義した動作を ILOM リモートコンソール終了時に実
行するには、ILOM のカスタム KVMS ロックモード機能で OS のキーボードショート
カットパラメータを指定する必要があります。

ILOM リモートコンソールのロックオプションを
有効にする場合の特別な考慮事項

ILOM で KVMS モードオプションを有効にする前に、表 9-4 に示す特別な考慮事項を
確認してください。

表 9-4 リモートコンソールのロックオプションを有効にする場合の特別な考慮事項

特別な考慮事項 説明

ロックオプションを
設定するには、
Console ユーザーの
役割が必要です。

ILOM で ILOM リモートコンソールのロックオプションを有効に
するには、Console (c) の役割権限がユーザーアカウントに関連付
けられている必要があります。

ILOM での Console 権限を持つユーザーアカウントの設定に関す
る詳細は、ILOM 3.0 の各種マニュアルのユーザー管理の節を参照
してください。

カスタムロックモー
ド機能を実行するに
は、OS 上でキー
ボードショートカッ
トが事前に定義され
手いる必要があり
ます。

ILOM で ILOM リモートコンソール接続切断時のカスタムキー
ボードショートカットを有効にする前に、ホストオペレーティン
グシステムでキーボードショートカットの動作を定義しておく必
要があります。 
ホストオペレーティングシステムでキーボードショートカットを
作成する手順については、オペレーティングシステムに付属のマ
ニュアルを参照してください。

カスタムロックモー
ド機能は、最大 4 つ
の修飾子と 1 つの
キーを使用して定義
できます。 

ILOM でカスタムロックモード機能を指定する場合、最大 4 つの
修飾子と 1 つのキーを指定できます。OS の定義済みキーボード
ショートカットと一致させるために使用できる、サポートされて
いる修飾子とキーのリストは、CLI KVMS ヘルプと Web インタ
フェースの KVMS ページの両方に記載されています。

複数の ILOM リ
モートコンソール
セッションを実行し
ている場合のロック
の動作。 

同じ SP で複数の ILOM リモートコンソールセッションが開かれ
ている場合、Windows のロック、または ILOM で設定したカスタ
ムのキーボードショートカット動作は、最後の SP ILOM リモート
コンソールセッション終了時に実行されます。
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ILOM でリモートコンソールのロックオプションを設定する方法については、次のい
ずれかのガイドで、リモートホストの管理に関する節を参照してください。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』

ホスト制御 － x86 システムの起動デバ
イス
ILOM 3.0.3 では、CLI および Web インタフェースでホスト制御機能を使用し、BIOS 
起動デバイスの順序をオーバーライドするホストの起動デバイス設定を選択できま
す。この機能によって、CLI および Web インタフェースに既存の IPMI インタフェー
スとの互換性が備わります。

起動デバイスのオーバーライド機能の主な目的は、管理者がサーバーの BIOS 起動順
序の設定を一度に手動でオーバーライドできるようにすることです。管理者はこの機
能を使用して、PXE 起動環境などの別のデバイスから起動するようにマシンまたは
マシンのグループを簡単に設定できます。

ホスト制御の起動デバイス設定は、Oracle Sun x86 システム SP の ILOM で指定でき
ます。この機能は CMM ではサポートされていません。SPARC システムサーバー SP 
固有の ILOM でのホスト制御の設定については、ILOM の補足マニュアルまたはシ
ステムに付属のプラットフォームの管理マニュアルを参照してください。

x86 システム SP の ILOM でホスト制御の起動設定を使用する方法については、次に
示す ILOM ガイドのリモート管理オプションの手順を参照してください。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』
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SPARC サーバーでの LDom 構成に関する 
ILOM 操作
ILOM を使用して、格納されている論理ドメイン (LDom) がある SPARC サーバー上
で次のタスクを実行できます。

SPARC サーバーで LDom 構成を表示および設定する方法については、次の ILOM ガ
イドを参照してください。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』の第 12 章

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順ガイド』
の第 12 章

タスク サポートされている ILOM ポイントリリース

ホストの SPARC T3 シリーズサーバーから、格納
されている LDom 構成について、ILOM CLI の
ターゲットとプロパティーを表示します。

• 3.0.12 (CLI のみ)
• 3.0.14 (CLI と Web インタフェース) 

ホスト SPARC サーバーで、サーバーの起動時に
使用する格納されている LDom 構成を指定します。

• 2.0.0 (CLI と Web インタフェース)

ホスト SPARC サーバーから、コントロールドメ
インの起動プロパティーの値を有効 (デフォルト) 
または無効にします。

• 2.0.0 (CLI と Web インタフェース)
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第 10 章

x86 および SPARC システムのリ
モートホスト診断

項目

説明 リンク

x86 システムまたは SPARC 
システムの診断テストについ
て学習する

• 132 ページの「診断」

Oracle の保守担当者がシステ
ムの問題を診断するために使
用するデータを収集する

• 135 ページの「システムの問題を診断するための SP デー
タの収集」

関連項目

ILOM の機能 章または節 マニュアル

• CLI • x86 システムのハードウェ
ア問題の診断

• SPARC システムのハード
ウェア問題の診断

• システムの問題を診断する
ための SP データの収集

『Oracle Integrated Lights Out 
Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』
(820-7376)

• Web インタ
フェース

• x86 システムのハードウェ
ア問題の診断

• SPARC システムのハード
ウェア問題の診断

• システムの問題を診断する
ための SP データの収集

『Oracle Integrated Lights Out 
Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順
ガイド』(820-7373)

ILOM 3.0 の各種マニュアルは、次の Web サイトで入手できます。
http://docs.sun.com/app/docs/prod/int.lights.mgr30#hic
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診断
すべての診断の目的は同じです。それは、一部のコンポーネントを刺激し、テスト
時のコンポーネントの動作を監視して、動作が予想どおりであるかを判断することで
す。動作が予想どおりでない場合、診断ツールは、可能性のあるエラーの原因を特定
し、明確なメッセージまたは通知をユーザーに送信することができます。

ILOM の診断設定オプションには、ILOM Web インタフェースの「Remote Control」
--> 「Diagnostics」タブから、または CLI 使用してアクセスできます。

サーバープラットフォームが次の診断オプションをサポートしているかどうかについ
ては、使用しているプラットフォームの ILOM の補足マニュアルまたは管理マニュ
アルを参照してください。

■ 132 ページの「PC-Check (x86 システム)」

■ 133 ページの「NMI の生成 (x86 システム)」

■ 133 ページの「SPARC システムの診断設定」

これらの各診断オプションに関する情報は次のとおりです。

PC-Check (x86 システム)
PC-Check は、システムのサービスプロセッサ (SP) ファームウェアに統合される 
DOS ベースのユーティリティーです。このユーティリティーには、ILOM からアク
セスできます。また、サーバーの Tools and Drivers DVD からこのユーティリティー
にアクセスして実行することもできます。PC-Check は、すべてのマザーボードコン
ポーネント (CPU、メモリー、I/O)、ポート、およびスロットをテストします。有効
になっている場合、ホストの電源投入時にこのユーティリティーが実行されます。
ILOM では、PC-Check ユーティリティーはデフォルトで無効になっています。

PC-Check には、ILOM Web インタフェースまたは ILOM CLI のいずれかを通じて
実行できる 4 つの動作モードがあります。これらのモードは、次のとおりです。

■ Enabled － ホストの起動時に PC-Check 診断テストを実行する場合は、このモー
ドを選択します。システムの品質を保証するために、このモードは基幹業務のアプ
リケーションよりも前に実行することをお勧めします。このモードは、ユーザーの
介在なく、事前定義されたテストスイートを実行し、完了時には、BIOS 起動優先
順位リストに基づいて、続けて次のデバイスを起動します。また、このモードは現
場での初回設置時のクイックテストとしても推奨されています。これらの基本診断
テストの実行には、通常、5 分ほどかかります。
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■ Extended － ホストの起動時に拡張 PC-Check 診断テストを実行する場合は、この
モードを選択します。このモードは、システムの最初の設置時に実行することを
お勧めします。このモードは、システムが物理的な損傷なく輸送されたことを確
認するために、包括的なテストスイートを実行します。また、このモードは、シ
ステム構成を物理的に変更したときは必ず実行する必要があります。それによ
り、本稼働のオペレーティングシステムとアプリケーションを実行する前に、新
たに追加されたコンポーネントが正しく取り付けられていることを確認します。
これらの拡張診断テストの実行には、通常、20 - 40 分かかります。

■ Manual － ホストの起動時に、選択した PC-Check 診断テストを実行する場合は、
このモードを選択します。このモードを使用すると、PC-Check のメニューから
個々のテストを選択するか、使用可能な事前定義されたテストスイートを
「Immediate Burn-in test」メニューで選択することができます。

■ Disabled － ホストの起動時に PC-Check 診断テストを実行しない場合は、この
モードを選択します。これは、システムが到着した時点のデフォルトのモードで
す。診断テストの実行を完了したときは、PC-Check を Disabled モードに設定し
ます。

特定のテストスイートの詳細と、PC-Check 診断ユーティリティーの詳しい実行手順
については、『Oracle x86 サーバー診断ガイド』 (821–2218) を参照してください。

NMI の生成 (x86 システム)
CLI または Web インタフェースを使用して、ホストオペレーティングシステムにマス
ク不可能割り込み (non-maskable interrupt、NMI) を送信できます。ホストに NMI を
送信すると、ホストが応答を停止し、外部デバッガからの入力を待機する場合があり
ます。

SPARC システムの診断設定

ILOM を使用する Sun SPARC システムでは、診断モードを有効にし、診断のトリ
ガー、レベル、および診断出力の詳細度を指定できます。SPARC プラットフォーム
の診断の詳細については、プラットフォームに固有のサービスマニュアルを参照して
ください。
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ILOM Web インタフェースに対する x86 サーバーおよび SPARC サーバーの診断ペー
ジの例を次に示します。

図 10-1 x86 システムの診断ページ 

図 10-2 SPARC サーバーの診断ページ
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システムの問題を診断するための SP 
データの収集
ILOM サービススナップショットユーティリティーを使用すると、サーバープロセッ
サの任意の時点でのスナップショットを作成できます。このユーティリティーは、
ILOM CLI または Web インタフェースから実行できます。

注意 – ILOM サービススナップショットユーティリティーの目的は、Oracle の保守
担当者がシステムの問題の診断に使用するデータを収集することです。Oracle の保
守担当者からの依頼がないかぎり、ユーザーはこのユーティリティーを実行しないで
ください。

ILOM サービススナップショットユーティリティーは、SP 状態データを収集します。こ
のユーティリティーは、ログファイルを収集し、各種コマンドを実行してその出力を収
集し、この収集データをユーザーが定義した場所にダウンロードファイルとして送信し
ます。

ILOM 3.0.3 の時点で、スナップショットユーティリティーから FRUID データセット
オプションを使用できます。具体的には、このオプションにより、保守担当者はサー
バーにインストールされている現場交換可能ハードウェアに関するバイナリ形式の
データを分析できます。ユーザーは、認可された保守担当者からの指示がないかぎ
り、この FRUID オプションを使用しないでください。
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付録 A

動的 DNS の設定例

この付録では、一般的な顧客インフラストラクチャーで動的ドメインネームサービス 
(DDNS) を設定する方法について説明します。ここで示す説明および設定例は、ILOM 
やサービスプロセッサ (SP) に影響を与えません。

この付録では、次のトピックについて説明します。

■ 137 ページの「動的 DNS の概要」

■ 139 ページの「動的 DNS の設定例」

動的 DNS の概要
DDNS を設定すると、新しい ILOM システムのインストール時にホスト名と IP アド
レスが自動的に割り当てられます。したがって DDNS を設定すると、クライアント
はホスト名または IP アドレスを使用して、ネットワークに追加された任意の ILOM 
SP にアクセスできるようになります。

デフォルトでは、ILOM システムは動的ホスト設定プロトコル (DHCP) が有効になった
状態で出荷されているので、DHCP を使用して SP のネットワークインタフェースを構
成できます。DDNS により、DHCP をさらに利用して、ネットワークに追加され DHCP 
により設定された ILOM システムのホスト名を DNS サーバーで自動的に認識すること
ができます。

注 – ILOM に 3.0 リリースで追加されたドメインネームサービス (DNS) のサポートに
より、ILOM のコマンド行インタフェース (CLI) やその他のユーザーインタフェース
で、NTP サーバー、ログサーバー、ファームウェアアップグレードサーバーなどのホ
ストをホスト名または IP アドレスで参照することができます。この付録で説明する 
DDNS サポートにより、SP を手動で設定せずにホスト名で参照することができます。
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ILOM システムには、接頭辞、ハイフン、および ILOM SP の製品シリアル番号で構成
される既知のホスト名が割り当てられます。ラック搭載型システムとサーバーモジュー
ルの場合、ホスト名は、接頭辞 SUNSP と製品シリアル番号で構成されます。複数の
シャーシ監視モジュール (CMM) を備えたサーバーシャーシの場合、各 CMM のホス
ト名は、接頭辞 SUNCMMn (n は 0 または 1) と製品シリアル番号で構成されます。た
とえば、製品シリアル番号が 0641AMA007 の場合、ラック搭載型システムまたはサー
バーモジュールのホスト名は SUNSP-0641AMA007 になります。2 つの CMM を備え
たサーバーシャーシの場合、CMM のホスト名は SUNCMM0-0641AMA007 と 
SUNCMM1-0641AMA007 になります。

DDNS を設定すると、SP/DHCP/DNS トランザクションが自動的に実行されて、新
しいホスト名と関連する IP アドレスが DNS データベースに追加されます。各トラン
ザクションは次のステップで構成されます。

1. ILOM が、適切な接頭辞と製品シリアル番号を使用して SP のホスト名を作成し、
ILOM SP が、そのホスト名を DHCP 要求の一部として DHCP サーバーに送信し
ます。 

2. 要求を受信した DHCP サーバーは、使用可能なアドレスのプールから ILOM SP に 
IP アドレスを割り当てます。 

3. 次に、DHCP サーバーは DNS サーバーに更新を送信して、新たに構成された 
ILOM SP のホスト名と IP アドレスを通知します。

4. DNS サーバーは、新しい情報でデータベースを更新し、SP/DHCP/DNS トランザ
クションを完了します。

特定のホスト名について SP/DHCP/DNS トランザクションが完了すると、クライアン
トはそのホスト名を使用して DNS 要求を行うことができ、DNS は割り当てられた IP 
アドレスを返します。

特定の ILOM SP のホスト名を決定するには、SP の外側の製品シリアル番号を確認
し、前述のようにその製品シリアル番号と適切な接頭辞を組み合わせます。また、
サーバーログで DNS ゾーン更新メッセージを調べてホスト名を判断することもでき
ます。 

注 – CLI を使用して、SP のホスト名をデフォルト以外の名前に変更できます。ただし、
ホスト名をデフォルト以外の名前に変更した場合、クライアントはそのホスト名を使用
して DNS で SP を参照する必要があります。

DNS 情報は、DHCP リースの更新によって IP アドレスが変更されたときに更新され、
DHCP リースが解放されたときに削除されます。

注 – DDNS のサポート以前にホスト名が割り当てられたか、DDNS と MAC アドレ
スベースのホスト名を使用して構成された可能性があるすべての ILOM SP について
は、以前に構成されたホスト名が引き続き有効です。
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動的 DNS の設定例
ここでは、DDNS 設定例の設定方法について説明します。ここで紹介する手順とサン
プルファイルにサイト固有の変更を加えることで、独自の DDNS を設定できます。

注 – DDNS の設定方法は、サイトで使用しているインフラストラクチャーによって
異なります。Solaris、Linux、および Windows の各オペレーティングシステムは、
いずれも DDNS 機能を提供するサーバーソリューションをサポートしています。こ
の設定例では、サーバーのオペレーティングシステム環境として Debian r4.0 を使用
します。

この節では、次のトピックについて説明します。

■ 139 ページの「前提条件」

■ 140 ページの「DHCP サーバーと DNS サーバーの構成と起動」

■ 142 ページの「参照情報」

前提条件

この設定例は、次の前提条件に基づいています。

■ SP が存在するネットワーク上に、DNS と DHCP の両方を処理する 1 台のサーバー
が存在します。

■ SP のネットワークアドレスは 192.168.1.0 です。

■ DHCP/DNS サーバーのアドレスは 192.168.1.2 です。

■ 192.168.1.100 から 192.168.1.199 の IP アドレスは、SP およびその他のクライアン
トにアドレスを提供するためのプールとして使用されます。

■ ドメイン名は example.com です。

■ 既存の DNS 設定または DHCP 設定は存在しません。存在する場合は、次のファ
イルをガイドラインとして使用して、既存の設定を更新してください。
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▼ DHCP サーバーと DNS サーバーの構成と起動

サーバーを構成するには、次の手順に従います。

1. Debian ディストリビューションから bind9 パッケージと dhcp3-server パッ
ケージをインストールします。

dnsutils パッケージをインストールすると、dig、nslookup、およびその他の
便利なツールにもアクセスできるようになります。

2. dnssec-keygen を使用して、DHCP サーバーと DNS サーバーで共有する鍵を
生成し、DNS データへのアクセスを制御します。

3. 次のような DNS 設定ファイルを /etc/bind/named.conf という名前で作成し
ます。

options {
  directory "/var/cache/bind";
  auth-nxdomain no;    # conform to RFC1035
  listen-on-v6 { any; };
};
// prime the server with knowledge of the root servers
zone "." {
  type hint;
  file "/etc/bind/db.root";
};
// be authoritative for the localhost forward and reverse zones, 
// and for broadcast zones as per RFC 1912
zone "localhost" {
  type master;
  file "/etc/bind/db.local";
};
zone "127.in-addr.arpa" {
  type master;
  file "/etc/bind/db.127";
};
zone "0.in-addr.arpa" {
  type master;
  file "/etc/bind/db.0";
};
zone "255.in-addr.arpa" {
  type master;
  file "/etc/bind/db.255";
};
// additions to named.conf to support DDNS updates from dhcp server
key server.example.com {
  algorithm HMAC-MD5;
  secret "your-key-from-step-2-here"
};
140 Oracle ILOM 3.0 概念ガイド • 2010 年 11 月



4. ローカルネットワーク用に空のゾーンファイルを追加します。 

空のゾーンファイルには、/etc/bind/db.example.com および 
/etc/bind/db.example.rev という名前が設定されている必要があります。 

ディストリビューションによって提供される db.empty ファイルをコピーすれば、
これらのファイルが DNS サーバーによって自動的に更新されます。

5. 次のような /etc/dhcp3/dhcpd.conf ファイルを作成します。

zone "example.com" {
  type master;
  file "/etc/bind/db.example.com";
  allow-update { key server.example.com; };
};
zone "1.168.192.in-addr.arpa" {
  type master;
  file "/etc/bind/db.example.rev";
  allow-update { key server.example.com; };
};

ddns-update-style interim;
ddns-updates      on;
server-identifier server;
ddns-domainname   "example.com.";
ignore client-updates;
key server.example.com {
  algorithm hmac-md5;
  secret your-key-from-step-2-here;
}
zone example.com. {
  primary 127.0.0.1;
  key server.example.com;
}
zone 1.168.192.in-addr.arpa. {
  primary 127.0.0.1;
  key server.example.com;
}
default-lease-time 600;
max-lease-time 7200;
authoritative;
log-facility local7;
subnet 192.168.1.0 netmask 255.255.255.0 {
  range 192.168.1.100 192.168.1.199;
  option domain-name-servers 192.168.1.2;
}
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6. 前述の手順 1 から 5 を完了した後、/etc/init.d スクリプトを実行して DNS 
サーバーと DHCP サーバーを起動します。 

一旦サーバーが稼動すると、DHCP 用に構成された新しい ILOM SP は、電源投入
時にホスト名で自動的にアクセスできるようになります。必要に応じて、ログファ
イル、dig、nslookup、およびその他のユーティリティーを使用してデバッグを
行います。

参照情報

この例で使用している Linux の DHCP サーバーおよび DNS サーバーの詳細について
は、Internet Systems Consortium の Web サイト http://www.isc.org/ を参照し
てください。
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付録 B

用語集

A
アクセス制御
リスト (ACL) サーバーにアクセス権限を持つユーザーを制御するソフトウェア承認の仕組み。

単独あるいは複数のユーザーまたはグループへアクセスを許可したり拒否したり
することにより、特定のファイルやディレクトリに特化した ACL ルールを定義
できます。

Active Directory Microsoft Windows Server オペレーティングシステムに導入されている分散
ディレクトリサービス。ユーザー証明書の認証と、ネットワーク化されたリ
ソースへのユーザーアクセスレベルの認証の両方を提供します。

実電力 システム内のすべての電源装置によって消費される電力の量。

アドレス ネットワークにおいて、ネットワーク内のノードを識別する固有のコード。
「host1.companyname.com」などの名前は、ドメインネームサービス (DNS) に
よって「168.124.3.4」のような、ピリオドで区切られた 4 つで 1 セットのアドレ
スに翻訳されます。

アドレス解決 インターネットアドレスを、物理メディアアクセス制御 (MAC) アドレスまたは
ドメインアドレスにマップする手段。

アドレス解決
プロトコル (ARP) インターネットプロトコル (IP) アドレスをネットワークハードウェアアドレス 

(MAC アドレス) と関連づけるために使われるプロトコル。

管理者 管理対象ホストシステムへの完全なアクセス (root) 権限を持っている人。

エージェント 通常は特定のローカル管理対象ホストに対応しているソフトウェアプロセス
で、管理者要求を実行し、ローカルのシステムおよびアプリケーション情報を
リモートユーザーが使用できるようにします。
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警告 エラーイベントの収集および分析によって生成されたメッセージまたはログ。
警告が出た場合、ハードウェアまたはソフトウェアの修正を行う必要があるこ
とを意味します。

ASF プリブートまたは帯域外プラットフォーム管理仕様。これにより、インテリジェン
ト Ethernet コントローラなどのデバイスが、マザーボード上の ASF 準拠センサー
の電圧や温度その他について自立的にスキャンし、Remote Management and 
Control Protocol (RMCP) に Platform Event Trap (PET) 仕様に準じた警告を送るこ
とができるようになります。ASF は、そもそも、クライアントデスクトップの帯
域外管理機能のためのものでした。ASF は DMTF によって定義されています。

認証 通信セッションにおけるユーザー、または、コンピュータシステムにおけるデバ
イスやほかのエンティティーの属性を、システムリソースへアクセス可能になる
前に検証するプロセス。セッション認証は 2 方向に動作します。サーバーは、ア
クセス制御を判断するためにクライアントの認証を行います。クライアントが
サーバーを認証することもできます。クライアントは Secure Sockets Layer (SSL) を
使ってサーバーを常に認証します。

認証されたユーザー 認証プロセスに合格し、特定のシステムリソースへのアクセス権限を付与され
たユーザー。

承認 ユーザーに特定のアクセス権を与えるプロセス。承認は、認証およびアクセス
制御に基づいています。

使用可能電力 ラック搭載型サーバーの場合、使用可能電力は、電源装置が供給できる電力す
べての合計です。サーバーモジュールの場合、使用可能電力は、シャーシが
サーバーモジュールに供給する用意のある電力の量です。

B
帯域幅 通信リンク上で送信可能な情報量の尺度。通常、あるネットワークが配信可能

な秒ごとのビット数として記述されます。

baseboard management
controller (BMC) シャーシ環境や設定、サービス機能を管理し、システムのほかの部品からイベン

トデータを受信するのに使うデバイス。センサーインタフェースからデータを受
信し、そのデータを、インタフェースを提供している SDR を使用して解釈しま
す。BMC を使うことにより、システムイベントログ (SEL) へのまた別のインタ
フェースができます。BMC の典型的な機能には、プロセッサの温度や電源値、
冷却ファンの状態の測定があります。BMC は、システムインテグリティを保つ
ために自立的に動作できます。

ボーレート たとえば端末とサーバーの間といったデバイス間で送信される情報の速度。

バインド LDAP (Lightweight Directory Access Protocol) において、ユーザーが LDAP 
ディレクトリにアクセスする際に LDAP が必要とする認証プロセスのこと。
認証は、LDAP クライアントが LDAP サーバーに接続する際に行われます。
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BIOS (Basic
Input/Output System) システム電源投入時にオペレーティングシステムの読み込みおよびハードウェ

アのテストを制御するシステムソフトウェア。BIOS は読み取り専用メモリー 
(ROM) に格納されています。

bps データ転送速度の単位。

ブートローダ 読み取り専用メモリー (ROM) に格納されているプログラムで、システム電源投
入時に自動的に実行され、システム初期化およびハードウェアテストの最初の
段階を制御します。その結果、ブートローダは、オペレーティングシステムの
読み込みを行うもっと複雑なプログラムへ制御を移管します。

C
キャッシュ ローカルに格納されている元のデータの複製。通常、命令やもっとも頻繁にア

クセスされた情報です。キャッシュされたデータは、要求された時に再度リ
モートサーバーから読み出す必要がありません。キャッシュによってメモリー
転送速度およびプロセッサ速度が上がります。

証明書 エンティティーの属性を検証するために、信頼できる認証局 (CA) が割り当て
た公開鍵データ。デジタル署名されたドキュメントです。クライアントおよび
サーバーの両方が証明書を持つことができます。「公開鍵証明書」とも呼ばれ
ます。

認証局 (CA) 公開鍵証明書を発行しその証明書の所有者の身分証明書を提供する、信頼され
た組織。公開鍵認証局は、証明書に記載されたエンティティーと、そのエン
ティティーに属しかつその証明書に記載されている公開鍵との関係を示す証明
書を発行します。

シャーシ監視
モジュール (CMM) 完全なシャーシ管理システムを形成するために、各ブレードのサービスプロセッ

サ (SP) と連携して動作する、一般に冗長でホットプラグ可能なモジュール。 

クライアント クライアント/サーバーモデルにおいて、ネットワーク上のサーバーリソースに
リモートでアクセスする、ネットワーク上のシステムまたはソフトウェア。

コマンド行イン
タフェース (CLI) テキストベースのインタフェースで、ユーザーはこれを使用してコマンドプロン

プトから実行命令を入力できます。

コンソール システムメッセージが表示される、端末または画面上の専用ウィンドウ。コン
ソールウィンドウによって、数々のサーバーソフトウェアコンポーネントの設
定や監視、保守、トラブルシューティングができます。

協定世界時 (UTC) 世界標準時刻。UTC は、以前はグリニッジ標準時 (GMT) と呼ばれていました。
UTC は、ネットワーク上のシステムとデバイスを同期させるために NTP サー
バーが使用します。
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コアファイル プログラムが機能不全となり終了した時に Solaris または Linux オペレーティン
グシステムが生成するファイル。コアファイルには、障害発生時にとらえられた
メモリーのスナップショットが入っています。「クラッシュダンプファイル」と
も呼ばれます。

クリティカルイベント サービスに深刻な障害を及ぼし早急な対処を必要とするシステムイベント。

顧客交換可能
ユニット (CRU) ユーザーが特別なトレーニングやツールなしで交換できるシステム部品。

D
DES データを暗号化および復元する共通アルゴリズム。

DMI コンピュータハードウェアおよびソフトウェアについての技術サポート情報にアク
セスするための標準を定めた仕様。DMI は、ハードウェアおよびオペレーティン
グシステム (OS) から独立で、ワークステーションやサーバー、その他のコン
ピュータシステムを管理できます。DMI は DMTF によって定義されています。

デジタル署名 デジタルデータの情報源の証明書。デジタル署名は、公開鍵暗号化プロセスか
ら導き出される番号です。署名が作成された後にデータが改ざんされた場合、
その署名は無効となります。このことにより、デジタル署名はデータインテグ
リティおよびデータ改ざんの発見を保証できます。

デジタル署名
アルゴリズム (DSA) DSS が規定する暗号化アルゴリズム。DSA は、デジタル署名の作成に使用する

標準アルゴリズムです。

ダイレクトメ
モリーアクセス (DMA) プロセッサの指示なしで直接メモリーにデータ転送すること。

ディレクトリサーバー LDAP において、組織内の人員およびリソースに関する情報を論理的な中心位
置から格納および提供するサーバー。

識別名 (DN) LDAP で、ディレクトリ内のエントリの名前および位置を識別する、固有のテ
キスト文字列。DN は、ツリーのルートからの完全なパスを持った完全修飾ドメ
イン名 (FQDN) である場合もあります。

DMTF 200 以上の団体によるコンソーシアムで、コンピュータシステムをリモート管理
する能力を高めることを目的とした標準を記述および推進します。DTMF から
の仕様には、DMI、CIM、ASF などがあります。

ドメイン 名前によって識別する、ホストの系列化。こういったホストは通常、同一イン
ターネットプロトコル (IP) ネットワークアドレスに属します。また、ドメイン
は、そのドメインを所有している団体または組織を識別する完全修飾ドメイン
名 (FQDN) の最後の部分のことを指します。たとえば、「oracle.com」は、
Oracle Corporation がドメインの所有者であることを示します。
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ドメイン名 インターネット上のシステムあるいはシステムグループに与えられた固有の名
前。グループ内のすべてのシステムのホスト名は、「oracle.com」のような、同一
のドメイン名接頭辞を含みます。ドメイン名は、右から左に向かって解釈されま
す。たとえば、「oracle.com」は Oracle Corporation のドメイン名であり、かつ、
トップレベルの「.com」ドメインのサブドメインです。

ドメインネーム
サーバー (DNS) ドメインにおいて通常はホスト名を管理するサーバー。DNS サーバーは

「www.example.com」などのホスト名を「030.120.000.168」などのインター
ネットプロトコル (IP) アドレスに変換します。

ドメインネーム
システム (DNS) コンピュータがドメイン名によってネットワークあるいはインターネット上の

ほかのコンピュータを検索できるようにする、分散型名前解決システム。この
システムでは、「00.120.000.168」などの標準のインターネットプロトコル (IP) 
アドレスを、「www.oracle.com」などのホスト名と関連付けます。コンピュー
タは通常、この情報を DNS サーバーから取得します。

動的ドメインネー
ムサービス (DDNS) ドメインネームサーバー (DNS) がドメイン名に関連する動的または静的な IP 

アドレスを常に把握できるようにするサービス。

動的ホスト構成
プロトコル (DHCP) DHCP サーバーが、TCP/IP ネットワーク上のシステムにインターネットプロ

トコル (IP) アドレスを動的に割り当てることができるようにするプロトコル。

E
拡張パラ

レルポート (EPP) 標準パラレルポートの 2 倍の速度でシステムがデータを転送できるようにする、
ハードウェアおよびソフトウェアの標準。

Ethernet ケーブルで直接接続されたシステム間のリアルタイム通信を可能にする構内通
信網 (LAN) の業界標準形式。Ethernet では、アクセス方法として CSMA/CD 
アルゴリズムを使用しており、全ノードがリスンしていて、かつ、いずれの
ノードもデータ転送を開始できます。複数のノードが同時にデータ転送をしよ
うとする場合には (コリジョン)、転送しようとしているノードが任意の時間
待ってからふたたび転送を試みます。

イベント 管理対象オブジェクトの状態の変化。イベント処理サブシステムは通知を出す
ことができます。ソフトウェアシステムは、この通知に応答する必要がありま
すが、通知の要求や制御は行ないません。

外部シリアルポート サーバーの RJ-45 シリアルポート。

XIR ドメインのプロセッサに「ソフト」リセットを送る信号。XIR はドメインの再
起動は行いません。XIR は通常、ハングしたシステムから脱出してコンソール
プロンプトにたどり着くために使用されます。そうすることにより、ユーザー
はコアダンプファイルを作成して、それをシステムがハングした原因の診断に
役立てることができます。
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F
フェイルオーバー バックアップ機能を提供するために、あるシステム、または多くの場合サブシ

ステムから、別のシステムへコンピュータサービスを自動的に移管すること。

Fast Ethernet 最大 100 Mbps でデータを転送する Ethernet 技術。Fast Ethernet は 10 Mbps 
Ethernet 機器と下位互換性があります。

障害管理アーキテ
クチャー (FMA) ハードウェアまたはソフトウェアの障害が発生してもコンピュータが機能し続

けられるようにするアーキテクチャー。

現場交換可能
ユニット (FRU) 顧客サイトで交換可能なシステム部品。

ファイルシステム 情報を物理メディアに整理して格納する、安定した方法。通常、ファイルシス
テムはオペレーティングシステムごとに異なります。ファイルシステムは、
ファイルおよびディレクトリのツリー構造ネットワークであることが多く、最
上位にはルートディレクトリが、ルート以下には親および子ディレクトリがあ
ります。

FTP TCP/IP に基づいた基本的なインターネットプロトコル。これを使うと、ファイ
ル転送に関連するシステムのオペレーティングシステムやアーキテクチャーに
こだわることなく、インターネット上のシステム間でファイルの読み取りや保
存ができます。

ファイアウォール 通常はハードウェアおよびソフトウェア両方のネットワーク設定で、組織内の
ネットワークコンピュータを外部アクセスから保護します。ファイアウォール
は、特定のサービスやホスト間で行き来する接続を監視または禁止できます。

ファームウェア 通常、システムの初期ブート段階およびシステム管理をサポートするのに使用
されるソフトウェア。ファームウェアは読み取り専用メモリー (ROM) または 
PROM に組み込まれています。

完全修飾
ドメイン名 (FQDN) 「www.oracle.com」のような、システムの完全かつ一意のインターネット名。

FQDN には、ホストサーバー名 (www) とそのトップレベルドメイン名 (.com) 
および第 2 レベルドメイン名 (.oracle) が含まれます。FQDN はシステムのイン
ターネットプロトコル (IP) アドレスにマップすることができます。

G
ゲートウェイ 2 つのネットワークを相互接続し、そのネットワーク間でデータパケットを渡す

コンピュータまたはプログラム。ゲートウェイには 2 つ以上のネットワークイン
タフェースがあります。
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ギガビット Ethernet 最大 1000 Mbps でデータを転送する Ethernet 技術。

グラフィカルユーザー
インタフェース (GUI) アプリケーションを使いやすくするために、キーボードおよびマウスに加えて

グラフィックスを使用したインタフェース。

H
ホスト インターネットプロトコル (IP) アドレスおよびホスト名を割り当てられた、

バックエンドサーバーなどのシステム。ホストは、ネットワーク上のほかの
遠隔システムからアクセスされます。

ホスト ID ネットワーク上のホストを識別するのに使用する 32 ビットのインターネットプ
ロトコル (IP) アドレスの一部。

ホスト名 ドメイン内の特定のコンピュータの名前。ホスト名は常に特定のインターネッ
トプロトコル (IP) アドレスへマップします。

ホットプラグ システム稼働中に取り外しをしても安全な部品のこと。ただし、部品を取り外す
前に、システム管理者はシステムに対してホットプラグ操作の準備を行う必要が
あります。新しい部品を挿入したあとで、システム管理者はそのデバイスを含め
てシステムを再構成するよう、システムに指示する必要があります。 

ホットスワップ 稼働中のシステムから部品を取り外したり新しい部品を取り付けるだけで、イン
ストールまたは取り外しができる部品のこと。部品が変更されたことをシステム
が自動的に認識して設定を行うか、システムの設定をユーザーが対話的に行う必
要があるかのどちらかです。ただし、いずれの場合も再起動の必要はありません。
ホットスワップ可能なコンポーネントはすべてホットプラグ可能ですが、ホット
プラグ可能なコンポーネントがすべてホットスワップ可能であるとは限りません。

ハイパーテキスト転送
プロトコル (HTTP) リモートホストからハイパーテキストオブジェクトを取り込むインターネット

プロトコル。HTTP メッセージは、クライアントからサーバーへの要求および
サーバーからクライアントへの応答から構成されます。HTTP は TCP/IP に基
づいています。

HTTPS Secure Sockets Layer (SSL) を使用した HTTP の拡張。TCP/IP ネットワーク上
でのセキュア転送を可能にします。

I
帯域内システム管理 オペレーティングシステムが初期化されていて、かつ、サーバーがきちんと機能

している場合のみ使用可能な、サーバー管理機能。
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Integrated Lights Out
Manager (ILOM) シャーシ内またはブレード内でのシステム管理のための、ハードウェアや

ファームウェア、ソフトウェアの統合ソリューション。

IPMI 多くの異なる物理的相互接続上のサーバーシステムの帯域外管理のために主に
設計された、ハードウェアレベルのインタフェース仕様。IPMI 仕様には、セン
サーに関する幅広い抽象概念が記載されています。これによって、オペレー
ティングシステム (OS) 上またはリモートシステム内で実行されている管理アプ
リケーションは、システムの環境構成を把握でき、システムの IPMI サブシステ
ムに登録してイベントを受信できるようになります。IPMI は異なるベンダー製
の管理ソフトウェアと互換性があります。IPMI の機能には、現場交換可能ユ
ニット (FRU) インベントリのレポート、システム監視、ロギング、システム復
旧 (ローカルおよび遠隔システムのリセットと電源の投入/切断も含む)、警告な
どがあります。

内部シリアルポート ILOM ユーザーがホストのシリアルコンソールにアクセスできるようになる、ホ
ストサーバーと ILOM 間の接続。ILOM の内部シリアルポートの速度は、必ずホ
ストサーバーの、多くの場合シリアルポート 0、COM1、または /dev/ttyS0 と
呼ばれるシリアルコンソールポートの速度と一致させてください。通常、ホスト
のシリアルコンソール設定は、ILOM のデフォルト設定 (9600 ボー、8N1 (データ
ビット 8、パリティーなし、ストップビット 1)、フロー制御なし) に一致してい
ます。

ICMP ルーティング、信頼性、フロー制御、データの順序づけなどを提供する、イン
ターネットプロトコル (IP) に対する拡張機能。ICMP は、IP で使用されるエ
ラーおよび制御メッセージを指定します。

インターネット
プロトコル (IP) インターネットの基本的ネットワークレイヤプロトコル。IP は、あるホストか

ら別のホストに対し、信頼性が低い状態での個々のパケットの送信を可能とし
ます。IP では、パケットが送信されるかどうかや送信にかかる時間、また、複
数のパケットが送信されたとおりの順序のまま送信されるかどうかについて、
保証していません。IP の上に階層化されたプロトコルにより、接続の信頼性が
高まります。

インターネットプロト
コル (IP) アドレス

(Internet Protocol (IP)
address) TCP/IP において、ネットワーク上の各ホストまたはほかのハードウェアシステ

ムを認識する、固有の 32 ビットの数字。IP アドレスは、「192.168.255.256」の
ようにピリオドで区切られた数字のセットで、イントラネットまたはインター
ネット上でのコンピュータの実際の位置を指定します。

IPMItool IPMI デバイスの管理に使用するユーティリティー。IPMItool では、ローカルシ
ステムまたは遠隔システムのどちらの IPMI 機能も管理できます。機能には、現
場交換可能ユニット (FRU) 情報や構内通信網 (LAN) 設定、センサー読み取り、
遠隔システム電源制御、の管理などがあります。
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J
Java リモート

コンソール ユーザーを実行中のアプリケーションにアクセスできるようにする、Java で記
述されたコンソール。

Java(TM) Web Start
アプリケーション Web アプリケーションランチャ。Java Web Start を使うと、Web リンクをクリッ

クすることによってアプリケーションを起動できます。そのアプリケーションが
手元のシステムにない場合には、Java Web Start はアプリケーションをダウン
ロードし手元のシステム上にキャッシュします。アプリケーションは、いったん
キャッシュにダウンロードすれば、デスクトップアイコンまたはブラウザから起
動できるようになります。 

K
カーネル オペレーティングシステム (OS) の核心で、ハードウェアを管理し、ファイリン

グおよびリソース割り当てといった、ハードウェアが提供していない基本的
サービスを管理します。

KCS インタフェース
(Keyboard Controller

Style (KCS) interface) レガシーパーソナルコンピュータ (PC) のキーボードコントローラに実装されて
いるインタフェースの形式。データは、ビットごとのハンドシェイクを使って 
KCS インタフェース全体に転送されます。

キーボード、ビデオ、
マウス、ストレージ

(KVMS) キーボードやビデオ、マウス、ストレージイベントにシステムが応答できるよ
うにする一連のインタフェース。

L
LOM オペレーティングシステムが動作していなくてもサーバーとの帯域外通信を可

能にする技術。これによってシステム管理者は、サーバーの電源オン/オフをし
たり、システム温度やファン速度などを見たり、リモートロケーションからシ
ステムをリスタートできます。
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LDAP ユーザープロファイルや配布一覧、設定データなどの情報の格納、取り出し、
配布に使用するディレクトリサービスプロトコル。LDAP は TCP/IP 上で複数
のプラットフォームに渡って動作します。

LDAP サーバー LDAP ディレクトリおよびそのディレクトリへのサービス問い合わせを保守す
るソフトウェアサーバー。Oracle Directory Services および Netscape Directory 
Services は、LDAP サーバーの実装です。

構内通信網 (LAN) 接続するハードウェアおよびソフトウェア経由で通信できる至近距離にあるシ
ステムの集まり。Ethernet が LAN 技術ではもっとも広範に使われます。

ローカルホスト ソフトウェアアプリケーションが動作しているプロセッサまたはシステム。

M
メジャーイベント システムイベントのうち、深刻ではないがサービスに障害を与えるもの。

管理情報ベース (MIB) ネットワークのリソースについての情報を分類する、ツリーに似た階層システ
ム。MIB では、マスター SNMP エージェントがアクセス可能な変数を定義して
います。MIB によって、サーバーのネットワーク設定、状態、および統計デー
タにアクセスすることが可能になります。SNMP を使うと、こういった情報を
ネットワーク管理ステーション (NMS) から見ることができます。業界協定によ
り、各ディベロッパーにはツリー構造の一部分が割り当てられ、そこにディベ
ロッパー独自のデバイスに特化した記述を加えることもできます。

マニュアルページ オンライン UNIX ドキュメント。

メディアアクセス制御

(MAC) アドレス (media
access control (MAC)

address) 各構内通信網カード (NIC) に製造時にプログラムされる、世界で唯一の 48 ビッ
トハードウェアアドレス番号。

MD5 任意の長いデータ文字を唯一で固定長の短く要約したデータに変換する、セキュ
アなハッシュ関数。

マイナーイベント システムイベントのうち、現時点でサービスに障害は発生していないが、さら
に深刻になる前に修正を必要とするもの。
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N
ネームスペース LDAP ディレクトリのツリー構造における固有の名前のセットで、この名前か

らオブジェクト名が由来して解釈されます。たとえば、ファイルはファイル
ネームスペース内で命名され、プリンタはプリンタネームスペース内で命名さ
れます。

NFS ユーザーに気づかせることなく、各種ハードウェア設定を協調して機能させる
プロトコル。

NIS UNIX システムが使用する、プログラムおよびデータファイルのシステム。コン
ピュータシステムネットワーク全体のコンピュータやユーザー、ファイルシステ
ム、ネットワークパラメータに関する特定の情報の収集、照合、共有のために使
用します。

ネットワークインタ
フェースカード (NIC) ワークステーションやサーバーをネットワークデバイスに接続する内部回路基

盤またはカード。

ネットワーク管理
ステーション (NMS) 1 つまたは複数のネットワーク管理アプリケーションがインストールされた高

性能なワークステーション。NMS はネットワークをリモート管理するのに使用
されます。

ネットワークマスク ローカルサブネットアドレスをほかの既知のインターネットプロトコル (IP) ア
ドレスから区別するためにソフトウェアが使用する番号。

NTP TCP/IP ネットワークのインターネット標準。NTP は、UTC を使用して、ネッ
トワークデバイスのクロック時間を NTP サーバーのミリ秒に同期します。

ノード ネットワーク上でアドレス参照可能なポイントまたはデバイス。ノードにより、
コンピュータシステムや端末、各種周辺機器をネットワークに接続できます。

非揮発性メモリー システム電源がオフになった時にデータが失われないことを保証するメモリー
の種類。

O
オブジェクト
識別子 (OID) グローバルオブジェクト登録ツリーに対するオブジェクトの位置を識別する

番号。ツリーのノードにはそれぞれ番号が割り当てられ、OID は一連の番号
となっています。インターネットでの使用では、OID 番号はたとえば
「0.128.45.12」といったようにピリオドで区切られます。LDAP において、
OID は、オブジェクトクラスおよび属性タイプなどのスキーマ要素を一義的
に識別するために使用される。
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OpenBoot(TM) PROM 電源投入時の自己診断テスト (POST) が部品のテストを問題なく終了した後に、
初期化されたシステムを制御するソフトウェアレイヤ。OpenBoot PROM は、
メモリーにデータ構造を構築してオペレーティングシステムをブートします。

OpenIPMI Intelligent Platform Management Interface (IPMI) へのアクセスを容易にする、
オペレーティングシステムから独立した、イベント駆動型ライブラリ。

オペレータ 管理対象ホストシステムへの制限付き権限を持つユーザー。

帯域外 (OOB)
システム管理 オペレーティングシステムのネットワークドライバまたはサーバーが正常に機能

していない時に使用可能なサーバー管理機能。

P
パリティー 受信したデータが送信されたデータと一致するかどうかを検査するのにコン

ピュータが使用する方式。また、ディスク上のデータと一緒に格納されている
情報も指し、これを使用すると、ドライブ障害発生後にコントローラがデータを
再構築することができます。

PC-Check Eurosoft (UK) Ltd. によって作成された、コンピュータハードウェア上で診断テ
ストを実行するアプリケーション。

アクセス権 ユーザーまたはグループに許可あるいは拒否される権限のセットで、ファイル
またはディレクトリへの読み込みや書き込み、実行といったアクセスを指定し
ます。アクセス制御のために、パーミッションには、そのディレクトリ情報へ
のアクセスが許可されているのか拒否されているのか、および、許可あるいは
拒否されているアクセスのレベルが記載されています。

許容電力 任意の時点でサーバーが使用を許可する最大電力。

物理アドレス メモリーの位置と一致する実際のハードウェアアドレス。仮想アドレスを参照
するプログラムは、後に物理アドレスへとマップされます。

PEF サービスプロセッサが、たとえば電源切断やシステムのリセット、警告の誘発
などといったイベントメッセージを受信したときに、特定の動作をするように
設定する仕組み。

PET ハードウェアまたはファームウェア (BIOS) イベントによって引き起こされる設
定済みアラート。PET は Intelligent Platform Management Interface (IPMI) 仕
様の SNMP トラップで、オペレーティングシステムから独立で動作します。

ポート TCP/IP 接続が確立される場所 (ソケット)。Web サーバーは従来からポート 80 を
使用し、ファイル転送プロトコル (ftp) はポート 21 を、Telnet はポート 23 を使用
します。ポートによって、クライアントプログラムは、ネットワーク上のコン
ピュータの特定のサーバープログラムを指定できます。サーバープログラムが起
動するとはじめに、指定されたポート番号にバインドします。そのサーバーを使
用しようとするすべてのクライアントは、指定されたポート番号にバインドする
ために要求を送る必要があります。
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ポート番号 ホストマシンの個々の TCP/IP アプリケーションが指定する番号で、送信デー
タの送付先を定めます。

電源の再投入 システムの電源をオフにしてからふたたびオンにするプロセス。

電源監視
インタフェース ユーザーが電力消費をリアルタイムで監視できるようにするインタフェース。

この電力消費には、使用可能電力、実電力、および許容電力が含まれ、サービ
スプロセッサ (SP) または個別の電源装置について、電力使用の発生から 1 分以
内の精度で監視を行うことができます。

電源投入時
自己診断 (POST) システムのスタートアップ時に初期化されていないシステムを受け取り、部品を

丹念に調べてテストするプログラム。POST は、有用な部品を首尾一貫した初期
化済みシステムとして設定し、そのシステムを OpenBoot PROM に渡します。
POST は、テストが成功した部品のみの一覧を OpenBoot PROM に渡します。

PXE 業界標準クライアント/サーバーインタフェースで、DHCP を使用して TCP/IP 
ネットワーク上のオペレーティングシステム (OS) をサーバーがブートできるよ
うにします。PXE 仕様には、一次ブートストラッププログラムに基本的なネッ
トワーク機能を提供するように、ネットワークアダプタカードおよび BIOS を
協調して動作させる方法が記述されています。これによって、一次ブートスト
ラッププログラムが、OS イメージの TFTP を介した読み込みなど、ネットワー
ク上で二次ブートストラップを実行できるようになります。したがって、一次
ブートストラッププログラムは、PXE 標準に従ってコーディングされている場
合、システムのネットワークハードウェアについての情報を必要としません。

PEM プライバシーとデータインテグリティを保証するようにデータを暗号化した、
インターネット電子メールの標準。

プロトコル ネットワーク上のシステムまたはデバイスが情報を交換する方法を記述した規
則セット。

プロキシ プロトコル要求に応答して、あるシステムがほかのシステムの代理として動作
する仕組み。

公開鍵暗号 パブリックおよびプライベートなコンポーネントで作成された 2 つの部分から
なる鍵 (コード) を使用する暗号方式。メッセージを暗号化するには、受取人の
公表された公開鍵を使用します。メッセージを解読するには、受取人は、受取
人のみが知っている非公開の秘密鍵を使用します。公開鍵を知っていても、対
応する秘密鍵を推測することはユーザーにはできません。

R
リアルタイ

ムクロック (RTC) システムの電源オフ時にでさえもシステムの時刻と日付を保守する、バッテ
リーバックアップ式の部品。
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再起動 システムを停止して起動する、オペレーティングシステムレベルの操作。電源
が入っていることが前提条件です。

出力先変更 システムの標準入出力へではなく、ファイルまたはデバイスへの入出力のチャ
ネリング。出力先変更の結果、システムが通常表示する入出力をほかのシステ
ムのディスプレイに送ります。

Remote Authentication
Dial-In User Service

(RADIUS) サーバー上のデータベースに含まれている情報に照らしてユーザーを認証し、
承認されたユーザーにリソースへのアクセス権限を付与するプロトコル。

RMCP システムの電源の投入または切断、あるいは再起動を強制することにより、
管理者が遠隔で警告に応答できるようにするネットワークプロトコル。

遠隔手続き
呼び出し (RPC) クライアントシステムがリモートサーバーの関数を呼び出せるようにする、ネッ

トワークプログラミングの方法。クライアントがサーバーでプロシージャを開始
すると、その結果がクライアントに転送されて戻ります。

遠隔システム ユーザーが作業しているシステム以外のシステム。

リセット システムの電源を切断してから投入する、ハードウェアレベルの操作。

役割 ユーザーのアクセス権限を決定する、ユーザーアカウントの属性。

root UNIX オペレーティングシステムのスーパーユーザー (root) の名前。root ユー
ザーは、全ファイルへのアクセス、および、一般ユーザーには許可していないほ
かの操作を実行することが許可されています。大まかに言うと、Windows Server 
オペレーティングシステムの管理者 (Administrator) ユーザー名と同等です。

ルートディレクトリ ベースディレクトリで、ほかのすべてのディレクトリは直接あるいは間接的に
ここから生じます。

ルーター ネットワークパケットまたはその他のインターネットトラフィックを送るパスを
割り当てるシステム。ホストとゲートウェイの両方がルーティングを行いますが、
通常、「ルーター」という用語は、2 つのネットワークを接続するデバイスを指し
ます。

RSA アルゴリズム RSA Data Security 社が開発した暗号化アルゴリズム。暗号およびデジタル署名
の両方に使用できます。

スキーマ ディレクトリにエントリとして格納できる情報の種類を記述している定義。ス
キーマと一致しない情報がディレクトリに格納されている場合、ディレクトリ
にアクセスしようとしているクライアントは正しい結果を表示できないことが
あります。
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S
Secure Shell (SSH) セキュアでないネットワーク上の遠隔システムで、セキュアで暗号化された

ログインおよびコマンドの実行を可能にする、UNIX シェルプログラムおよ
びネットワークプロトコル。

SSL (Secure Socket
Layer) ネットワーク上のクライアントサーバー通信をプライバシーのために暗号化す

るプロトコル。SSL は、環境を確立するために鍵交換方式を使い、この方式で
は、交換されたデータすべては、盗聴や改ざんから保護するために暗号で暗号
化されかつハッシュ化されています。SSL は Web サーバーと Web クライアン
トの間にセキュリティー保護された接続を作り出します。HTTPS では SSL を
使用しています。

センサーデータ
レコード (SDR) 機能の動的発見を容易にするために、Intelligent Platform Management 

Interface (IPMI) には、このレコードセットがあります。レコードセットには、
存在するセンサー数、センサーの種類、センサーのイベント、しきい値情報な
どのソフトウェア情報が含まれます。センサーデータによって、ソフトウェア
は、プラットフォームについての予備知識がなくてもセンサーデータの解釈お
よび呈示ができます。

シリアルコンソール サービスプロセッサのシリアルポートに接続された端子または導線。シリアル
コンソールは、システムがほかの管理タスクを行うように設定するために使用
されます。

シリアルポート シリアルポートリダイレクトを使用して、コマンド行インタフェース (CLI) お
よびシステムコンソールストリームへのアクセスを提供するポート。

サーバー証明書 Web アプリケーションを認証するために HTTPS で使用する証明書。証明書
は、自身で署名したものあるいは認証局 (CA) が発行したものとなります。

サーバーメッセー
ジブロック (SMB)

プロトコル ファイルおよびプリンタをネットワーク全体で共有できるようにするネット
ワークプロトコル。SMB プロトコルによって、クライアントアプリケーション
が、ネットワーク内のサーバープログラムのファイルの読み書きおよびサー
バープログラムからのサービスの要求ができるようになります。SMB プロトコ
ルを使うと、Windows と UNIX システムの間でファイルシステムをマウント
できます。SMB プロトコルは、IBM によって設計され、その後マイクロソフト
によって変更が加えられました。マイクロソフトは、このプロトコルの名前を
共通インターネットファイルシステム (CIFS) に変更しました。
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サービスプ
ロセッサ (SP) シャーシ環境や設定、サービス機能を管理し、システムのほかの部品からイベン

トデータを受信するのに使うデバイス。センサーインタフェースからデータを受
信し、そのデータを、インタフェースを提供している SDR を使用して解釈しま
す。SP を使用すると、システムイベントログ (SEL) への別のインタフェースが提
供されます。SP の典型的な機能には、プロセッサの温度や電源値、冷却ファンの
状態の測定があります。SP は、システムインテグリティを保つために自立的に動
作できます。

セッションタ
イムアウト サーバーがユーザーセッションを無効化するまでの一定の時間。

SMTP メール送受信に使用する TCP/IP。

SNMP ネットワークアクティビティについてのデータ交換に使用する簡単なプロトコ
ル。SNMP では、管理対象デバイスとネットワーク管理ステーション (NMS) と
の間でデータがやりとりされます。管理対象デバイスには、ホストやルータ、
Web サーバー、またはネットワーク上のその他のサーバーなどの、SNMP が動
作しているいずれのデバイスも含まれます。

シングルサ
インオン (SSO) ユーザーが複数のアプリケーションにアクセスするために証明書を 1 回入力す

る認証形式。

スナップショットユー
ティリティー サーバープロセッサ (SP) の状態に関する情報を収集するアプリケーション。

Oracle Services では、このデータを診断目的で使用します。

サブネット ルーティングを単純化するために、単一の論理ネットワークを小さな物理ネット
ワークに分割する動作体系。サブネットはホスト ID のブロックを認識するイン
ターネットプロトコル (IP) アドレスの部分です。

サブネットマスク サブネットアドレッシングのためにインターネットアドレスからビットを選択
するのに使うビットマスク。マスクは 32 ビット長で、インターネットアドレス
のネットワーク部分およびローカル部分の 1 つまたは複数のビットを選択しま
す。「アドレスマスク」とも呼ばれます。

Sun Blade モジュ

ラーシステム 複数の Sun Blade サーバーモジュールを保持するシャーシ。

Sun Blade サーバー

モジュール シャーシに差し込むことができるサーバーモジュール (ブレード)。モジュラー
システムとも呼ばれます。

Sun ILOM リモート

コンソール ユーザーがデバイス (キーボード、マウス、ビデオディスプレイ、ストレージメ
ディア) をデスクトップからリモートホストサーバーにリダイレクトできるよう
にするグラフィカルユーザーインタフェース。
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スーパーユーザー UNIX システムですべての管理機能を実行する権限を持っている特別なユー
ザー。「ルート (root)」とも呼ばれます。

syslog ログメッセージをサーバーに送信できるプロトコル。

システムイベン
トログ (SEL) システムイベント用の非揮発性ストレージを供給するログで、サービスプロ

セッサにより自発的にログ記録されるか、またはイベントメッセージと一緒に
ホストに直接送付されます。

システム識別子 ホストシステムを識別しやすくするテキスト文字列。この文字列は、SUN-HW-
TRAP-MIB から生成される SNMP トラップに varbind として含まれています。
システム識別子は任意の文字列に設定できますが、ホストシステムを識別しやす
くするために使用するのが最も一般的です。ホストシステムは、場所の説明に
よって識別するか、ホストのオペレーティングシステムが使用するホスト名を参
照することによって識別できます。

T
Telnet あるホストのユーザーがリモートホストにログインできるようにする仮想端末

プログラム。リモートホストにログインしているあるホストの Telnet ユーザー
は、そのリモートホストの通常の端末ユーザーのように対話できます。

しきい値 センサーが温度や電圧、電流、ファン速度を監視する際にこの範囲内で使用す
る最大値および最小値。

タイムアウト サーバーが、この時間を過ぎたら、ハングしたサービスルーチンを終了しよう
とする試みを停止するように指定された時間。

TCB 接続状態についての情報を記録して保守する TCP/IP の一部。

TCP/IP あるホストから別のホストへデータストリームを確実に送ることのできるイン
ターネットプロトコル。TCP/IP は、Solaris や Microsoft Windows、Linux ソ
フトウェアシステムといった各種のネットワークシステム間でデータを転送し
ます。TCP はデータ配信を保証し、パケットは送信された時のままのシーケン
スで配信されます。

トラップ 特定の状態が検知された時に SNMP エージェントが自らの主導権で作成するイ
ベント通知。SNMP には形式的に 7 種のトラップが定義されていて、サブタイ
プを定義できます。

TFTP システムにファイルを転送する簡単な転送プロトコル。TFTP は UDP を使用し
ています。
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U
URI (Uniform Resource

Identifier) インターネットまたはイントラネット上のリソースを識別する一意の文字列。

ユニバーサル
シリアルバス (USB) 450Mbps (USB 2.0) のデータ転送レートをサポートする外部バス標準。USB ポー

トは、マウスポインタ、キーボード、モデム、プリンタなどのデバイスをコン
ピュータシステムに接続します。 

ユーザーアカウント システムに格納されている、不可欠なユーザー情報レコード。システムにアク
セスするユーザーはそれぞれユーザーアカウントを 1 つ持ちます。

UDP インターネットプロトコル (IP) に信頼性と多重化をもたらすコネクションレス転
送レイヤプロトコル。UDP によって、アプリケーションプログラムは、IP 経由
でほかのコンピュータのほかのアプリケーションプログラムへデータグラムを配
信できます。通常、SNMP が UDP 上に実装されます。

ユーザー権限レベル ユーザーが実行できる操作とアクセスできるリソースを指定する、ユーザーの
属性。

ユーザー ID (userid) システムのユーザーを識別する固有の文字列。

ユーザー ID 番号

(UID 番号) UNIX システムにアクセスしているユーザーにそれぞれ割り当てられる番号。シ
ステムが、ファイルおよびディレクトリの所有者を番号によって識別するのに 
UID 番号を使用します。

ユーザー名 システムでユーザーを識別する、文字または場合によっては番号の組み合わせ。

W
Web サーバー インターネットまたはイントラネットにアクセスするためのサービスを提供す

るソフトウェア。Web サーバーは Web サイトを主催し、HTTP/HTTPS および
その他のプロトコルをサポートし、サーバーサイドプログラムを実行します。

広域通信網 (WAN) ファイル転送サービスを提供する数多くのシステムから構成されるネットワー
ク。WAN は広い物理範囲に、時には世界中に及びます。
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X
X.509 証明書 もっとも一般的な証明書標準。X.509 証明書は、公開鍵および関連するアイ

デンティティ情報を持ち、認証局 (CA) によってデジタル署名されたドキュ
メントです。

X ウィンドウシステム 一般的な UNIX ウィンドウシステムで、ワークステーションまたは端末が複数
セッションを同時に制御できるようにします。
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